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　──あなたは牧まき瀬せ紅く莉り栖す。

　１９９２年７月25日生まれの18歳。獅し子し座ざ。血液型Ａ型。現在の肩かた書がきはヴィクトル・コンドリア大学、脳科学研究所の研究員。




　飛び級を重ねて、17歳で大学を卒業したあなたは大学院に進み、脳科学研究所の正式な研究員になった。論文『側頭葉に蓄ちく積せきされた記き憶おくに関する神経パルス信号の解かい析せき』が、雑誌『サイエンス』に掲けい載さいされたことで、天才少女として学会に名を知られはじめる。

　その後、訪日。恩師である教授の薦すすめもあり、あなたは数年ぶりに母国の地を踏ふんだ。７月まで菖蒲あやめ院いん女子学園に短期逆留学する。大卒のあなたが高校生になった事情はプライベートな理由につき省略。７月下げ旬じゆんからは、お茶の水にあるローズホテル東京に長期滞たい在ざいしつつ、秋葉原テクノフォーラム等で講演活動をこなす。

　２０１０年７月28日。

　ラジ館で開かい催さいされた、中なか鉢ばち博士タイムマシン発表会に聴ちよう衆しゆうとして出席。これは、あなたの私的なスケジュールだった。中鉢博士は、あなたの実父。あなたが離り婚こんした母にないしょで父と面会の機会を持とうとした事情は、プライベートな理由につき省略。その際、あなたはタイムマシンについての所見をまとめた未発表論文を中鉢にわたした。論文を受けとった中鉢は、その論文を自分の名で発表しようとした。あなたは心ならずも父親を糾きゆう弾だんした。盗ぬすむのか、と。これに激げき昂こうした中鉢は刃は物ものを持ちだした。中鉢こと牧瀬章しよう一いちが、娘むすめであるあなたを憎にくむ理由はプライベートな理由につき省略。

　あなたは偶ぐう然ぜん、その場に居合わせた男に救われた。

　男は、中鉢にナイフで刺さされてしまう。中鉢は逃とう走そうし、あなたは救急車を呼んだ。直後、あなたは意識を失う。それから２カ月間、行方ゆくえ知れずになった命の恩人を捜さがして、あなたは秋葉原をさまよった。９月26日、秋葉原駅前で男と再会。

　男の名前は、岡おか部べ倫りん太た郎ろう。




　──あなたは牧瀬紅莉栖。

　岡部倫太郎と再会したあなたは、９月26日からアメリカに帰国するまでの数日間を、未来ガジェット研究所ですごした。本機、未来ガジェット９号機『宇宙標準時計』は、そのときの研究成果である。

　ラボメンたちとの再会は存外、早く訪おとずれた。10月14日、あなたはロサンゼルスで彼らと再会した。その内容についてはプライベートにつき省略。

　この二度の接せつ触しよくを通じて、あなたは岡部倫太郎から、あなたの研究にとって興味深い話を聞いた。

　アトラクタフィールド理論、収束、過去改変、Ｄメール、タイムリープ、タイムマシン、シュタインズゲート世界線……それらは、あなたがよく見る、妙みような夢の謎なぞを解きあかすためのキーワード。即すなわち、肉体を離はなれた客観的時系列の観測点たる紅わ莉た栖しのメモ帳に記されている……。




　　　　＊




　光は知らせる。




　闇やみの隅すみ々ずみまで全方位を埋うめた計器とスイッチ類るいが、瞬またたき、星のように鏤ちりばめられていた。

　そこは暗い。

　凝ぎよう縮しゆくされた狭せまい空間──いや、大人が身を屈かがめずに歩けるほどの高さはあるのだ。息が詰つまるほどの圧あつ迫ぱく感の原因は、窓がないこと。密閉度でいえば潜せん水すい艦かん。多重構造の筐きよう体たいで囲まれた、高度な電子機器のなかだ。

　ほぼ円えん筒とう形の内部空間に座席シートが設置されていた。

　乗り物ではある。

　ただし陸にせよ空にせよ、自動車や航空機のように自在に空間を移動できるものではない。座席からは外が見えない。外部の様子は、カメラを介かいして覗のぞき窓ほどの画面でうかがえるのみだ。

　合金の棺桶カプセル。

（──牧瀬紅莉栖は、思いだした）

　座席に身体からだを沈しずめて、操縦者は思考する。

　聴きいていたのは録音だった。牧瀬紅莉栖が、過去の自分を「あなた」と呼び、自身を回想した記録音声だった。

　いまから四半世紀前、彼女が18歳のときを。

　主光源となっている正面モニタには、日付と時刻──タイムコードが数段に分かれて表示されていた。
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　上段は、現在時刻。

　中段と下段については、まだ数値が指定されていない。

（──彼女……牧瀬紅莉栖は、記憶をとりもどしている。彼との出会いのこと。再会のこと。そして、彼、岡部倫太郎が消失したことを）

　椎名まゆり002。

　橋田至003。

　そして牧瀬紅莉栖004。彼ら未来ガジェット研究所の関係者ラボメンたちがとりもどした「25年前の記憶」をもとに再現された、２０１１年８月４日の出来事は、大まかに以下のようなものだった。




　　　　＊




「──トゥットゥルー！　お昼休みです」

　日本、東とう京きよう、秋あき葉は原ばらの片かた隅すみ。

『ブラウン管工こう房ぼう』がある大おお檜ひ山やまビルの２階。椎しい名なまゆりは未来ガジェット研究所のラボを訪れた。

「まゆ氏。僕のお昼、買ってきてくれたー？」

　奥の開発室にいた橋はし田だ至いたるがふりかえった。牛ぎゆう丼どん屋『サンポ』で大盛り朝食をとったばかりだったが、もう、おなかをすかせたのだ。

「うん、ダルくん！　今日のお昼は、新発売の『ジューシーからあげナンバーワン！弁当』だよ」

「あれ？　昨日とおなじじゃね？」

「また発明？」

　冷蔵庫の前で作業をしていたダルを、まゆりがのぞきこむ。

「うん！　未来ガジェット10号機『クールビジター』を改良していたところだお。今度は完かん璧ぺき」

　冷蔵庫を室内冷れい房ぼうとして活用する画期的発明だった。ダルは、ファンを増設することで風力を増そうとしていた。

「ダルくんは発明が好きだねぇ」

「そのために、この未来ガジェット研究所を設立したわけですしおすし」

　いつもの会話。

　いつもと変わらぬラボでの会話だった。このとき、しかし、すでに記憶の齟そ齬ごは生じていた。

　この直前、近所のコインランドリーで消失した彼についての記憶は、改変され、再構成されて、自動的に上書きされていたのだ。

　そして、玄げん関かんのドアがひらいて、もうひとりの重要人物がラボに現れた。

「あ、紅莉栖ちゃんだぁ」

「どうしたん？」

　入ってきた女性──牧瀬紅莉栖を見て、まゆりとダルが声をかけた。

　近所のコインランドリーから来た紅莉栖は、あいまいな様子で、たずねた。

「あの人は……？」




　──あの人。




　このとき紅莉栖は、まだ微かすかに覚えていたのだろう。

　彼、岡部倫太郎を。

　少なくとも、大切なことを忘れてしまったのではないか、というむず痒がゆさ。記憶に違和感を残していた。

「あの人？」

　まゆりとダルが問いかえした。

「あの人よ……いま、そこのコインランドリーにいたら、急に……いなくなって」

「だから、誰だれが？」

「だから……ほら、あの人よ！　いつもいる……このラボの設立者の……」




　──この未来ガジェット研究所を設立したわけですしおすし。




「ラボの設立者……？」

「それは僕だお」

　まゆりとダルの反応を受けて、紅莉栖の途と惑まどいは増した。

「なにを言っているの……」

「あ、もしかして、るかくんのこと？」

「ちがう」

「フェイリスたん？　もしくは桐生きりゆう氏」

「そうじゃなくって……ほら、あの！　そう、ラボメンナンバー００１の……！」

　喉のどまで出かかっていたのに。

「００１は欠番だお」

「⁉」

　このダルの返事に、ついに紅莉栖は言葉を失ったのだ。

「前に、紅莉栖ちゃんにも話したよね？　００１番は空けておくことにしたって」

　まゆりが告げる。

　まゆりは、彼を、このときもう覚えていなかった。

「でも……じゃあ、この白衣は……」

　紅莉栖は鞄かばんから白衣を出すと、恐おそる恐るといった様子で見せる。

　雑に畳たたんであったが、さっき袋ふくろを開けたばかりの新品だ。

「それは紅莉栖ちゃんのでしょ」

「私の……」

　紅莉栖は白衣を見つめた。

　納なつ得とくはいかなかった。白衣は男性サイズで紅莉栖には大きすぎる。

　けれど──

　では、なにが、おかしいと？

　紅莉栖はアメリカの大学で白衣を購こう入にゆうし、日本に持ってきた。記き憶おくに矛む盾じゆんはない。サイズは……まちがえて買ったのではないか。

　なにも、おかしくない。

「そう、ね……」

　紅莉栖は納得させられた。

　人は、そもそも自分に自信がない。

　あらゆる小さな違和感は、周囲の反応によって矯きよう正せいされて、ささいな記憶のブレとして、巧こう妙みように、世界に吸収されてしまった。




　その後、日本での講演活動を終えた牧瀬紅莉栖はアメリカに帰国。

　秋葉原の未来ガジェット研究所は、ほどなく閉へい鎖さされた。経済的事情──家賃の滞たい納のうと、設立者である橋田至の、発明への情熱喪そう失しつが原因だったという。

　ラボメンたちの再会までは、数年を待たねばならなかった。

　２０１７年、橋田至の結けつ婚こんと、娘むすめの誕生がきっかけだったという。家族を持ち、エンジニアとしての情熱と自覚に目覚めた橋田は、すでに学会の寵ちよう児じとなっていた紅莉栖と、あらためて交流を持つようになった。

　まゆりらとともに、その友情の旗印として、未来ガジェット研究所を復活させたのだ。




　なにも、おかしなことはなかった。

　思いだすことがなければ。思いだすことさえなければ。




　彼を──

　岡部倫太郎を。




　　　　＊




（──現時刻２０３６年＊月＊日、＊＊時＊＊分）

　口述記録。

　自身を記録しながら操作盤コンソールを弾はじく。

　入力する。

　牧瀬紅莉栖と岡部倫太郎。彼女と、彼にとって運命の日付を。
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　タイムコードの中段に、入力した数値が表示された。

　行き先。

　彼が、消失した日だ。

　だが思いなおして、操縦者は日付をさらに１日前、２０１１年８月３日に再設定しなおした。

　牧瀬紅莉栖が再来日した日だ。

（彼女は、思いだしている。でも……なのに牧瀬紅莉栖は、彼を、忘れようとしている。もう決して忘れることはできないのに。せっかく世界が、なかったことにした記憶を、とりもどしたのに）

　操縦者は、少女の身体からだのラインにフィットした服のポケットを探さぐった。

〝００８〟

　バッジに刻印されたナンバリングを見つめる。

　彼は、このバッジを贈おくってくれた人だ。

　26年前、２０１０年に。操縦者──少女が誕生する７年も前に、イニシャルまで予言して、彼は、このバッジを作った。

（牧瀬紅莉栖の意志にかかわらず。あたしは彼を、このままにしてはおけない）

　少女は心でつぶやいた。




　光は教える。




　タイムコードの入力が確定すると、あらゆる装置、機器がアクティブになった。

　棺桶のなかはとたんに忙せわしなくなる。

　機械音と微び振しん動どうがつたわった。半透とう過か式のモニタ上を複雑な計算のログが流れていき、めまぐるしく信号が行き交かった。

　吐と息いき。

（……だって。思いだしたのに忘れるなんて、哀かなしいよ）

　みずからを観測しながら。

　少女はコンソール脇わきのボードにあるケースを開けた。

　入っていたのは縦に半分に切ったペットボトルだ。ドクトドルペクッパーペ。そのボトルに収められていたのは、手作り感漂ただようマトリックスＬＥＤの表示装置だった。

　──未来ガジェット９号機『宇宙標準時計』。

　製作されたのは２０１１年だという。

　16進数６桁けたの表示は、未いまだに光を宿していた。ＬＥＤの寿じゆ命みようはともかく、よく回路が保もったものだ。

　９号機の脇に００８のバッジを収めると、少女はケースを閉じた。

　腰こしを沈しずめる。

　エアが注入され、全身マッサージ用チェアに似た座席が下半身を適度に圧あつ迫ぱくして包みこんだ。耐たいＧスーツと同等の機能によって、この機体は私服での搭とう乗じようを可能にしている。




　光はチカラを宿す。




（──目的時刻、日本時間２０１１年８月３日＊＊時＊＊分。目的座標地、日本、東京、秋葉原、ラジ館屋上）

　マップデータが照合されて、管制システムが座標を調定する。

　起動。

　重力歪わい曲きよく装置により発生した２つのミクロ特異点を超ちよう高こう速そく回転させることで、カー・ブラックホールが生成される。それらの回転方向を操作することで、過去あるいは未来への転移、時空間移動が可能になるのだ。




　タイムトラベル。




　客観的時系列においては、現在いまとは、過去と未来に挟はさまれた点だ。

　主観的時系列においては、観測者たる少女に依よって──これから少女は〝いま〟を拡張する。

　モニタ上段に表示された現時刻２０３６年から、中段の２０１１年８月３日にまで。

　少女は生じる以前にまで〝いま〟の認にん識しきを広げるのだ。




　時の、欠片かけらが舞まう。




（以後、本機を『タイムマシン』と呼こ称しようする。搭乗者は阿あ万ま音ね鈴すず羽は１名。あたしは、これから時を超こえる）

　カウントダウン。

　30…………20…………10、９、８、７、６、５………………。

　少女──阿万音鈴羽は、わずかに顎あごをあげた。

（行ってくるよ、父さん）

　モニタの上段、現時刻の秒表示が止まった。

　時は滞とどこおる。

　１秒は永遠に。

　瞬しゆん間かん──可変重力VGLシステムによって、機体は中段のタイムコードが示す時刻へと転移をはじめた。




　操縦室が輝かがやく流りゆう砂さで充みたされたとき。

　あらゆる可能性を宿して。阿万音鈴羽は、この世界ではじめて、時を、超えた。
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────というわけで。

　　　　あの雨の日から、まゆしぃはオカリンの人ひと質じちなのです。




　　　　だから、まゆしぃは、もう大だい丈じよう夫ぶ。




　　　　うまくつたえられないけど。

　　　　紅莉栖ちゃんなら感じてくれるかなぁ。









　Chapter 1




　　　　１
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　羽はね田だ空港。

　19歳になったばかりの天才少女は、アメリカからの直行便で国際線ターミナルに降り立った。

「──夏休み？」

「いいえ、仕事ですBusiness」

　入国審しん査さ官の問いかけに、牧まき瀬せ紅く莉り栖すはムッとした様子で答えた。

（ふっ）

　観測者──阿あ万ま音ね鈴すず羽はにとっては25年前の天才少女。

　若かりし日の牧瀬紅莉栖だった。日本語の質問にムキになって英語で答えたのが、いかにもあのヘソ曲がりらしくて苦く笑しようを隠かくせなかった。この時代には、たしかこう言うのだ。「ツンデレ」とか。まゆ姉さんや父との会話のなかで、鈴羽は、紅莉栖がそう呼ばれていたのを聞いたことがある。

　呼ばれていた。

　カレンダーの日付では遥か未来のことを、過去形で考えている自分に気がついて、鈴羽はあらためて時間旅行を実感した。




　この世界線は、たぶん、おおむね平和タイクツだった。




　だから技術の進歩は、ゆっくりと着実になされた。監かん視し用の双そう眼がん鏡きようや集音マイクなども、この２０１１年においてはオーバーテクノロジーといってよいものだろう。これらは小型でありながら、石せつ膏こうボードのむこうの人間を熱感知したり、雑ざつ踏とうで数百メートル先の囁ささやきを拾うことができた。プライバシーもへったくれもないので、未来でも規制は厳しいのだが……。

　到とう着ちやくロビーに現れた紅莉栖を待っていたのは、ふたりの女子高生だった。

　いいや、ひとりは男。ラボメンナンバー００６こと漆うるし原ばらるか。鈴羽にとっては、秋葉原にある柳やな林ばやし神社の宮ぐう司じだ。

（だが、男だ……）

　ラボの関係者が、まれに口にしていた意味不明な言葉のルーツを、鈴羽は思い知ったのだった。漆原るかは、どこからどう見ても、巫女みこ服が似合いそうな古式ゆかしい黒くろ髪かみの大和やまと撫なでし子こだったのである。だが男だ。

　そしてラボメンナンバー００２、椎しい名なまゆり。

　25年後の彼女を知る鈴羽にとっては、この遭そう遇ぐうこそ予想をぶっちぎる大サプライズだった。

　驚きよう嘆たんしたのは40歳代の「まゆ姉さん」に対してだ。女子高生だったときと、お世辞抜ぬきで変わらぬスタイルを保っていた。肌はだつやも。まるで魔ま女じよ。椎名まゆりのＤＮＡを解かい析せきすれば、老化を定める遺伝子が特定できるかもしれない。

「あ～っ！　紅莉栖ちゃん！　オカエリン！」

　まゆりが紅莉栖に抱だきついた。

　心の壁かべを１００ｔハンマーでぶち破る、この人なつっこさも変わらない。

（オカエリン……オカリン）

　岡おか部べ倫りん太た郎ろうのことだ。

　このとき、まだ彼は、この世界線に存在している。




　ここはシュタインズゲート世界線。

　世界ダイバ線変ージエ動率ンス１・０４８５９６％。




　その数字は〈リーディングシュタイナー〉を有する者以外には意味をなさないが、彼が、そう呼んだという理想の世界線だ。

（──岡部倫太郎の、消失を、回かい避ひする）

　それがタイムトラベラーとなった阿万音鈴羽の目的だ。

　影ひかりを超えて過去を訪おとずれ、光かげをまとい、鈴羽は追うことになる。

　岡部倫太郎を。

　牧瀬紅莉栖を。

　このシュタインズゲート世界線のアダムとイブであろう、男と女を。

　どのような結果をもたらそうと。ふたりの、いずれかが世界線の行く末を定める鍵かぎを握にぎるだろう。

　そう思えた。気まぐれに運命を弄もてあそぶ世界を、それでも信じるしかなかった。
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　未来ガジェット研究所は、ラジ館がある秋葉原駅前から、北西に徒歩10分ほどの場所にあった。

　夏、日暮れ時。

　ラボのある大おお檜ひ山やまビルの屋上でひらかれたバーベキュー大会を、阿万音鈴羽は近きん隣りんのビルから観測していた。

（成人病まっしぐらだってば！　父さん……）

　キャップをかぶったメタボ青年のためらいのない食べっぷりに、鈴羽は目もあてられない。

　ラボメンナンバー００３、橋はし田だ至いたる。

　通つう称しようダル。いまは東京電機大学の２回生のはずだ。

　鈴羽は身長１６３センチだが、それと大差ない橋田至は、体重は、計測によればたっぷり倍はあった。

　会場には、主しゆ賓ひんである牧瀬紅莉栖のほか、椎名まゆり、桐生きりゆう萌もえ郁か、漆原るか、秋あき葉は留る未み穂ほといったラボメンたちが顔を並べていた。あたりまえだが、みんな若い。スキンヘッドの大男はビルのオーナーであるミスターブラウンこと天てん王のう寺じ裕ゆう吾ご氏で、女の子は娘むすめの天王寺綯なえだ。

　ここまで、事前の情報通りだ。

　そして鈴羽が目的とする人物も、このとき屋上でパーティに参加していた。




　岡部倫太郎。




　このシュタインズゲート世界線の名付け親だ。

　別の世界線（αアルフア・βベータ）において、ラボメンたちを主導しＤメールやタイムリープ理論を完成させ、世界を、彼が世界ダイバ線変ージエ動率ンス１・０４８５９６％と呼び定めた、この理想の世界線に移行させた。それによってディストピアや第３次世界大戦といった、人類の危機をも回避した。

　誰だれも覚えていない英えい雄ゆう。

　鈴羽が知るかぎり、２０３６年の時点で、岡部の存在を証明するたしかなものは、なにも残っていない。

　２０１１年８月４日、岡部倫太郎は消失した。明日、この世界から消えるのだ。

　推測になるが、彼の持ち物や経歴に関かかわる情報などは、あるものは所有者とともに消失し、あるものは由来を改変されたはずだ。たとえば紅莉栖が彼にプレゼントしようとした白衣が、彼女が自分用に買ったものだということにされたように。

　ほかにも、たとえば学校の卒業アルバムから、岡部倫太郎の写真は抹まつ消しようされていなくてはならない。そもそも彼を産んだ母親でさえ、息子むすこを覚えていなかったはずだ。実家にあったはずの彼の自室は、相当の理由を付されて、どのようであれ、そうあることが当然の様子になっているのだろう。

　岡部倫太郎は、いま、まだ、あのビルの屋上にいる。

　そして明日の昼ひる頃ごろまで、あと１日もせずに、すべての関係性ごと記き憶おくから消し去られるのだ。

　失しつ踪そうではない。消失。

　未来ガジェット研究所の関係者が、このあと長い時間をかけて岡部倫太郎という人物を再認にん識しきしたきっかけについては、ここで多くを語ることはない。ただ彼らは、折にふれて彼のことを思いだしてはいたようだ。

　──なにか大切なことを忘れている気がする。

　言わば岡部倫太郎のカタチをした欠落によって、間接的に何者かの存在を感じ、推おし量っていた。

　だが世界は日々、膨ぼう大だいな情報によって違和感を埋うめてしまう。とるにたりない、ささいなことだとして。なにしろ人生に悩なやみはつきない。脳科学者である牧瀬紅莉栖は、それを既視感デジヤヴあるいは未視感ジヤメヴユの一種として処理しようとした。

　即すなわち、その欠落感は、脳がヘマをしたにすぎないのだと。

　行方不明ミツシングではなく不具合エラーなのだと。そんなふうに、いるはずの人間がいないなどと感じるのは、記憶のデータベースが損そん壊かいしたわけではなく、記憶を分類整理する脳システムが、長期記憶と短期記憶の関連タグづけに失敗しただけだ。

　そんな男、存在しない。

　──五感の刺し激げき情報を統とう括かつする脳がとらえたものを、牧瀬わ紅た莉栖しという視点は、絶対視してはならない。

　脳科学者にとって、脳は器官だ。肉体の一部であり、言ってみれば部品だった。紅莉栖は、鈴羽が見たところ自分が大好きな自信家だったが、自分の脳を信じきってはいなかった。

　なにしろ脳は頻ひん繁ぱんにエラーを起こす。

　そんなふうに、みなが自分を納なつ得とくさせて、岡部倫太郎を消失させつづけた。

　四半世紀。

　だが──世界はラボメンたちを欺あざむききれなかった。ラボメンたちは、自分をごまかしきれなかった。

（岡部倫太郎は実在した）

　静かな歓かん喜きとともに。阿万音鈴羽は、こうして２０１１年を、たしかに観測したのだ。




　世界は、人の記憶を消しきれない。




　真実は勝利する。

　鈴羽もまた、このとき、たしかに思いだしたのだった。自分が誕生する以前に、たぶんまだ両親がキスもしていないころ、彼女の出現を予言した男のことを。

（たしかめないと……）

　問題は。

　このとき岡部倫太郎は、自身の置かれた状じよう況きようをどのように理解しているのか。

　そして岡部倫太郎の消失は、このシュタインズゲート世界線における収束──避さけられない運命であるのか否いなか。

　そのとき。

　目の錯さつ覚かくではなかった。ビルの屋上にいた岡部倫太郎の姿が、なぜか鈴羽の視界で、ゆらいだかと思うと…………




　消えた。




　光学、熱源、音源、あらゆる観測値が、そこにいたはずの男の存在を一いつ瞬しゆんにして全否定した。

（……まだ早い？　消失は明日のはず……！）

　不意を衝つかれた鈴羽がセンサーの感度をあげたとき、屋上では橋田至がパーティの音おん頭どをとりはじめた。

「では……！　ラボの設立者であるところの僕から挨あい拶さつするお！　まだーチンチン」




　──ラボの設立者であるところの橋田至ぼくから。




　鈴羽は戦せん慄りつする。

　橋田至が未来ガジェット研究所の設立者だというのは、鈴羽がタイムトラベルしてきたもとの世界──岡部の消失後、みなが記憶を改変された世界における事実と一いつ致ちする。

（存在しないことになっている……！）

　つい先ほどまで、そこにいた岡部倫太郎のことを、バーベキュー会場にいた全員が覚えていないようなのだ。




　フッ────




　岡部倫太郎の輪りん郭かくが、その姿が大檜山ビルの屋上に、ふたたび焼きなおされたがごとく出現した。

「オカリンは海老えび、食べるかなぁ……」

　椎名まゆりが焼けた串くしを手につぶやいた。

　バーベキュー大会は、なにごともなかったかのようにつづいていた。

　岡部倫太郎は、この時点でも、一時的に消失していたのだ。

　彼が消えていたことを記憶しているのは、未来からの観測者である鈴羽だけだった。

　一方、岡部自身は、わが身に起きた異変に気づいているようだった。彼の脈みやく拍はく、そのほかの生体バイタ指標ルサインは極度の緊きん張ちようを示していた。

　彼は、どこに消えていたというのか。
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（いつ、アプローチするべきか……）

　過去改変に挑いどむ鈴羽にとって、問題はタイミングだ。

　牧瀬紅莉栖は、岡部倫太郎を消失から救おうとする阿万音鈴羽を、きっと──阻もうとするだろう。

　なぜ。

　理由は、鈴羽にはわからない。

　いいや論理では理解もできたが、感情では理解しがたかった。

（誰に、アプローチすべきか）

　屋上では、紅莉栖が岡部にからみはじめていた。

　血中アルコール濃のう度どが基準値を越こえていた。いわゆる酩めい酊てい状態だ。そんなみっともない姿をさらした天才少女のふるまいが意外も意外で、鈴羽は口元をニャンコみたいにした。こんな話は、まったく聞いていなかったから。
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　阿万音鈴羽は大おお檜ひ山やまビルの観測をつづけた。

　２階のラボでの、岡部倫太郎と牧瀬紅莉栖のふたりだけのやりとり。壁かべに聴きき耳をあてるまでもなく未来人には筒つつ抜ぬけだった。唐とう突とつなスプーンとフォークのプレゼント。それらの会話を盗ぬすみ聞きしながら、鈴羽は、ふたりの関係ことを、あらためて深く知っていった。

　恋こい人びと未満、でも夫ふう婦ふ同然。

　ざっくりした、ふたりの関係の印象だった。予想はしていたが、ちょっと、このふたりは変わっている。年季が入っているのだ。ほとんど１年ぶりの再会で、しかも紅莉栖の記憶では、この時点でまだ延べ数日ほどしか、ともにすごしたことはないのに。

　バーベキュー大会のあとも、岡部の存在はゆらぎつづけていた。

　午後８時前だった。集音マイクを介かいして岡部の声が響ひびいた。岡部が台所の包丁を手にした。またしても、いったん消失して復帰した直後、忘れものを届けにラボを訪問してきた天王寺裕吾と桐生萌郁に、ひどく怯おびえながら刃は物ものをむけたのだ。

（まゆ姉さんを守るため……？）

　鈴羽は修しゆ羅ら場ばを観測した。ここで介かい入にゆうする必要は認められなかった。

　未来の紅莉栖が思いだした記憶によれば──

　つまり岡部倫太郎が彼女に語った、これより１年前、２０１０年夏の世界線移動をめぐる大事件にあたって。椎名まゆりはα世界線と呼ばれるアトラクタフィールドで死の収束を迎むかえており、岡部は、それを回かい避ひするためにタイムリープを数十、数百回とくりかえしたという。

　そのたびに、別の世界線のまゆ姉さんは数十、数百回と死んだのだと。

　白昼夢。

（これは……〈リーディングシュタイナー〉……？）

　鈴羽は心でつぶやいた。

　人の脳が視みているものまでは、さしもの未来アイテムでも観測はできない。

　岡部の脳に、いま別の世界線の記憶が蘇よみがえっていたのか。だが話は、それだけでは説明しきれなかった。

（シュタインズゲート世界線は、ゆらぎの世界線……でも、であれば、ゆらいでいるのは岡部倫太郎という視点と、その認識……？）

　観測をつづけながら、鈴羽は少しずつ、ことの本質をたしかめていく。

　２０３６年の牧瀬紅莉栖の、ほぼ見立て通りだった。

　その後、錯さく乱らんしたことを謝罪し、ラボを駆かけだして公園にむかった岡部を追って、鈴羽も移動した。




　ゆらぎつづける。

　鈴羽が物もの陰かげから夜の公園を観測しているあいだも、岡部倫太郎は一度となく二度となく消失しては、また現れていた。

　消失している時間は長くなっていた。いずれ、これが「現れては消失」しているとなり、やがて「消失」する……。

　公園のベンチに腰こし掛かけたまま、自分の身に起きていることに混乱する岡部のもとに、椎名まゆりがやってきた。

　岡部は、ひと言「すまない」と。

　自じ称しよう・狂きよう気きのマッドサイエンティストが、まゆ姉さんの前では、しょげかえった仔こ犬いぬみたいだった。これは牧瀬紅莉栖にはむけない表情だ。ふたりは実家が近所で、幼なじみだったようだが……でも、もし岡部がまゆ姉さんのことを恋人として好きだったら、こんな顔は見せないだろうとも思った。このとき岡部は19歳──そのくらいの年とし頃ごろの男なんて、好きな女の子の前では、たいていはカッコつけたがるものだし。たぶん。

「ううん。まゆしぃには、このくらいしか、できないので」

「…………？」

「最近、よく夢を見るんだぁ。オカリンが何度も何度も、何度も何度も助けに来てくれる夢……でもね。まゆしぃ、いつもオカリンに寂さびしい顔させちゃって……」

　夢。

　やはり、まゆ姉さんの脳も視ていたのだろう。

　別の世界線の記き憶おくを。





──鈴羽あなたが生まれる前にね。

　　まゆしぃは、あなたと会ったことがある気がするんだぁ。






　前世とか、オカルトの話ではなかったのだ。

　あれでいて、決して夢見る少女ではなかった、ある意味偏かたよったリアリストのまゆ姉さんが、鈴羽にだけは、無責任なロマンチストみたいなことを口にしたことがある。

　でも、それは事実リアルだった。

　もし別の世界線でも、鈴羽が、タイムマシンに乗って過去を訪おとずれていたなら……。

　──鈴羽スズさん。

　ふたまわりも年下の小こ娘むすめに、さん付けする理由も察せられた。

　別の世界線で。

　鈴羽と、椎名まゆりたちは出会っていたから。

　岡部は、別の世界線の鈴羽については誰だれにも口外していない。橋田至と阿万音由ゆ季きの出会いと結けつ婚こんにからんで、未来を歪ゆがめることを避けたものと思われた。

　だが岡部が、別の世界線で鈴羽と係かかわっていたことは、おそらくまちがいなかった。これには物証もある。

　鈴羽008のラボメンバッジ。

　未来ガジェット研究所の設立者が作ったバッジだ。それは鈴羽がいた未来では、父である橋田至が作ったことになっていたのだが、事実はちがった。過去を観測したいまとなっては、そのバッジこそ真の創設者、岡部倫太郎の遺留品だった。

　バッジには全員の頭かしら文も字じが刻まれている。『ＯＳＨＭＫＵＦ』そして８番目には『Ａ』……阿万音鈴羽のイニシャルだ。プライベートな事情で母方の姓を名乗ることは、どうやらアトラクタフィールドをまたいだ鈴羽の定めだったようだが。

「まゆり」岡部は、まゆりの両りよう肩かたに手をまわした。「それは夢だ」

「オカリン……？」

「ただの……夢にすぎない」

　岡部の言葉は、自分に言い聞かせるようで。

「うん……オカリン。あのときも、こうしてくれたよね……」

（あのとき……？）

　なんのことだろう。まゆりの言葉に、鈴羽は聴き耳を立てた。

「…………」

「ありがとね、オカリン……」

　ふたりのあいだに、なにがあったのか。

（別の世界線のこと……？　ううん……であれば、あの、まゆ姉さんは覚えていないはずだし。単に、昔のことね……）

　それは言葉で語られることはなかったのだろう。ふたりにとっては、そうやって岡部がまゆりを抱だきしめるだけで、意味のかよう行こう為いだった。

　鈴羽は考えをまとめる。

（明日、岡部倫太郎は消失する。あたしがアプローチすべきは……）




　どれが鍵かぎで、誰が鍵穴あなか。




　ここまでの観測によって、もはや鈴羽には自明だった。

　鈴羽は過去改変に挑もうとする。

　岡部倫太郎の消失を回避するためには、宇宙にある原子の数ほどの鍵束からひとつの鍵を選び、60億人のうち、たった１人に、その瞬しゆん間かん、それを正しくわたす必要があった。

（でも、未来を選ぶのは、あたしじゃない）

　──忘れるな。

　意識づけを、くりかえす。




　阿万音鈴羽は介かい在ざい者にすぎない。

　これは、未来の牧瀬紅莉栖と、過去の──ふたりの牧瀬紅莉栖の争いなのだ。







　Chapter 2
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　ホテルの暗証ロックは容易に解かい錠じようされた。ドアノブが、ゆっくりとまわされて、扉とびらが、静かにひらかれる。シャワーの音が聞こえた。部屋の主あるじはバスルームにいた。





2011/8/4　






「──はぁ……せっかく日本に来たんだから。湯ゆ船ぶねに、ゆっくりつかりたいわよね」

　アメリカではシャワーで済ませることが多かったが、紅く莉り栖すは、やはり日本人だ。湯船につかるにまさるリフレッシュ方法はない。

　バスタブに栓せんをして、さぁ、お湯をはろうとしたとき、ふとドアの外に気配を感じた。

　シャワーカーテンから顔をのぞかせる。

「誰……？」

　外に聞こえるほどの声で。

　返事は、ない。

　時刻はチェックアウト時間をすぎたころだろうか。廊ろう下かではなく、たしかに室内を歩く音がしたのだ。

「ベッドメイク……？　でも『起こさドウ・ノないでツト・デくださいイスターブ』かけたわよね……」

　昨夜はバーベキュー大会のあと、疲つかれもあって、チェックインのあと即そく、寝ねてしまった。けれども『起こさないでください』の札をかける程度の理性はあったはずだ。記憶もある。悪い酒は残っていたが、二日酔よいというほどではない。

　誰かが部屋にいる。

　紅莉栖は裸はだか、無防備だ。もしホテル荒あらしだとすれば、下手へたに姿を見せれば、かえって危険ではないか。

　それにしても大だい胆たんな。

　シャワーの音は聞こえていたはずで、部屋に人がいるとわかっていながら入ってきたのだ。

　逡しゆん巡じゆんしたが、紅莉栖は女性としては勇ゆう敢かんだった。

　バスタオルをとると、それを体に巻いてバスルームのドアに手をかけた。まずバスルームを出て、相手を確かく認にん──危険と判断すればバスルームを逃にげる。非常口の位置は覚えていた。そのまま階段を駆けおりてフロントに通報する。シミュレーションは万ばん全ぜんだ。

「…………？　あれ？　なに？」

　ところが、決意して手をかけたドアがひらかない。

　建付けが悪いのではない。誰かが外でドアノブを押さえていた。

　紅莉栖は混乱した。

　チカラを入れているうちに、体に巻いたバスタオルが落ちてしまった。こうなると逆にドアを開けられてしまうのが恐こわくなり、紅莉栖は、ひたすらノブを押さえるだけになった。




　──時間がないから、これだけ言っておく。




　ドア越ごしに声が聞こえた。

　女の……いや加工された甲かん高だかい声だ。変ボイス声チエン器ジヤーなのか。

「誰っ？」

「『携けい帯たい電話、電子レンジ、セルン』……この単語を忘れないで」

　声は一方的に告げた。

「えっ……？」

「忘れなければ、なんとかできる。あなたが観測していれば、かならず」

「…………？　ちょっと……！」

　ようやくノブをまわすと、紅莉栖はドアに体あたりした。

　ドアは、なんの抵てい抗こうもなくひらいた。勢いがついた紅莉栖は、つんのめって壁かべにぶつかった。

　部屋には──

　誰も、いない。声の主は気配ごと消えていた。

　入り口のドアを開けて侵しん入にゆう者を追おうとしたが、一糸まとわぬ自分の姿を思いだして、生理的に思いとどまる。

　いったい、誰が。

　なんの目的で。降ってわいたような、理解不能な出来事だった。

「携帯電話、電子レンジ……セルン？」

　忘れなければ、なんとかできる。

　紅莉栖はホテルに備えつけのメモ帳に目を走らせ、ボールペンを握にぎった。




　　　　２




　そこかしこの電柱から、蟬せみの声が降ってくる。

　ジリジリと。

　灼しやく熱ねつの日ひ射ざしとアスファルトの照りかえしが、上からも下からも肌はだを炙あぶった。

　ホテルを出た紅莉栖は、ランドリー袋ぶくろを抱かかえて歩いていた。

「──いったい、なんだったのよ？　なにも盗ぬすまれてはいなかったけど……」

　部屋に不ふ審しん者が侵入した。

　気味がわるくなった紅莉栖は、湯船につかることはせずバスルームからあがった。手早く髪かみを乾かわかすと、昨夜のバーベキュー大会で臭においがついてしまった服をまとめて、鞄かばんを持ってホテルを出た。

　フロント係に侵入者の件をつたえるべきかと思ったが、警察が来るような大事になってしまうのが嫌いやで、なんとなく言いだせなかった。

　部屋はオートロックで、鍵は暗証式だ。ドアを開けられるはずがない。かといって侵入者がいたのは事実で、紅莉栖は混乱した。




　──携帯電話、電子レンジ、セルン。




　まったく意味不明だった。

　いいや言葉そのものは、もちろん理解できた。携帯電話、電子レンジはそのままだし、セルンといえば──ヨーロＳッパ原子Ｅ核共同研Ｒ究機関Ｎくらいしか思い浮うかばない。

　ＳＥＲＮは素そ粒りゆう子し物理学研究機関だ。本部はスイスのジュネーヴにあり、全長数十キロの巨大粒Ｌ子Ｈ加速器Ｃを用いた基き礎そ研究がおこなわれているほか、意外なところでは『http』『HTML』など、現在のインターネット環かん境きよう（Ｗｅｂ）を構築したことで知られている。

　だが、それら３つの言葉の関連性がわからない。

　携帯電話と電子レンジといえば、すぐに未来ガジェット８号機『電話レンジ（仮）かつこかり』を連想した。では、「忘れなければ」というのは？　なにを？　それらと国際研究機関であるＳＥＲＮに、どんな関係があると？

　不審者は誰だれだったのか。その意図は。

　なぜ電話レンジ（仮）かつこかりを知っている。

　なぜ牧まき瀬せ紅莉栖に、それらの単語を告げたのか。

　そんなことを考えながら歩いていると、紅莉栖は、気がつけば未来ガジェット研究所の近くまで来ていた。

　妻つま恋こい坂交差点近くの路地を入る。

　ここにコインランドリーがあることは、昨年の滞たい在ざいのときに調べて知っていた。アメリカでは家事をハウスキーパーに任せる家庭が多いのだが、日本人である紅莉栖の母は炊すい事じ洗濯を自分でやる人だったし、紅莉栖も、下着を家族以外の他人に触ふれられることに抵抗感があった。

「…………あ」

　考えごとをしながらコインランドリーに入った紅莉栖は、不意を衝つかれた。

「ん……？　クリスティーナか」

　岡おか部べ倫りん太た郎ろうがいたのだ。

　昨夜のこと──からみ酒を思いだして、紅莉栖はつい視線をそらした。

　アルコールが入って乱れていたのは自分だという自覚があって、気まずかった。

「なんで、あんたがいるのよ」

「それはこっちの台詞せりふだ。俺は、日々の研究によって蓄ちく積せきされた汚よごれという勲くん章しようを落としながら、これまでの、みずからの成果を思いおこしていたところ。ジャマされたくないものだな」

「あいにく。ここはラボでも、あんたの自宅でもないんだからね。つかわせてもらうわよ……あんたといっしょに洗濯なんて不本意だけど」

　言い捨てると、紅莉栖は岡部の前を通りすぎて、奥の全自動洗濯機の蓋ふたを開けた。

　ところが、その洗濯機は停止していたが使用中だった。なかには洗濯物がぎっしり詰つまっていた。

「勝手に開けるな」

「終わったなら、とっとと、とりだしなさいよ！　まったく……」

　だいたい、お金をケチってこんなに洗濯物を詰めこんだら汚れなんか落ちないのだ。グチグチと指し摘てきしながら、紅莉栖は、その白い洗濯物をひっぱりだした。

「この白衣、ずいぶんくたびれてるわね。いいかげん──」

「それはダルのパンティーだ」

「うわぁああああ！」

　広げた洗濯物を放ほうると、紅莉栖は鞄から消毒用アルコールジェルをとりだした。

　ゴムがのびきった特大ブリーフをつかんでしまった手を、指のあいだまで念入りに消毒する。

「持ってきてて、よかった」

「見たら、ダルが悲しむぞ……」

「あんたが、いつも、そんなクタクタの白衣着ているから！　まちがったんでしょ！」

　紅莉栖の発言は言いがかりもいいところだった。

「クタクタの白衣こそカッコイイのではないか！」

「それにも限度があるの。ほら袖そでのところ、破れちゃってる……貸しなさい。縫ぬってあげるから」

「なに？」

　岡部はうろたえた。

「なによ」

　相手のリアクションが妙みようだったせいで、紅莉栖まで恥はずかしくなってしまう。赤くなったのが自分でもわかって、天才少女は顔を伏ふせた。

「いや……」

　こうなっては無下にすることもできず、岡部は、いかにも渋しぶ々しぶといった様子で白衣を脱ぬいだ。

　岡部の白衣を受けとると、紅莉栖は代わりに鞄からビニール袋をとりだして、わたした。

「これ」

　受けとった岡部は、ビニール袋を開けて中身をとりだす。

　白衣だ。新品の。

「…………？」

「１着くらい替かえがあったほうがいいでしょ？　アメリカのだから、あんたの身長でもぴったり」

　岡部は身長１７７センチ。腕うでが長いせいか、日本のＬサイズでは袖がつんつるてんになってしまい、ＸＬでは身み幅はばがダボついてしまうのだ。

「わざわざ買ってきてくれたのか」

　真顔で白衣を受けとった岡部の反応に、紅莉栖は、ますます顔を赤らめた。

「まさか……！　大学の研究室で、あまったのもらっただけ！　あと一応……スプーンとフォークもらったしね」

　昨夜の、岡部からの先走りすぎたプレゼントを思いだしながら、紅莉栖は裁さい縫ほうセットを手にベンチに腰こし掛かける。

　岡部は、その前に坐すわった。

「…………」

　岡部の表情は穏おだやかだった。紅莉栖の手元を、ほほえみながら見つめている。

　うれしいのだ。たぶん。

「先に言っとくけど、出来については文句を言わないこと。それと、白い糸がないから……」

「フッ……」

「なに？」

　針に赤い糸を通した紅莉栖は、そこで、ちらっと岡部を見た。
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「いや」

　言葉を濁にごした岡部の反応にピンときて、紅莉栖は繕つくろいものをつづけながら話した。

「また、別の世界線での、なにか？」

　昨夜も、さんざん話しあったこと。

　岡部は紅莉栖のことを、とてもよく知っている。

　ある意味において紅莉栖よりも知っていた。別の世界線で、別の紅莉栖が経験した〝人生〟〝生死をかけた〟──自己存在を賭とした、選せん択たくを、その答えを、岡部は記き憶おくしていたから。

　いま、ここにいる紅莉栖は──岡部の言葉を借りればシュタインズゲート世界線の牧瀬紅莉栖は、そこまで追いつめられたことがないのだ。世界に糾きゆう弾だんされて、自分を問いつめて、自分わたしという不ふ明めい瞭りような存在をなす光と闇やみとを他人にさらけだし、浮き彫ぼりにしたことはなかった。

　記憶のかぎりでは。

「ああ……たしかにそうだ。しかし、ちがう」

「なに自己矛む盾じゆんも甚はなはだしいこと言ってんのよ」

　岡部の言葉は、よく自己完結してしまう。

　出会ったときから、その傾けい向こうはあった。あの鳳ほう凰おう院いん凶きよう真まの登場によって、岡部は、ひとりでも携けい帯たい電話に語りかけて会話を閉じてしまう。

　だが、いまの岡部は鳳凰院凶真ではない。

　岡部は、岡部として自己完結していた。それは別の世界線の記憶が影えい響きようしているのかもしれない。

　思えば、岡部倫太郎は、つねに客観的な視点を有していたのではないか。

　それぞれの世界線で生きてきた岡部と、それを、あたかも神の視座で見下ろす岡部。

　主観的な岡部と、客観的な岡部。

　岡部は、自身を他人のように突つき放すことがある。時として諦てい観かんとすら感じた態度は、生来の性格ではなくて、彼が体験した一連の出来事──〈リーディングシュタイナー〉という継けい続ぞく的記憶能力が影響しているのでは。

「──なるほど」そんなことを紅莉栖が話すと、岡部は静かに肯うなずいた。「たしかに俺は、〈リーディングシュタイナー〉によって別の世界線を観測し、その記憶を保ちつづけている」

　アトラクタフィールド。世界線。

　真しん偽ぎはともかく、紅莉栖は岡部が説明する理論というべきものを、構造としては把は握あくしていた。

　世界線は、かぎりなく無数にある。

　世界線を束ねた縒より糸がアトラクタフィールドだ。岡部は便べん宜ぎ上じようα、βといったギリシア文字であらわしていたが、このアトラクタフィールドもかぎりなく無数にある。

　アトラクタフィールド内の世界線遷せん移いは、もし過去にメールが送れたりすれば、比ひ較かく的てき、頻ひん繁ぱんに起きたという。タイムマシンに類るいするものがあれば人じん為い的に起こすことも容易だろう。

　対して、アトラクタフィールドから別のアトラクタフィールドへの移動は、希まれだった。世界線には収束と呼ばれる決め事があり、たとえばα世界線では椎しい名なまゆりが、β世界線では牧瀬紅莉栖が死ぬという収束があった。

　収束は、同一アトラクタフィールド内であれば、どの世界線にいても避さけられない決定論的な運命だ。収束を回かい避ひするためには、別のアトラクタフィールドに移動しなくてはならないが、これには「宇宙に存在する原子の数よりも多い」演算が必要になるという。

　そして岡部が説明する理論の肝きも。

　世界線が移動すると、過去に干かん渉しようした程度に応じて、すべての人間の記憶は自動的に再構成される。

　矛盾なく。

　人は、客観的時系列において世界線が移動したことに気づかぬまま、以前いた世界線における記憶を瞬しゆん時じに失い、自動的に再構成された新たな過去を、主観的な記憶として受けいれるのだ。

「──無数に存在し、収束と拡散をくりかえしている世界線のなかを、俺は漂ひよう流りゆうし……自分が望むたった一つの世界線に、奇き跡せき的にたどり着いた」

　だが岡部倫太郎だけは、別の世界線の記憶を持ちつづけている。

　その能力こそ〈リーディングシュタイナー〉だ。

「それが、このシュタインズゲート世界線、ってわけよね。でも、その名前……おかしいから」

　シュタインはドイツ語でゲートは英語、世界線は日本語。メチャクチャだ。

「フッ……」

「…………」

　岡部の微び苦く笑しように、紅莉栖は、またピンときた。別の世界線の紅莉栖も、おなじことを指摘したのだろう。

「いま、おまえは俺の前でこうして坐り、まゆりは夏休みをすごしている。それで充じゆう分ぶん……それ以上は、なにも望まない」

　２０１０年７月28日。

　秋葉原のラジ館で、岡部は、実父である中なか鉢ばち博士に襲おそわれた紅莉栖を助けた。

　以来、ふたりは１年ほどのつきあいだ。紅莉栖が見てきた、岡部倫太郎という男につきまとっていたのは、つねに迷いだった。

　岡部は、その異能ゆえに孤こ独どくだった。

　岡部は、その異能ゆえに、つねに自分の存在を周囲に否定されつづけていた。岡部の理論が正しい、まちがっている……そうした問題ではなく。

　岡部は理解されない。

　そして理解されないことすら理解して、彼は、受けいれようとしていた。

　達観──というほど悟さとれてはいないはずだ。

　目の前にいたのは、あきらめと未練にまみれた客観的な岡部。

　奇き蹟せきの、理想の世界線に立ちながら、自分の居場所だけは見つけられない、世界に否定された男だった。

（行かないで……）

　紅莉栖は想おもいをゆさぶられた。

　デジャヴ──ではなかった。たしかに記憶は重なった気がしたから。




　──まゆり！




　６年前。

　雑ぞう司しヶが谷や霊れい園えんで、中学生の岡部が、亡き祖母の思い出にからめとられたまゆりを、つなぎとめた出来事。




　──あの雨の日から、まゆしぃはオカリンの人ひと質じちなのです。




　紅莉栖は、手紙を読んで、ふたりの大切な過去を知っている。

　まゆりは岡部の人質。

　じゃあ、岡部は──紅莉栖の、なんなのだ。




　──つれてなんて、いかせない……！




　中学生の岡部は、雨の空に、世界に叫さけんだのか。

　ふと、手をのばす。

「岡部……」

「俺は」岡部は告げた。「俺のことを知らないという、おまえに……俺を知ってもらいたいがために、よけいなことを話しすぎたのかもしれん」

　すまなかった。

　岡部がくれたのは謝罪の言葉だった。

「なによ、急に……」

　紅莉栖は頰ほおを紅潮させた。

　岡部の話している内容が、どうこういうのではない。

　だいたいにして男は、女のまえでカッコつけたがるものだ。その男が、女である自分に素す直なおな想いを打ちあけた。弱いところを隠かくさなかった。その行こう為いに、紅莉栖はデレてしまった。

「話は以上だ」岡部は、だが、すぐに鳳凰院凶真の衣ころもをまとってとり繕った。「手がとまっているぞ、助手よ」

「わかってるわよ」

　紅莉栖は白衣を繕う手を進める。

「でも、あんたの言ってること……ぜんぶ、その通りなのかしら？」

　疑ってはいない。

　むしろ信じたい。

　けれども科学者は神秘を語らない。奇蹟は期待できない。信じるためには証明が必要なのだ。

　紅莉栖が疑問に言げん及きゆうしたのは、アトラクタフィールド理論とその構造の、細部についてではなかった。

　うまく言えなかったが、岡部の自己認にん識しきと言おうか、自分に対する厳しさに疑問を抱いだいたのだ。まるで、この世界線を導き作ったのは自分であり、ゆえに、すべての責任を岡部ひとりで負おうとしていないか。

　ぶっちゃければ「あんた、それほどたいしたものなの？」と。

　とはいえ鳳凰院凶真になってしまった岡部に対して、そんなことを問い質ただしたところで理り屈くつにあわない。

「信じられないのは当然だ。複数の世界線が存在するなど……」

「そっちじゃない」

「？」

「本当に世界線があったとして……他ほかの世界線の記憶を、岡部だけが持っているとは到とう底てい思えない。〈リーディングシュタイナー〉が、あんただけのものだなんて……」

「悔くやしいのか？」

　岡部──鳳凰院凶真は相手をからかった。

　紅莉栖は努めて平静に。

「別に……ただね。たとえば、いま、私はこうしてあんたの白衣を縫ぬっている……そんなことしたことないはずなのに、なぜか記き憶おくがあるの」

「それは……！」

　そのときの驚おどろきと困こん惑わくの入り交じった岡部の表情は、演技ではなかったはずだ。

「デジャヴだって言いたいんでしょ……？　私も、そう思っていた。でも、あんたといると、そういうことが多いのよ。いくらなんでも頻ひん度どが」

　高すぎる。

　たとえ矛む盾じゆんはなくとも違和感は生じる。

「…………」

「ねえ？　別の世界線で、私……これと、おなじことしてない？」

　紅莉栖は、赤い糸で繕つくろった白衣の袖そでを見せた。

「…………」

　気まずい沈ちん黙もくは、肯こう定てい。

　岡部と会話をするときは、言葉以外のところで察しなくてはならない。

「やっぱり、しているのね」

「なにが言いたい？」

　岡部は強い口調になった。

「デジャヴ……既視感は通常、短期記憶と長期記憶の重なりあいによって起こされる、記憶異常とされている」

　紅莉栖は私見を語りはじめた。

　脳は、記憶を司つかさどる。

　より厳密には、現在の脳科学では、人間の記憶は主として側頭葉に蓄ちく積せきされると考えられている。

　その記憶を書きこんだり読みだしたりする器官が海馬体だ。タツノsea オトシゴhorseに似た形をしていることから、この名がついた。

　記憶のリーダー／ライター。

　ざっくり言って、脳での情報伝達はニューロン細さい胞ぼう間の電位変化によっておこなわれている。記憶する、という働きもまた電気信号のやりとりの一種だ。

「その働きを制せい御ぎよしているのが、海馬体よ」

『サイエンス』誌に載のった紅莉栖の論文『側頭葉に蓄積された記憶に関する神経パルス信号の解かい析せき』は、まさに、この海馬体と側頭葉に蓄積される記憶の対応関係に関するものだった。論文は膨ぼう大だいな検証データに基もとづき、これによって紅莉栖は、記憶を電気信号に変へん換かんする上での手順プロトコル、装置、その基き礎そとなる理論を打ち立てた。

　短期記憶とは、大まかには、視覚や聴ちよう覚かくといった感覚器官から各神経を介かいして、海馬体に送られた情報だ。

　海馬体は集められた刺し激げき情報を整理して、短期記憶を構成する。

　これは記憶できる量に限界があり、記憶しておける期間も、例外を除いて数十秒から数分程度しかないとされる。

　海馬体での整理、取捨選せん択たくを経へて側頭葉に送られた情報が、長期記憶となりうる。また海馬体は必要に応じて、側頭葉にある長期記憶を検けん索さくし、情報を読みだすことができた。思いだすのだ。たとえば受験勉強でくりかえし暗記したことは長期記憶されて、何十年経たっても忘れない。

「側頭葉にある記憶のデータベースを管理するのが、海馬体というわけ。その海馬の短期記憶と、側頭葉の長期記憶にズレが生じる理由を、私は脳のエラー……とくに海馬体の不具合ではないかと考えた。なにかを見て、本来、想起されるべき長期記憶を検索することに、海馬が失敗したのよ」

　外部からノイズが入ったとか。バイオコンピューターとしての脳の神経細胞、つまり回路そのものが劣れつ化かしたとか。そもそも人間の脳の性能は、その程度なのだとか。原因はいくつも考えられる。

「──そもそも記憶とは。客観的事実を、主観的な〝私〟によって観測したもの。その私という観測者にとって納なつ得とくがいくように、自動的に記憶の前後関係つじつまをあわせることに、脳が失敗しただけなの。だから根こん拠きよもなく、目の前のものに親しみを感じたりする。はじめて見たものに親近感を感じるエラーが既視感、つまりデジャヴ。逆に未み視し感、ジャメヴュという現象もあるわね。たとえば自分の家を他人の家のように感じたり、最愛の家族が正体不明の殺人者に見えたりする……。

　いずれにせよデジャヴは、短期と長期、ふたつの記憶の時間的なズレがひきおこすもの。一方、岡部……あんたの〈リーディングシュタイナー〉は、過去改変よって生じた複数の世界線の記憶を持ちつづけることよね？　時間的なズレによって脳が記憶異常──それを異常と呼ぶか異能と呼ぶかはともかく、両者には共通点があるわ。あんたの海馬体は、ふつうの人間がデジャヴとして処理してしまうことを、別の世界線の出来事として整理できてしまうの。別の世界線の記憶であれば、前後関係つじつまがあわないのは当然だものね。そして現に、私も、いまデジャヴと認識した記憶を頼たよりに、別の世界線での出来事を類推……言いあてた」

　紅莉栖は、岡部の白衣を繕うというシチュエーションにデジャヴを感じた。

　デジャヴは脳のエラー。

　紅莉栖はそう考えてきた。目の前のもの──短期記憶と長期記憶を照らしあわせたとき、海馬体による前後関係つじつまあわせがうまくいかなかった結果、脈みやく絡らくもなく懐なつかしさや親しみを覚えたのだと。

　だが、もし、それが脳のエラーではなかったとしたら。

　アトラクタフィールド理論によれば、別の世界線での記憶は、上書きによって自動的に消されてしまう。ここでも海馬体が、側頭葉の記憶情報を再構成しているはずだ。

　だが、たとえばハードディスクに記録されたデータをＯＳ上でゴミ箱に入れても、データそのものは、かならずしも消えはしない。可視ファイルとして認識できなくなるだけで、専用ソフトをつかえば復元できる場合がある。

　消えたけれど、消えていない記憶。

　それが、なにかの拍ひよう子しに復元される。思いだされる。もっとも、それら別の世界線の記憶は、移動後の現在の世界線において再構成された過去における因果関係にあてはまらない。矛盾している。だから人は、断だん片ぺん的に復元された別の世界線の記憶に戸と惑まどうしかないのだ。

　どんなに考えても、思いだそうとしてもムダなことで、別の世界線の記憶を、いまの世界線にあてはめようとしても、記憶のパズルのピースがあうことはない。

　パズル。

　人の記憶が５００ピースのパズルで構成されているとしよう。紅莉栖は、実は５００よりもずっと多いピースを持っている。あまった記憶ピースは、その世界線の絵にはあてはまらない。

　岡部などは５００ピースのパズルを、体験してきた世界線の数だけ揃そろえているようなものだ。景色の異なる欠けた未完成のパズルを組んでは、完成させないまま、別の世界線に跳とぶことをくりかえしてきた。

「つまり……デジャヴは〈リーディングシュタイナー〉の一種だと……？」

　岡部は紅莉栖に問うた。

　微び妙みように混ざった感情は、あるいは恐おそれだったのかもしれない。

「論じるには用語の定義が必要。〈リーディングシュタイナー〉とは、なにか。すべての世界線の記憶を忘れない能力……それは言い換かえれば、忘れることができないということ。脳が本来持っているべき機能の欠けつ陥かんともいえる」

　欠陥バグ。

　人間の脳は、本来、世界線が移動した際に別の世界線の記憶を忘れる。そして新たな記憶を再構成する。岡部の脳は、言ってみれば、その自動調整機能が欠落していた。

「欠陥……なのか」

　岡部は側頭部をさすった。

「脳医学的には、もしかすると、あなたは重じゆう篤とく患かん者じやなのかも」紅莉栖は相手をギクリとさせた。「先天的なものか後天的なものかは、わからないけど。なにか心あたりは？　世界線が移動するとき、あんたは特有の眩暈めまいを感じるのよね」

「…………」

　岡部は顔を伏ふせた。

　沈黙はより多くを語る。もしやと思いあたることは、あるのかもしれない。

「デジャヴが不完全な〈リーディングシュタイナー〉だとしたら……証明は難しいけれど、その可能性はあるわ。アメリカにもどったら論文をまとめてみるつもりよ」

「おまえは、どこに行っても変わらないな。実験大好きっ子が」

　どの世界線でも。

　岡部は、親しみと、ふりはらえぬ寂せき寥りようをこめて紅莉栖を見つめかえした。

　紅莉栖は目をそらし、手元に視線を落とした。

「褒ほめ言葉として受けとっておくわ。だから……あんた、いい？　なんか困ったことがあったら相談しなさいよ。そっちのほうが──」




　バッ────




　まるで誰だれかが、その場に倒たおれこんだかのように。

　視界の隅すみで、白いものが舞まった。

　白衣。

　誰も袖を通したことがない、まっさらの白い布がコインランドリーの床ゆかに落ちた。

「…………？」

　紅莉栖はキョトンとさせられた。
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　こうして世界は、岡部倫太郎を見えないゴミ箱にぶちこんだ。

　そのとき牧瀬紅莉栖の手からは、もう、ヨレヨレの白衣が消えていた。

　繕つくろいものをしていたことも。なにを言おうかと、誰につたえようとしていたのかも、彼女の海馬体が記き憶おくのシュレッダーに差しいれたのだ。




　二度ふたたび、岡部倫太郎は消失した。

　タイムトラベルした観測者・阿あ万ま音ね鈴すず羽はにとっては、自分が生まれる以前に、世界から消えた男のことを追つい認にんしたことになる。

（やっぱり岡部倫太郎の消失は、収束……？）

　鈴羽の過去介かい入にゆうによって生じた経過プロセスのちがいこそあれ、岡部は今日、２０１１年８月４日、消失する。おそらく、たとえ何度タイムトラベルをくりかえしても結果はおなじだ。

　暗殺でも、交通事故でも、心臓麻ま痺ひでもない。

（ううん……これは死の収束じゃない！　そもそも彼は死ぬんじゃないんだ）

　現場を目まの当たりにしたことで、鈴羽は、あらためて消失という特異な問題について整理することができた。

　岡部倫太郎という存在が、シュタインズゲート世界線から消失する。

　消えるものは、消えるのだ。




　では、岡部倫太郎の消失によって世界線は動いたのか。

　ここは、まだシュタインズゲート世界線なのか。世界ダイバ線変ージエ動率ンス１・０４８５９６％……。




　鈴羽はダイバージェンスメーターを持たない。

　また聞きでしか知らないが、それは、とある世界線を仮に０・００００００と定めて、いまいる世界線を相対的に数値化して表示する装置だった。

　世界線の遷せん移いが起きるたびに、少数点以下６桁けたの数字は変化する。アトラクタフィールドレベルの移動が起きたときは１の位が変わる。

　同様の装置を作ることは、２０３６年の科学技術と、未来の天才少女であれば可能かもしれない。

　だが残念ながら、それは無意味な道具だった。たとえ下６桁の数字を覚えたとしても、世界線が移動した瞬しゆん間かん、その暗記ごと記憶が書き換えられてしまうからだ。ダイバージェンスメーターの数字が変わったとしても、変わったことにすら気づかず、はじめからその数字だったと思いこんでしまうだけだ。例外は、強力な〈リーディングシュタイナー〉を有する岡部だった。

（でも……牧瀬紅莉栖と椎名まゆりが２０１０年に死なない世界線という定義において、ここは未いまだに、岡部倫太郎が望んだ理想の世界線だと言えるはず）

　奇き蹟せきのワールド・ライン。

　記憶をとりもどした未来の天才少女のシニカルな言葉を借りれば〝都合のよい〟世界線だ。

　彼が視みた、夢のような。

　アトラクタフィールド理論によれば、同時に存在する世界線はひとつだ。

　消えた──消された、あるいは視えなくなったのは岡部倫太郎であり、それは彼個人の存在状態の問題であって、世界は、変わらず、こうして在ありつづけている。

　……はずだ。

　タイムトラベルと過去干かん渉しようによって、下６桁未満の観測不能なブレは生じているかもしれない。だが広義において、ここは彼が言うところの〈運命石のシユタインズ・扉ゲート〉だ。未だに。

　鈴羽は、すでにアトラクタフィールド理論における未知の領域に足を踏ふみいれていた。実地において、強く感じた。

　ここから先は、未来の牧瀬紅莉栖であっても仮説をもってしかあたれない領域だ。

　予断は許されないが、あらためて検証に挑いどむしかない。目的を達するには……。




　──携けい帯たい電話、電子レンジ、ＳＥＲＮセルン。




　先ほど牧瀬紅莉栖が泊とまっているホテルに侵しん入にゆうし、メッセージをつたえたのは鈴羽だった。

　未来人にとって四半世紀前の電子ロックなど用をなさない。古典的な物理鍵かぎやチェーンのほうが面めん倒どうだっただろう。防犯カメラには細工をした。念のためボイスチェンジャーも使用した。

　鈴羽は２０１１年８月４日の出来事を、記憶をとりもどした未来の紅莉栖たちからの伝聞でしか知らない。だから自分の過去干渉が、歴史にどの程度の変化をもたらしたのか、つぶさに対比しながら観測できているわけではなかった。コインランドリーで、紅莉栖の前で岡部が消えたという状況は、大まかには変わっていないように思えた。

（鍵穴はある……）

　しかし鍵がない。この程度の過去改変では、岡部倫太郎の消失は回かい避ひできない。

　彼の脳の状態──症しよう状じようを、緩かん和わすることも治ち療りようすることもできないのだ。

　たとえ鈴羽が19歳の紅莉栖に正体をあかして、ことの次し第だいを説明したとして、それだけで解決する問題でもなかった。

　フッと勝手に消えてしまう人間を、いったい、どうやったら助けられる？

　すべては自動的に。

　床に落ちた新品の白衣を拾い、合が点てんがいかない様子で、ランドリー袋ぶくろを抱かかえてラボに走っていた紅莉栖を、未来から訪おとずれた少女は見守りつづける。

　岡部倫太郎は消失した。

　このとき未来ガジェット研究所の設立者は橋はし田だ至いたるとなり、ラボメンナンバー００１は空席となった。

　ただ鈴羽だけは、岡部倫太郎を忘れていなかった。

　ふしぎな気持ちだった。

　考えれば考えるほど、奇き妙みようだ。

（もっとも未来の紅莉栖は、仮説を立てて、この状態を予見していたけど……）

　鈴羽は、観測者として過去を訪れた。

　岡部倫太郎は実在した。

　彼というサンプルを観察したことで、鈴羽はアトラクタフィールド理論について、より理解を深めている。〈リーディングシュタイナー〉を有する岡部の証言は、２０３６年に存在するどんな論文よりも刺し激げき的で、具体性があった。

　鈴羽は、岡部倫太郎を忘れなかった。

　だからこそ、こう考える。岡部倫太郎は、では、いったいどこに消えたのか。

　どこに行ったのか。

　どこにいるのか。




　あるいは、いるのに視えないのか。




　宇宙に存在する原子の数よりも多い演算。

　この神のパズルに挑むのは、鈴羽ではなかった。

（あたしのタイムトラベルによって生じた、この２周目チヤンスに挑むのは……あたしじゃない、きみなんだ）

　挑むのも、阻はばむのも。

　19歳の牧瀬紅莉栖であり、25年後の牧瀬紅莉栖だった。
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　──なにかが欠けている。




　コインランドリーをあとにした直後から、牧瀬紅莉栖は違和感を覚えてはいた。

　おかしい。おかしい。おかしい。

　唱えつづけながら、大おお檜ひ山やまビルの階段を駆かけあがった。

「──あの人は？」

　ラボに駆けこんだ紅莉栖は、まゆりとダルに声を飛ばした。

「あの人？」

「あの人よ……いま、そこのコインランドリーにいたら、急に……いなくなって」

「だから、誰が？」

「だから……ほら、あの人よ！　いつも、いる……このラボの設立者の……」




　──未来ガジェット研究所を設立したのは橋田至。




「そうじゃなくって……ほら、あの……！　そう、ラボメンナンバー００１の……！」




　──００１は欠番。




「でも……じゃあ、この白衣は……」




　──それは紅莉栖ちゃんのでしょ？




　なにかが欠けている。

　それはたしかになのに、その、なにかがわからない。

　まるで、この世界が、現実ではない作り物みたいだった。




「そう、ね……なんで、私、こんなにあわてて……」

　紅莉栖の声はみるみるトーンダウンした。自分の発言に自信がなかった。根こん拠きよがなかった。




　──まゆしぃ、なにがあったのかと思っちゃったよ～。

　──牧瀬氏にも毒電波キタ？




　誰だれかに記き憶おくを操作されているのでは？　そんな不安。

　これはジャメヴュ？

　海馬体がイカれたのか？

　こんなもの、単なる妄もう想そうだろうという思いと、自分の脳がおかしくなってしまったのではないかという恐きよう怖ふ。

　思いださなくては、という焦しよう燥そう感。

　一方で、すべて忘れて楽になってしまいたいという誘ゆう惑わくが、紅莉栖の思考のなかで、ぶつかりあった。錯さく綜そうし衝しよう突とつしつづけた。しかし…………。




　　　　＊




　蟬せみたちが、いまが盛りと鳴くのに追いたてられるように、紅莉栖は忙いそがしくなった。

　日本での滞たい在ざいスケジュールは仕事で埋うまっていた。この１週間ほどは、昼間は、ほとんど空きがない。紅莉栖は講演の準備とともに、夏場の体調管理にも気をつかわなくてはならなかった。

「人の記憶は、客観的時系列を、主観的に記録したデータです」

　大学の講義室の演えん壇だんに立つ。

　紅莉栖の専門は脳科学だ。現在の主要な研究テーマは、記憶のメカニズムと、そのデータ処理の可能性について。ざっくばらんに言えば、側頭葉に蓄ちく積せきされている記憶を走査スキヤン、電気信号に変へん換かんして、脳の外──ハードディスクなどの外部メモリに記録できないか、というものだ。

「脳は、客観的時系列に対して、つねに因果関係をたしかめながら主観的時系列を構成します。事実はひとつでも真実は人の数だけ……よく言いますよね？　おなじ出来事を見ていたのに、人によって見解が異なるのは、そもそも脳、とくに側頭葉の海馬体が、情報の分類、選別、再構成を恣し意い的てきにおこなう器官だからだと私は考えます。当然、脳が処理をミス……エラーを起こすこともある。

　たとえば既視感──デジャヴと呼ばれる現象は、はじめて見たはずの場面を、どこかで見たと感じ、強い親近感を覚えることです。これは忘れたわけではなく、海馬体がエラーを起こして、記憶の前後関係つじつまあわせに失敗した結果というだけなのかもしれません。正直……私は研究すればするほど、自分の脳を、あまり信用できないんです」

　苦く笑しようを浮うかべた天才少女に、聴ちよう衆しゆうたちは微び妙みような笑いをかえした。

　歴史はくりかえす。

　牧瀬紅莉栖は、彼女が感じつづけている強い喪そう失しつ感を、理論と理性で、デジャヴとして処理していくのだ。




　デジャヴはエラーだ。




　脳の欠けつ陥かんなのだからエラーとして処理すればいい。

　そうとでも念じなければ、耐たえられないほど不安なのだった。

「つづきは次回の講義にさせていただきたいと思います」

　講義を終えたあと、板書に黒板消しをかける紅莉栖の脳内では、彼についての記憶のしこりまで消されていったはずだ。

　違和感まで忘れることはできない。

　それでも科学者であり理性のモンスターである彼女であれば、処理することは可能だった。




　　　　４




　講演活動をこなしながら、紅莉栖の滞在日程は消化されていった。

　仕事つづきで疲つかれていたが、明日はオフだ。

　ひとときの休息。

　Ｔシャツ１枚のあられもない姿で、ベッドの上で体育坐ずわりをして、コンビニで買ってきたカップ麵めんを畷すする。

　テレビをつけてバラエティ番組を観みていた紅莉栖は、だらだらリラックスして、油断しきっていた。

　名前も知らない芸人コンビがグルメレポートをしていた。店にたどりつくまでにひと悶もん着ちやくあって、やっとありついた食事を前にして、ボケのほうが「おいしそう」と大げさにアピールしながら、胸のポケットから紙ナプキンに包んだなにかをとりだした。

「なに、マイフォーク持参してんねんっ」

「マイスプーンもありまっせ～」

　両手にフォークとスプーンを持った芸人が、食事をつつきはじめた。脚きやく本ほん通りなのだろうが、ひどいマナー違い反はんだ。

「ふふっ、バカね……」

　テレビに話しかけると、紅莉栖は立ちあがった。

　スープまで啜ったカップ麵をデスクに置くと、さぁ汗あせを流そうと、バスルームにむかう。

「…………」

　と、なにかがひっかかった様子で、ふりかえる。

　カップ麵。

　紅莉栖はラーメンをフォークで食べる。空のカップにはフォークが残されていた。

「マイ、フォーク……」

　コンビニでもらったプラスチックのではない。自前のフォークだ。

　これは、どこで……。

　その瞬しゆん間かん、紅莉栖を強きよう烈れつなアレが襲おそった。




　既視感デジヤヴ。




　とたんに紅莉栖は、部屋のあちこちを探しはじめた。

「…………！」

　テレビで芸人が口にした「マイフォーク」という言葉を聞き、カップ麵のフォークを目にとめた瞬間、紅莉栖の側頭部に電気が走った。

　刺し激げき情報が海馬体にインプットされる。直ちに連想されて脳のう裏りに浮かんだイメージは、フローリングの床ゆかに落ちたプレゼントの包みだった。

　そこは……未来ガジェット研究所のラボだった。

　紅莉栖は知っている。

　覚えていた。自明のことだった。紅莉栖らしい表現をすれば、その場面の記憶には『ラボ』『プレゼント』、そして『マイスプーン』『マイフォーク』といった検けん索さくタグがつけられていたから。

　プレゼントの包みにはスプーンとフォークが入っていることも、紅莉栖は知っていた。

　記憶は芋いもづる式しきにひきだされる。

　ごく、最近のことだったはずだ。

　我にかえった紅莉栖は、鞄かばんのなかのものを次々と出して、それからデスクの抽ひき出だしを開けた。ホテルの案内をパラパラとめくり、さらにメモパッドを手にしたところで、目がとまった。

　残されたメモ。

「『携けい帯たい電話、電子レンジ、セルン』……？」




　なぜ、忘れていたのだろう。




　まちがいなく自筆のメモを見たとき、紅莉栖の脳内で前後関係つじつまのあわない記憶が、すんなりと腑ふに落ちた。

　あれは…………。

　来日した翌日だから、８月４日午前中のことだ。前夜、大おお檜ひ山やまビルの屋上で開かい催さいされた歓かん迎げいのバーベキュー大会で、慣れないビールを吞のまされて体調を崩くずした紅莉栖は寝ね坊ぼうしたのだ。目を覚まそうとバスルームでシャワーを浴びていたとき、この部屋に不ふ審しん者が侵しん入にゆうした。

　──携帯電話、電子レンジ、セルン。

　ふっ、と。

　意識と無意識の境界にある膜まくに、泡あわが湧わいた。

　変声器で加工された、あの声が蘇よみがえる。

「『忘れなければ、なんとかできる』……」

　セルン。




　ＳＥＲＮ……！




　ふたたび側頭部に電気が走った。

　紅莉栖の海馬体は、側頭葉に蓄積された記憶の澱よどみから、その決定的なデータを読みだした。

　忘れたはずのこと。

　見えないゴミ箱に捨てられたはずのデータだ。そうと気づかないまま抹まつ消しようされていた記憶だ。

　あふれかえった記憶の奔流フローによって、紅莉栖は、衝しよう動どう的に、持てあましていた肉体を突つき動かされた。

　紅莉栖は携けい帯たいを手にすると、電話をかけた。

『──もしもし』

「橋田？」相手をたしかめると一方的に告げた。「牧瀬だけど……いま、ちょっとだけいい？」

『ちょうどスーパー賢けん者じやタイム中につき、なんでもいいお』

　スーパー賢者タイムとは……意味がわかってしまった＠ちゃんねらーの自分が悲しくなって、紅莉栖は語気を荒あららげた。

「いちいち言わんでいい！　橋田……あんたＳＥＲＮって知ってるわよね」

　断定口調で。

『ギク……！　なんで知ってるん？　もしかして僕のパソコン勝手にのぞいた？』

「……どういうこと？」

『僕がハッキングをかけていた件について』

「ハッキング？」紅莉栖はびっくりした。「まさかＳＥＲＮに？　なんで？」

　ＳＥＲＮと橋田。

　いったい、どんな接点があるというのだ。自分から口にしておきながら、紅莉栖は首をひねった。

『なんでって……なんでだろう？』

　そこに鍵かぎがあるから開けたくなった。ダルの口調は、そんな感じだ。

　しかし、このダルの言葉で、未いまだ根こん拠きよはなかったが紅莉栖の思おも惑わくは定まった。

　発想インスピレーシヨン。

　紅莉栖の意識に、知識の泉が湧いた。

　あの、いつもの奇き妙みような既視感をともなって。だが、このデジャヴは、かぎりない確信を紅莉栖に与あたえた。

　信じることは、勇気。

　挑いどむべきだ。見すごしてはならない。この正体のわからない違和感を……！

「ラボにいて。すぐ行くから」

　遅おそい時間だったが、いてもたってもいられなくなった。返事を待たずに電話を切ると、紅莉栖は鞄から荷物をひっぱりだした。

　──『側頭葉に蓄ちく積せきされた記き憶おくに関する神経パルス信号の解かい析せき』。

　昨年『サイエンス』誌に掲けい載さいされた論文だった。講演資料として持ってきた。

「携帯電話、電子レンジ、ＳＥＲＮ……」

　論文を手に、紅莉栖はホテルを飛びだした。

　そして、すぐにドアを開けて部屋にもどってきた。せっかちな自分を恥はじる表情で、クローゼットに掛かかっていた服を手にする。彼女はＴシャツ１枚の姿だったから。
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　ヨーロッパ原げん子し核かく共同研究機関。略りやく称しようがＳＥＲＮとなっているのは、その母体となった研究所設立準備会（Societe Europeen pour la Recherche Nucleaire）の名に依よる。

　長く＠ちゃんねるに常じよう駐ちゆうする者ねらーであれば、こんな話コピペを目にしたことがあるかもしれない。

　ＳＥＲＮがアルプスの地下に建設した、全長数十キロメートルの巨大粒Ｌ子Ｈ加速器Ｃで実験すると、極小ブラックホールが発生する。地球がヤバい。

　地球がヤバい。

　ＳＥＲＮの広報はミニ・ブラックホールの生成を否定していた。それでも実際に、地元の裁判所で実験停止を求める訴そ訟しようが起こされたこともあって、このネタは当時、それなりの勢いで流る布ふされた。いまでは、噂うわさは、すっかり沈ちん静せい化している。ＬＨＣで実験が開始されても、地球はブラックホールに吸いこまれなかったからだ。




「ミッション・コンプリィィィィィィィィ～～～～～～～～～～～ト！」

　勝利の咆ほう哮こうとともに。

　橋田至は、スナックと菓か子しパン、ファストフードの食用油でぬめった手を高々と掲かかげ、握にぎりしめた。

　夜通しの作業。日付はとうに変わり、太陽は真上にある。

　開発室で、愛機Ｘ[image: ]ｋペケロツパを駆く使ししたダルは、ついに成功したのだ。




　ＳＥＲＮ中ちゆう枢すう部、サーバーへのハッキングに。




　以前から、ダルはＳＥＲＮに侵入を試みていたのだという。すでに、ひとりの関係者マヌケのＩＤをハッキング、なりすますことには成功していた。そいつの受信箱にあるメールを読み、あたりをつけながら、ついにサーバー管理者のＩＤにたどりついて、その権限をのっとったのだ。

「信じられない……！」

　紅莉栖は、ダルを侮あなどっていたのかもしれない。

　ハッキングした相手は、欧おう州しゆう最高の頭脳を結集した研究機関だ。しかもインターネットの生みの親みたいな組織だというのに。

「牧瀬氏が英語読めて、捗はかどったお。メールを辞書ソフトに叩たたきこむのはマンドクセだったからね」

　そんな超ちよう絶ぜつスキルを誇ほこるスーパーハッカーのくせに、辞書なしでは英語が読めないとは。紅莉栖には身に覚えがなくもないが、天才とか呼ばれる人間は、多くは知識が偏かたよっているだけなのだ。

「これでＳＥＲＮのＬＨＣ、つかえるの？」

　紅莉栖はダルにたずねた。

　秋葉原のラボから、スイスにあるＬＨＣを操作できるのか。

　それが紅莉栖の目的──いいや目的のために必要な手段だ。

「まだーチンチン。でもサーバーを攻こう略りやくした以上、時間の問題だお。ＬＨＣの責任者は、と……」

　本丸を陥おとすべく、ひきつづきダルは作業にあたる。

　ＳＥＲＮへのハッキングを任せると、紅莉栖はいったんラボをあとにした。

　むかった先はダルに教えてもらった秋葉原のパーツ屋だ。必要な材料はメモしてある。

　思いだしたから。

　前にも、この装置を作ったことを。たとえ、それが脳のエラーが生じた、あるはずのない記憶だったとしても。

　構造は理解できる。

「理論的には、可能……！」

　とめどなく知識の泉は湧きあがった。
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　たしかな記憶のかぎりでは、それは、もっとも濃のう密みつな時間だった。

　人生において。

　未来ガジェット研究所の開発室には、連日ラボに詰つめていた紅莉栖とダルが。居間には、ソファに腰こし掛けたまゆりの姿があった。

「へぇ……そのリボン、かわいいわね」

　作業にあたっていた紅莉栖が、ふと、まゆりの手元を見た。

「でしょ？　あ、紅莉栖ちゃんも着てみる？　今度のコミマ、コス、まだあるよー」

　夏の祭りコミマ。

「コスプレか……」

「もしかして興味あるん？」

　Ｘ68ｋを設定していたダルが、横目で紅莉栖を見た。

「……まさか。そんなヒラヒラしたの着て、写真を撮とられるなんて……」

「できたー！」

　まゆりがコスプレ衣装を掲げた。

「あっ」

　勝者と、敗者。

「まゆしぃの勝ちだね」

「あー、やられた」

　ふたりは他愛たわいのない競争をしていたのだった。どっちが先に、作っているものを仕上げられるか、という。

「──でも、こっちも、もう終わり……これで完成」

　ヘッドホンのコネクタを接続すると、紅莉栖は袖そでで汗あせをぬぐった。

　暑い。

　熱帯と変わらぬコンクリートジャングルの谷底で、いまどきクーラーもないワンルームの部屋で。

　まゆりは衣装を繕つくろい、紅莉栖は、有史以来２０００年余の人類史上に、燦さん然ぜんと輝かがやくであろう発明に挑んでいた。即すなわち、

「これがタイムリープマシン？　ザワザワザワ……」

　ダルは効果音つきで、とてもとても懐かい疑ぎ的な気持ちをあらわした。




　タイムリープ。




「私だって半信半疑よ」紅莉栖は断りを入れた。「でも、この装置で走査スキヤンした脳神経パルスをデジタルデータに変換エンコード、ＳＥＲＮに送信して、ハッキングしたＬＨＣで発生させたミニ・ブラックホールで超ちよう圧縮、あんたが作りなおした、その未来ガジェット８号機『電話レンジ（仮かつこ改）かりかい』で過去へと送る……理論上は可能」

　一応。

　紅莉栖は自信満々なのか、根拠がないのか、自分でもよくわかっていないといった態度だった。そのくせホワイトボードには、その手順を理路整然と記述している。




（１）走査。記憶のスキャン。記憶＝神経パルス信号を電気信号にエンコード、データ化。

（２）圧縮。約３・24テラバイトの記憶データを36バイト以下に。

（３）送信。『電話レンジ（仮改）』で過去の自分（の携けい帯たい電話）に送る。

（４）展開。デコード。電気信号から神経パルス信号にもどされた記憶データは、携帯電話から放たれる微び弱じやく電波となって、電話を受けた過去の本人の脳に焼きつけられる。




「しかし……よく思いついたお」

　ダルは、緊きん張ちようせずにはいられない。

　──なんか、とんでもないことになりそうじゃね？

　股こ間かんがキュッとひきしまった。なにしろ発案者は、あの天才少女・牧瀬紅莉栖なのだから。

「思いついたというよりは、思いだしたというべきね」

「？　牧瀬氏、これ前にも作ったことあるん？」

　ダルは肉に埋うまった首をかしげてばかり。

「いいえ……記き憶おくにはない。私の海馬体はエラーを起こしている。でも、この情報は、たしかに断だん片ぺんのように側頭葉に残っている……」

　紅莉栖は自分の脳さえ、疑い、問題の対象としなくてはならなかった。

「あのね……」まゆりが口を挟はさんだ。「そういえばね。どうして紅莉栖ちゃんは『電話レンジ（仮）かつこかり』を知ってたのかなぁ？」

　開発室のテーブルには、電子レンジを改造した装置が置かれていた。

「そういや、そうだお……？　去年、牧瀬氏が初めてラボに来たとき『電話レンジ（仮）』は処分済みだったはず」

　ダルのあやふやな記憶では──とある経けい緯いで、紅莉栖が未来ガジェット研究所を訪おとずれた昨年９月下げ旬じゆんには、この新しい中古レンジを手に入れていたはずだ。電話回線上での遠えん隔かく操作といいながら、操作が煩はん雑ざつなだけだった８号機『電話レンジ（仮）』は、ダルの分解欲よくを充みたしたのち粗そ大だいゴミとして処分済みだった。

　８号機は欠番に。

　だから紅莉栖は、８号機の現物を見たことがないはずなのだ。未来ガジェット一式を紹しよう介かいするにあたって名めい称しようくらいは教えたかもしれないが、操作にあたっての細かい仕様まで紅莉栖は知っており、それを忠実に再現するようダルに指示していた。

「もしかして……例のデジャヴってやつ？」

「わからない。でも、たとえば橋田……あんた、そもそも、なんでＳＥＲＮにハッキングしようと思ったの？」

　紅莉栖は問いかえした。

「えっ？　それは……なんかｗｋｔｋワクテカで、おもしろそうっていうか」

「それだけ？」紅莉栖は、あいまいさを許さず追及する。「やらなきゃいけないって、感じてなかった？」

「…………」

「ねぇ……まゆり、それ」冷蔵庫を開けたまゆりにも、紅莉栖は告げる。「そのドクトルペッパー……なんで、いつも買ってくるの？」

　ラボの冷蔵庫にはドクトルペッパーのボトルが入っていた。

　いつも。

「えっ？　誰だれか……飲むかなあって思って……」

「私も橋田もドクペが特別、好きってわけじゃない。まゆりだってそうでしょ？　でも、あなたは冷蔵庫の在庫が切れないように、いつも買ってくる」

「そうかなぁ……」

「なにかが、おかしいのよ。なにかが欠けているの」

　紅莉栖は心の欠落をなぞる。

　たとえ迷いと、苦しみを感じるだけであっても。

　痛むまで。傷がひらいて血と体液がジュクジュクと滲しみだすまで、この違和感を離してはならない。傷を治すには消毒液をかけてはだめなのだ。滅めつ菌きんしたガーゼをあてても意味がないのだ。

　記憶の傷を、治すには──

「欠けてるって、なにが？」

「わからない。だから……」

　紅莉栖はヘッドホン型の自作タイムリープマシンを見つめた。

「うそん？」

「紅莉栖ちゃん、それ……つかうの？」

　ダルとまゆりの反応は、疑問と困こん惑わく、心配と不安のミックスジュースといったところ。

　できるわけがない。

「そうよね」ふたりの表情を読みとって、紅莉栖は言葉をかえした。「タイムリープなんて、できるわけがない。３・24テラバイトの記憶データを、ＬＨＣで発生させたミニ・ブラックホールで36バイト以下に圧縮するなんて。改造電子レンジで、過去にメールを送るなんて」

　紅莉栖はホワイトボードの行程（２）と（３）を示した。

「──もし、仮に。このタイムリープマシンで本当に過去に行けたとしたら。未来のことを知っている私は、過去を改変してしまい、世界に重大な影えい響きようを与あたえる可能性がある。でも……」

　この状じよう況きようを放ほうってはおけない。

　この欠落感を。違和感を。頻ひん出しゆつするデジャヴを。

　脳のエラーは……真実のサインだ。

「どうするつもりだお……？」

　ダルは恐おそる恐るといった様子で、たずねた。

「タイムリープでもどるのは、私が来日した日……８月３日。その日なら時間単位で、自分の行動を大体は記憶している」

　８月３日を、できるだけおなじようにすごしながら、観察し、観測し──もっとも違和感が濃のう密みつになった８月４日をむかえるのだ。

　紅莉栖はラボに置いていた、それを手にとった。

　コインランドリーの床ゆかに落ちた、新品の、サイズのあわない白衣をたしかめる。

「えっ、10日前？　48時間より前まで、もどれるん？」

「…………？　橋田、タイムリープマシンによる時間遡そ行こうは[image: ]時間が限度だなんて、誰が言ったの？」

「あれ？」

　ダルは自分の発言に混乱してしまった。

「ダルくん……？」

「なんで僕、そう思ったんだろ？」

　逆に紅莉栖は、橋田の発言によって確信を深めた。

　──以前にも、このタイムリープマシンを作ったことがある。

「私は過去に行ってたしかめたい。いまの、この違和感の正体を」

　そのためには、リスクを負おうと８月３日に跳ばねばならない。

「うまくいくかなぁ……」

　まゆりは紅莉栖の身を案じた。

「いかなかったらムリはしない。そして二度とタイムリープマシンは作らない」

　紅莉栖は微笑ほほえんで、ヘッドホンを耳にあてた。

『電話レンジ（仮改）』は、過去にメール──デジタルデータを送信する装置だ。

　一種のタイムマシンである８号機を構成する要素である電子ビーム、即ちリフターとなる階下の『ブラウン管工こう房ぼう』にある42型ブラウン管テレビ。その電源がついていることは確かく認にん済みだ。

『電話レンジ（仮改）』は放電をはじめた。

　紅莉栖はダルをうながした。

　肯うなずくと、ダルはＸ68ｋのエンターキーに指を置いた。

　設定時間はレンジの１分につき１時間の遡行だ。パソコン上で数値を設定することで、10日前の過去にデータを送ることも可能になっている。

　走査スキヤンされた、牧瀬紅莉栖の記憶である３・24テラバイトのデータが送信されるのは、８月３日…………。

「紅莉栖ちゃん……」

「行ってくるわね」

　ヘッドホンをつけた紅莉栖が親指を立てたとき、ダルがエンターキーを押した。




　タイムリープ。




　紅莉栖の脳神経パルスは、タイムリープマシンによってデジタルデータに変へん換かんされた。そのデータを、ＳＥＲＮに送信、ハッキングしたＬＨＣで生じたミニ・ブラックホールによって『電話レンジ（仮改）』で送信可能な36バイトの容量に──




　ふっ




　意識と無意識の境界面に、泡あわのように浮うかんだ映像は……ヴィクトル・コンドリア大学の脳科学研究所、紅莉栖の机の上。

　未来ガジェット９号機『宇宙標準時計』は、いまも紅莉栖のなかで時間を計りつづけていた。これから過去にタイムリープしようとも。１６７７万７２１５粒つぶの砂時計は、思考実験をつづけるかぎり、もどることなく落ちつづけるはずだ。

（──あなたは牧瀬紅莉栖。

　あなたは、これから時間を遡行する……！）




　超ちよう圧縮。

　転送。牧瀬紅莉栖の記憶データはミクロ特異点を通過。




　時を、超こえた。
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　思い起こしたのは、あの臭におい。

　明日の寝ね覚ざめに感じるはずの、ちょっとした絶望感。これから制服に染しみついてしまうであろう、おいしそうな焼けた肉の臭いだった。




　夕暮れ時。

　ライトに照らされた大おお檜ひ山やまビルの屋上では、ひさしぶりに再訪した仲間を歓かん迎げいするバーベキュー大会がひらかれていた。

「まぜ、まぜ」

「おおっ！　出た～～～！　目を見て、まぜまぜヤキソーバ！」

　メイド喫きつ茶さ仕込みの蠱こ惑わくテクニックを披ひ露ろうされて、ダルは、こんなときでも興奮を忘れない。

　別のコンロでは、まゆりが皿にとったバーベキューを配っていた。

「おー！　綯なえちゃん、ピーマン食べれるんだ」

「うん。でも、お父さんは……」

　そんなパーティ会場で、紅く莉り栖すは串くし焼やきを頰ほおばっていたところだった。

「…………！」

　ハッと、われにかえってあたりを見わたす。
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　既視感。

　では、なかった。デジャヴではなかった。これは五感から刺し激げきを受けとった海馬体の短期記き憶おくと、側頭葉に蓄ちく積せきされた長期記憶を関連づけるにあたっての、脳のエラーではない。




　２０１１年８月13日から。

　２０１１年８月３日へ。




（──あなたは牧まき瀬せ紅莉栖）

　紅莉栖は、あらかじめ訓練していたように、すぐに思考実験をおこなった。

　１６７７万７２１５粒の砂時計は、もどることなく流れ落ちつづける。

　客観的時系列の視点に立った紅莉栖は、さながら宇宙の神座かむくらから、自身の肉体を見おろす。

　もはや紅莉栖の思考は、存在は、肉体によって担保されなかった。

（──あなたは牧瀬紅莉栖。

　２０１１年８月13日、タイムリープマシン実験実行。８月３日へのタイムリープに……あなたは成功した。成功……フェイズ１、実験成功。つづいて観測、フェイズ２へ。本観測の目的は、あなたの記憶について違和感の正体を探さぐること。違和感の本質は……欠落である）

　覚えている。

　タイムリープによって、やりなおしになった未来のことを覚えていた。16進数６桁けたの砂時計を思考のフックにして、アメリカでくりかえした思考実験、訓練によって、紅莉栖はタイムリープ後も、継けい続ぞく的に、ふたつの意識を保ちつづけた。




　タイムリープした観わ測た者し。

　いま、ここにいる紅わ莉た栖し。




　そう、記憶は継続している。

　紅莉栖の記憶は８月13日から８月３日にループし、継続していた。紅莉栖の海馬体は、カレンダーの日付と出来事の矛む盾じゆんをきたしながらも、タイムリープという特とく殊しゆ要件をタグにつけることで、五感が感受した刺激情報から短期記憶を分類、整理、瑕か疵しなく構成しつづけている。

　ここは、いま紅莉栖の意識のなかでは、２回目の２０１１年８月３日だ。

　では、もといた８月13日の世界はどうなったのか。

　もし平パラ行レル世ワー界ルドなら、ふたつの世界は分ぶん岐きしたはずだ。しかし紅莉栖の感覚は、なぜか明確に、その可能性を否定した。




　──ここが唯ゆい一いつの世界線ワールド・ライン。




　紅莉栖は実感する。根こん拠きよはない。思いだしただけだ。

　どちらにせよ紅莉栖が知覚できる世界が、ここしかない以上、紅莉栖がやるべきことは、ここで全力をつくすこと。

（ムリはしない……違和感の正体がつきとめられなければ、二度とタイムリープマシンはつかわない。作らない……）

　串焼きを嚙かみ、吞のみくだしながら、聞こえないほどの小声でつぶやいた。

　観測を──開始する。

（まゆり、橋はし田だ、桐生きりゆうさん、漆うるし原ばらさん、フェイリスさん、店長、絢ちゃん……）

　屋上にいるメンバーは紅莉栖の記憶と一いつ致ちする。

　バーベキューの輪からはずれたところには、ひとりで佇たたずんでいる青年がいた。

　思わず、

「岡おか部べっ…………！」

　声が喉のどをついた。

　ひょろっと背の高い、ヨレヨレの白衣を着た青年の後ろ姿を見たとき、紅莉栖の側頭部に電気が走った。

「紅莉栖ちゃん？」まゆりが紅莉栖をふりかえった。「オカリンが、どうかしたの？」

「…………！　ううん」

　紅莉栖は狼ろう狽ばいしかけたが、どうにか、その場をとり繕つくろった。

　膝ひざは、ふるえていた。

　彼にふれたい。

　抱だきついて、もう離したくない。岡部を失いたくない。怖こわい。女としての衝しよう動どうと不安を制したのは、どこまでも科学者としての理性だった。

（──あなたは牧瀬紅莉栖。

　タイムリープしたあなたの目的は、過去に与あたえる影えい響きようを最小限にしながら、観測をつづけて、あなたの違和感の正体を探ること。目的を達成……違和感の本質は、やはり欠落だった。

　欠落していたのは岡部倫りん太た郎ろう……その記憶。彼の、存在のすべて）

　涙なみだが瞳ひとみを潤うるませる。




　牧瀬紅莉栖は、ついに岡部倫太郎を観測した。




　興奮を抑おさえきれず、頰を紅潮させながら、紅莉栖は、あらためて柵さくにもたれた白衣の青年を見た。

　思いだした。

（なんで忘れていたの、私……？　みんなも……ううん、忘れていたんじゃない。まるで……岡部倫太郎なんていう人間は、はじめから、この世界にいなかったみたいに）

　そう考えたとき、紅莉栖は、またわれにかえった。

〈運命石のシユタインズ・扉ゲート〉。

　世界線。

「アトラクタフィールド理論……！」

　つるはしで知識の泉の底をつつくと、様々な用語が、その意味が、こんこんと湧わきあがってきた。

　思いだした。もっと……より多くを。

　洪こう水ずいとなって押しよせる情報の波を受けとめるだけで精せい一いつ杯ぱいになっていると、ふいに、岡部が表情を歪ゆがめた。




　フッ────




　消えた。

　白衣の青年の輪りん郭かくは溶とけて、彼というカタチをした膜まくを破った。

　内側から。彼を構成する情報モノは、匂においも、余よ韻いんも、なんら痕こん跡せきを残さず、あらゆる観測の外に消え去ってしまった。

「…………！」

　ショックのあまり立ちつくした紅莉栖は、このとき、まだ重大なことに気がついていなかった。

　そのときダルが、パーティの音おん頭どをとりはじめた。

「では……ラボの設立者であるところの僕から挨あい拶さつするお！　まだーチンチン」

　──ラボの設立者であるところの橋田至ぼくから。

（岡部が、存在しないことになっている……！）

　いまのいままで、そこにいた岡部のことを、その場の全員が忘れていたのだ。

　橋田が未来ガジェット研究所の設立者になったのは、紅莉栖がタイムリープしてきたもとの世界の状じよう況きようとは一致する。

　世界による、記憶の自動上書き。

　これがアトラクタフィールド理論か……！　紅莉栖は身をもって体験した。そして岡部の言葉が、真実であったことを知ったのだ。

「ッ…………！」

　紅莉栖は、誠実に観測する。

（──あなたは牧瀬紅莉栖。

　あなたは岡部倫太郎の消失を観測した。

　あなたは岡部倫太郎の消失という事実を記憶し、岡部が存在しなくなった世界を、本当は岡部が存在する前提で観測している。あなただけが消失した岡部を覚えている）

　イレギュラーは起きた。

　これはデジャヴであってデジャヴではない。脳のエラーではなかった。まさに紅莉栖が可能性を感じた、新たな定義に基もとづいた〝デジャヴ〟だ。

　即すなわち、




　──〈リーディングシュタイナー〉




　世界線をまたいだ継続的な記憶能力。

　いまや紅莉栖はアトラクタフィールド理論を知っている。理解しようとしている。彼女自身がタイムリープによって理論を実証していたのだ。

　前提となる条件は、揃そろった。

　では、命題は。

（どうやったら……岡部を救うことができるの……？　ううん、そもそも岡部が消えるって、理論的に、どういうこと……）

「はい、お姉ちゃん」

「！」

　天てん王のう寺じ綯が手わたそうとした缶かんビールを見て、紅莉栖は声を詰つまらせた。

　あのとき──

　前回の８月３日。日本のビールラベルを見慣れていなかった紅莉栖は、これをノンアルコール飲料だと思いこんで、景気よくやってしまったのだ。グイッと。そして、たちまち酔よっぱらった。それからメールひとつよこさなかった自じ称しよう彼氏の岡部にからんで、抱きついて醜しゆう態たいを……みっともない姿をさらした。

「オカリンは海老えび、食べるかなあ……」

「！」

　まゆりの言葉に、驚おどろいた紅莉栖は、あたりをたしかめる。

　岡部が、先ほどまでいた場所に立っていた。

　立ちくらみを起こしたのか、柵につかまって側頭部を押さえている。

「岡部……」

　なにが、起きた。

　岡部に、いま、なにかが起きていた。眩暈めまい──それは〈リーディングシュタイナー〉の発動を間接的に知らせる、岡部だけが感じる生理的なサインだったはずだ。

　動いたのか？　世界線が。

　だが紅莉栖の記き憶おくは継けい続ぞくしていた。むしろ紅莉栖のほうが、消えては現れる、存在がゆらぐ岡部を観測しつづけているのだ。

（──あなたは牧瀬紅莉栖。

　あなたは岡部倫太郎のチカラになれるはず。岡部とおなじように世界線を理解し、タイムリープを果たした、いまなら）

　彼と、彼の言葉を信じた、いまなら。

　疑問を、混乱と好こう奇き心しんを、問題を、打開策と行動を、ともにできるはずだ。

　意を決して、缶ビールを置いた紅莉栖が岡部に歩みよろうとしたとき、携けい帯たいの着信音が鳴った。

　非通知。

　ふだんであれば無視する紅莉栖だったが、このときばかりは、その計ったようなタイミングに、拒こばむことなく着信を受けさせられた。

「……誰だれ？」

　相手を誰すい何かする。

『──携帯電話、電子レンジ、ＳＥＲＮ』

「！」

　この言葉は。

　以前あのとき──カレンダーの日付でいえば明日、８月４日午前中に、紅莉栖が宿しゆく泊はくするホテルの部屋に侵しん入にゆうした不ふ審しん者のメッセージだ。ただ、今回は変声器をつかっていない。

　若い女の声だった。

『どうやらタイムリープに成功したみたいだね。見てると、わかるよ』

「…………」

『むかいの並びの、高い建物の上。わかる……？』

　告げられて、紅莉栖はあたりを仰あおいだ。

　目を凝こらす。

　むこうの建物の上──薄はく暮ぼの空に佇むシルエットが、暗いなかで、小さく手をふったように見えた。

「誰、なの……？」

『話があるんだ』女は告げた。『ちょっと、出てきて』




　　　　２




　パーティを中座するのは心苦しかったが、紅莉栖はトイレに行くふりをして大おお檜ひ山やまビルをあとにした。

　小走りで、10分ほどで、指定された場所に着いた。

　秋葉原駅の南側、神かん田だ川にかかるガード下の歩道橋だった。着いたころには日も暮れて、薄うす暗ぐらい橋は、人通りもなく閑かん散さんとしていた。

　女は、待っていた。

「──この話をするためには、牧瀬紅莉栖……きみに、この世界線における観測者になってもらう必要があった」

　目ま深ぶかに被かぶったキャップを脱ぬぐと、顔を見せた女は語りはじめた。

　パーカーにショートヘアの髪かみが快活な印象を与あたえる。上背は１６０センチの紅莉栖より少し高いくらい。歳としは同年代だろう。どこがというわけではないが、肝きもが据すわっている印象で、そのあたりの年ねん齢れい不相応な言動は、天才少女と共通するものを感じなくもない。

「観測者……？」

「きみはタイムリープをしてきたことによって、岡部倫太郎の消失を、消失として認にん識しきできるようになった」

　アトラクタフィールド理論を理解し、岡部倫太郎が消失したという事実を思いだした状態で過去を訪おとずれている者は、その消失の瞬しゆん間かんに居合わせたとしても、脳は彼についての記憶を保持できるようだ。

　岡部の記憶に「消失」というタグが付されることで、因果関係が整理されて、限定的な〈リーディングシュタイナー〉が発揮される可能性があるというのだ。

　タイムリープによる記憶のループ構造が影えい響きようしていることはたしかで、女はそのことを「観測者になる」と表現した。

　言わば紅莉栖は〈リーディングシュタイナー〉に類るい似じする能力を得たのだ。

「待って。その前に、あなたは……いったい」

　ショートカットの女には見覚えがなかった。

　しかし、やはりデジャヴを感じたのだ。こみあげる親近感。初対面とは思えなかった。昨年、はじめて岡部やラボメンたちと会ったときのように。

　あるいは、この女ひととも別の世界線で──

「あ、ごめん」

　すると女は、やっと人間らしい表情を見せた。

「…………？」

「自己紹しよう介かい、まだだったね。あたしは阿あ万ま音ね鈴すず羽は……未来から来たんだ」

　２０３６年から来たタイムトラベラーだと彼女は名乗った。

　紅莉栖は驚く。

　だが、このときは疑念よりも興味が勝った。なにしろ紅莉栖自身がタイムリーパーなのだ。タイムトラベルを否定できる立場にはない。

　そして阿万音鈴羽という名前を聞いたとき、紅莉栖は、また様々なことを思いだした。

　帰国時──カレンダーでいえば数時間前だが、空港に迎むかえに来てくれたまゆりが、ラボにむかう途と中ちゆう見せてくれた橋田のガールフレンドだ。写真の彼女の名前が、たしか阿万音と……。

「ええと」

「うん。阿万音由ゆ季きと橋田至いたるの娘むすめだよ」

「ええっ！」

　それは……どうなんだ。

　だが、ふしぎと合が点てんがいってしまうのだ。母方の姓を名乗っているのには理由があるのだろう。紅莉栖だって、そうなっていてもおかしくなかったのだし。

「ちなみに歳は、２０１７年生まれで２０３６年から来たから18歳ね。ふしぎな気持ちだよ。あたしは、きみよりずっと年下なのに。いまは、あたしのほうがずっと年上に感じる。きみが知らない未来のことを知っているからかな。それとも、あたしから見ると、きみが何十歳も若がえったからかも。どうしてだろうね」

　鈴羽はニコリと笑った。

「じゃあ、あなたが生まれるのは６年後……って！　ひょっとして、あなたが最後のラボメン⁉」

　岡部の話を思いだして、紅莉栖は自分のラボメンバッジを見た。

　最後のラボメンのイニシャルは……『Ａ』。阿万音Amane……。

「そういうことかな。あー……このことは父さんと母さんには一応、ナイショで。あたしが生まれなくなると困るから」

　そう言って鈴羽は、キャップにつけたバッジを見せた。

　００８のラボメンバッジ。

　経年によって古びていたが、おなじデザインだ。そしてキャップは、よく見ればダルの帽ぼう子しとおそろいだ。

「あなたのタイムトラベルの目的は……？　ディストピア？　第３次世界大戦？」

　タイムトラベルの理由といえば、人類の危機だろう。

「ううん」鈴羽は首をふった。「そのαとかβ世界線のことは未来のきみから聞いたけど……幸いにして、このシュタインズゲート世界線の未来は、いたって平和。いまの、この時代を平和と呼べるならね」

　世界のどこかで戦争が起きて、テロが起きて、自然破は壊かいが起きて、飢き餓がや干ばつが起きて、金きん融ゆう危機、悲ひ惨さんな事件や事故、凶きよう悪あく犯罪、天災が頻ひん発ぱつしているが、少なくとも鈴羽の身のまわりは退たい屈くつだという。

「そう……」

　紅莉栖は息をついた。

「あたしはね。未来のきみが作ったタイムマシンに乗って、この時代に来たんだ」

「私が作った……？」

　紅莉栖は驚いた。

　牧瀬紅莉栖の科学者としての倫りん理り観を考えれば、ありえない。もっとも、すでにタイムリープマシンを製作して、時間遡そ行こうを実行したいまとなっては、否定することもできなかった。

　あってはならない行動だった。暴挙だ。過去を、自分の望み通りに改変するなど。だから紅莉栖は、せめて目的を「違和感の正体をつきとめること」に限定した。

「そうだよ。きみは自分の意志でタイムマシンを作った」

「私が……いまから二十数年後に……」

　紅莉栖は信じがたい気持ちで、わが手を見つめる。

「ええと、厳密にはちがう。あたしが乗ってきたタイムマシンを作ったのは、１周目の牧瀬紅莉栖だから」

「…………？」

　１周目、などと言われて混乱したが、天才少女の才知は、すぐに鈴羽の言葉が意図するところをとらえはじめた。

　鈴羽が、そんな紅莉栖の思考をうながした。

「いま、このシュタインズゲート世界線の８月３日は、牧瀬紅莉栖……きみの主観的時系列では２周目かな？」

「ええ……そうね。私は、覚えているかぎり一度しかタイムリープをしていないから」

　２回目の、２周目の８月３日。

「あたしも覚えているかぎりタイムトラベルは一度しかしていない。２０１１年８月３日は、生まれる前をカウントすれば、あたしの主観的時系列でも２周目なんだけど……おたがいが考える主観的な１周目はちがう。ええと……そうだ。きみがタイムリープマシンを作った、設計を思いだしたきっかけは？」

「『携けい帯たい電話、電子レンジ、セルン』……あなたが残したメッセージよ」

「いつ？」

「８月４日の午前中、私のホテルの部屋で」

「やっぱり、そうなんだね。そうするつもりでいたから。でも、いまはまだ８月３日……あと、あたしは明日、きみのホテルには行かないよ。もう理由がないから」

　鈴羽の答えを聞いて、紅莉栖はあらましを理解していく。

「この８月３日は、都合、客観的時系列では３周目ってことか……」





〈１周目〉

・2011/8/4　　岡部倫太郎、消失。（※記き憶おくの改変）

・2017　　　　阿万音鈴羽誕生。

・2036　　　　ラボメンたち、岡部倫太郎を思いだす。

　　　　　　　牧瀬紅莉栖、タイムマシンを完成。

　　　　　　　鈴羽、タイムトラベル。




〈２周目〉

・2011/8/3　　阿万音鈴羽、タイムマシンで過去に到とう着ちやく。

　　　　　　　岡部倫太郎を観測。

・2011/8/4　　鈴羽、紅莉栖に『携帯電話、電子レンジ、ＳＥＲＮ』の伝言。

　　　　　　　岡部倫太郎、消失。（※記憶の改変）

・2011/8/13 　牧瀬紅莉栖、タイムリープマシンを完成。

　　　　　　　タイムリープ。




〈３周目〉

・2011/8/3　　牧瀬紅莉栖、タイムリープマシンで過去に遡行。

　　　　　　　岡部倫太郎を観測。思いだす。






　思考のホワイトボードに、ざっと年表を書きだす。

　このうち紅莉栖が覚えているのは、客観的時系列の２周目と３周目だけだ。そもそも、いまここにいる牧瀬紅莉栖の存在自体が、鈴羽のタイムトラベルによって生じた可能性なのだ。

　一方、鈴羽には２周目の記憶がない。これは未然だからだ。紅莉栖のタイムリープによって、２周目にあたる期間が「やりなおし」になったからだろう。

　こうして、ともに主観的には２周目と認にん識しきしている客観的時系列３周目で、ふたりは遭そう遇ぐうした。

「だいたい、あってると思うよ」

　紅莉栖の見解を、鈴羽が評した。

「だいたい？　曖あい昧まいなのね……」

「……んとね。この問題は、未来のきみにとっても仮説に基もとづいた領域にあるんだ。つまり、あたしにも、たしかなことはわからない」

　25年後の自分をひきあいに出されては、紅莉栖はひきさがるしかなかった。

　ふたりの〈リーディングシュタイナー〉が限定的なものであるため、こうした現象が生じるのだろう。

　そもそも、科学は真理を求めるものだが、一方で、決して真理そのものを得られることはない。たとえ25年後、夢のタイムマシンが完成しようと、科学者の悩なやみはつきないはずだ。

「……それでも。完全じゃないだろうけど、そう考えて行動するしかない、か……信じて、かつ予断を許さずに」

「うん」

　鈴羽は、彼女の性しよう分ぶんなのか、人あたりのよい態度で受け答えした。

「阿万音さん……」

「そんなふうに呼ばれると、なんだかくすぐったいね。未来のきみは、まるで先生が生徒に話しかけるみたいに、あたしを呼んでいたから」

　鈴羽は苦にが笑わらいを浮うかべる。

「あなたは、私が知らない、本当の１周目の世界線から来た」

　あらためて紅莉栖が慄りつ然ぜんとしたのは、鈴羽がいた世界のことだ。

　岡部倫太郎が消失したあと、紅莉栖も、ラボメンの誰だれも岡部を思いだせないまま、無む為いに時間がすぎていった世界。

　25年間。

「１周目っていうのは便べん宜ぎ上のカウントで、正しいとかオリジナルという意味はないけどね。順序としてはそうなるかな。あたしは、きみが岡部倫太郎を忘れたまま生きてきた未来から来た」

　１周目。

　紅莉栖は学会の寵ちよう児じとなり、順調に科学者としてのキャリアを積んでいった。

「ずっと違和感を抱かかえたままね」

「…………！」

　それは紅莉栖がタイムリープ前まで抱えていた違和感と、同様のものだったはずだ。考えただけで気が滅め入いった。

「あたしが知る牧瀬紅莉栖という人はね。いつも心に欠落を抱えて、なんだかわからないけど葛かつ藤とうしている、気むずかしい科学者だよ」

　鈴羽の言葉に、ふと辛しん辣らつなものが混ざった。

「…………？」

「でも、あるとき、きみは岡部倫太郎を思いだしたんだ」

　紅莉栖はその経けい緯いについてたずねたが、鈴羽は語らなかった。過去改変のリスクを避さけているのは鈴羽もおなじなのだろう。

「私は……」

「牧瀬紅莉栖は言っていたよ」鈴羽は未来を語った。「２０１１年８月４日、コインランドリーの前で岡部といれちがいになった。その直後、岡部を忘れたって。彼が消失したんだって」

「いれちがい……？　でも私は……」

　紅莉栖は、岡部としばらく会話をしたはずだ。ヨレヨレの白衣を繕つくろった。その最中、コインランドリーのなかで岡部は消失した。




　──あなたは牧瀬紅莉栖。

　いれちがいになったのは１周目の牧瀬紅莉栖。

　２周目の牧瀬紅莉栖は、コインランドリーで岡部と会話をした。

　３周目の牧瀬紅莉栖は、これから８月４日を迎むかえようとしている。




「……あれ？　なんか納なつ得とくしちゃった？」

　鈴羽は小首をかしげて、紅莉栖の様子をうかがった。

「たぶん……２周目において、私は１周目より少し早くコインランドリーに着いたんだと思う。だから、岡部といれちがいにはならなかった」

　湯船だ。

　不ふ審しん者の気配を感じた紅莉栖は、結局バスタブにお湯をはらなかった。お風ふ呂ろに、ゆっくりつからなかった。

「そっか……それは不ふ可か抗こう力りよくだな」

　鈴羽にとっては未然の２周目の出来事だったが、想定していなかった影えい響きようだ。

　紅莉栖は、記憶を改変される前の８月４日の記憶を、思いだして、つぶさに語った。

　興味深そうに聞いていた鈴羽は、深く肯うなずいた。

「──なるほどね。あたしの干渉アクシヨンによって、きみと岡部倫太郎はコインランドリーで会話をした。岡部の白衣を、きみが繕って。きみは岡部に、新しい白衣を贈おくった」

　鈴羽が知る未来の紅莉栖は、白衣を贈りそこなっていたはずだ。

「私……わたせなかったんだ」

　１周目の紅莉栖は。

「記憶をとりもどしたあと、未来のきみは、わたせなかった白衣をつらそうに見つめていたね」

　なんて、つらい人生を送ったのだろうか。

　しばし浸ひたっていた紅莉栖だったが、また、思考のベクトルを眼前の問題にふりむけた。

「繕いもの、プレゼント……そうやって行こう為いと関連づけられた記憶は、より強固な長期記憶になりうる。消された記憶は、本当は消えていないんだ。うまくタグをつけておけば、ふとしたきっかけで復元できるのは、もう体験済みだね」

　経験則。

　理論とはいえない。だが仮説に基づいた試行錯さく誤ごもまた、科学だ。

「岡部を思いだした１周目の私は、タイムマシンを作ったのね。それって……岡部のために？」

「未来のきみは、自分きみが岡部を忘れないようにしたかったんだと思う」

「…………」

　忘れたまま悩むのと、覚えていて悩むのとでは、生き方がまるきり変わるだろう。

「……情念ってやつ？　タイムマシンを作っていたときのきみは、まさに鬼き気き迫せまる、ってやつだった」

　鈴羽は、ため息まじりに語った。

　紅莉栖は相手の第一印象をやや訂てい正せいした。阿万音鈴羽は人あたりがいいのではない。正直で、ド直球で、裏表がないだけだ。

「阿万音さん……なぜ、あなたが来たの？　失礼だけど、まだ18歳のあなたを、ひとりで過去に送るだなんて」

　無責任だ。紅莉栖は40歳代半ばの自分に抗こう議ぎした。

　この時代のことを直接知らない鈴羽では、不自由や予期せぬトラブルの危険が大きい。第一、まだ未成年だ。

「あたしが選ばれた理由は、適任だから。まず、あたしは２０１１年には生まれていないから、過去の自分と出会ってしまうパラドクスのリスクがない。あと、あたしは18歳。もう立派な大人」

「…………」

　それを言われると紅莉栖は反論できない。18歳を子どもあつかいすれば、つい先月まで18歳だった自分を否定することになる。

「未来の牧瀬紅莉栖は、遡そ行こうメール──ええと、岡部倫太郎が言うＤメールや、タイムリープマシンを作ることもできたんだ。でも、なによりも過去の改変を恐おそれた。考えてもみなよ。遡行メールで過去改変と世界線の遷せん移いが起きた場合、誰も、それを認にん識しきできない。〈リーディングシュタイナー〉を持つ者がいない以上、検証不能な行為が最も危険だった。タイムリープは記き憶おくを持ったまま過去にもどれるけど、きみは利己的な理由で、人生をやりなおすことが目的ではなかったから」

　鈴羽は語った。

　１周目があって、２周目、３周目の牧瀬紅莉栖はいる。

「未来の私は……成功したのね」

　タイムマシン開発にはじまり、タイムトラベラー・阿万音鈴羽の介かい在ざいによってタイムリープを実行した紅莉栖は、岡部倫太郎が消失することを、彼の消失前、この８月３日の時点で思いだした。

「いいや、きみは失敗した」

　鈴羽の言葉は、ところが紅莉栖の美しい期待を裏切った。

「…………？　どういう意味……」

　鈴羽は、それを語るべきかどうか、まるで岡部みたいに逡しゆん巡じゆんしたあと、言葉を選びながら口をひらいた。

「岡部倫太郎は……このシュタインズゲート世界線で、非常に危あやうい存在になっている」

　語るべきことを語りはじめる。

「危うい？」

「別の世界線の記憶……〈リーディングシュタイナー〉の負ふ荷かがかかり、この世界線に留とどまることが難しくなっているんだ」

　負荷。

　ここで鈴羽が言った「負荷」には様々な意味があるだろう。

　いくつもの世界線の記憶が重なったことで、岡部の脳、ことに海馬体が処理能力を超こえた過負荷状態となること。アトラクタフィールド理論に基もとづいても、記憶を分類整理できなくなること。つまり現状を観測できなくなること。

　敏びん感かんなんだね、と鈴羽は表現した。

「──狂きよう乱らん索さく餌じを知ってる？」

　鈴羽がたずねた。

「サメの生態よね、たしか」

「そう。知ってると思うけど、サメはとても敏感な生物なんだ。水中で数キロ先の音を聴きき分けることができて、たった１滴てきの血でも嗅かぎわける。明暗や色、水流、電位差まで感知できる。砂の下に隠かくれた貝を見つけられるんだって。センサーの固まりだね。その割に脳は小さくて……」

　そのため、たとえば血まみれでもがく獲え物ものがいて、あまりにも知覚情報が濃こくなりすぎると、狂きよう乱らん──集団で一種のパニックに陥おちいってしまうのだという。

　正常な情報処理、認識ができなくなるのだ。

「岡部も……忘れることができないから……」

「そして観測は、存在に直結する」

　世界によって記憶が容易に書き換かえられてしまう以上、知覚に基づいた観測こそ、すなわち存在なのだ。

「〈リーディングシュタイナー〉のせいで、岡部は、この世界線に留まれなくなる……自分を認識できなくなる？」

「そう」

「それって、あくまでも消えるのは岡部の存在なのよね？」

　紅莉栖はたしかめた。

「うん。あたしのタイムトラベルで微び妙みようなズレは生じているはずだけど、きみと、まゆ姉さんが２０１０年に死なない世界線、という定義において、ここは、岡部倫太郎が望んだ〈運命石のシユタインズ・扉ゲート〉だよ」

　ここはシュタインズゲート世界線。

　２０１１年８月４日に岡部倫太郎は消失する。

　しかし岡部の消失は、避けられぬ運命──収束ではなかった。あくまでも岡部個人の認識の問題なのだと。

「そう……未来の私が、言った？」

「うん」

「消える……認識できなくなるのが岡部の存在だとすれば、彼の意識──主観というべきものは、どこに行ったの。あるいは、どうなったと……？」

　意識ごと消えて、なくなってしまったというのか。

「ふしぎだよね。だから、未来のきみは仮説を立てた」




　──Ｒ世界線。




　その用語は初出だった。

「Ｒ……？」

「そう。ＯＰＱ……Ｒ、〝Ｓ〟の隣となり」

「でも！　アトラクタフィールド理論によれば、同時に存在する世界線はひとつよね」

　紅莉栖は質ただした。

「Ｒは『Ｒｅｖｅｒｓ』……仮に、シュタインズゲート世界線から０・０００００１％だけズレたところにＲ世界線を定める。これは〝都合のよい〟世界線であるシュタインズゲートと対ついをなす〝負〟──」

　未来の紅莉栖きみの受け売りだから、語ることはできても教えることはできない。そう鈴羽は断りを入れた。

　世界線変動率は、〈リーディングシュタイナー〉を有する岡部以外には、先述のように指標としての意味をなさない。それでも机き上じようの議論に用いることはできるだろう。

　鈴羽が語ったＲ世界線のイメージは、こうだ。




　この世界は、無数の世界線（細糸）と、縒より糸である無数のアトラクタフィールド（太糸）で構成されている。

　アクティブな世界線は、つねにひとつだけだ。

　糸から糸への遷移は、Ｄメールやタイムマシンによる過去干渉によって起こりうる。

　このとき客観的時系列において、過去と未来に挟はさまれた幅はばのない点である〝いま〟は、糸から糸へと〝タイムラグなしで〟移動する。

　そして主観的時系列における〝わたし〟の脳では、記憶の自動上書きが生じる。知覚と短期記憶によって、改変された前後関係つじつまと現状をたしかめ、正常なら、なんの疑問もなく新しい〝いま〟を受けいれてしまうのだ。

　さて、世界線は無数にある可能性だ。

　それを微び視し的てきに見れば、どこまで拡大しても増えつづける無数の平行線で表現できた。無数の平行線のなかで、アクティブな──光ライトが点ついたラインは１本だけ。その糸を、いまシュタインズゲート世界線と名づけよう。

　シュタインズゲート世界線の光の突とつ端たんに、点いまがある。

　すでに過去となった領域は光のラインとなり、未来には、まだ光は点いていない。周囲にある無数のグレーの平行線は、可能性としてある世界線だ。

　問題なのは、岡部倫太郎が〈リーディングシュタイナー〉によって別の世界線の記憶を維い持じしていること。岡部の脳では、彼が経験したすべてのワールド・ラインで断続的に光が点ともっているのだ。

　断だん片ぺん化した記憶領域。

　ただでさえ岡部の脳は重い並列処理を負わされてきた。さらに、シュタインズゲート世界線の特とく殊しゆ要因が加味される。

「シュタインズゲート世界線は、椎しい名なまゆりの死の収束からも、牧瀬紅莉栖の死の収束からも逃のがれた唯ゆい一いつの世界線、奇き蹟せきのワールド・ライン、アトラクタフィールドの狭はざ間まを縫ぬってすすむ〝都合のよい〟世界線。だから他ほかの世界線よりも不安定で、ゆらぎが生じてしまう。〝都合の悪い〟世界線──もつれあう双ふた子ごの光のように、視みえないけど、対となるＲ世界線が存在しつづけているんだ……！」

　模式図であらわせば、ＳとＲからなる二に重じゆう螺ら旋せんの糸。

　アクティブなのはＳ──あくまでもシュタインズゲート世界線だ。だが、その裏がえしとしてＲは二重螺旋をなぞりつづけ、時系列をすすむ。

　正と負。

　１と０。

　この両者ＳＲの関係を正しく定義する用語は、未だ存在しない。
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　シュタインズゲート世界線は、ゆらぎの世界線。




　先ほどバーベキュー会場で、岡部は、しばらくのあいだ消失していた。

　ゆらぎだった。

　存在のゆらぎ。岡部倫太郎という人間の消失。岡部の意識のなかでは、天地がひっくりかえった──

「岡部は、Ｒ世界線に移動したの……？」

　紅莉栖は息を吞のんだ。

　岡部消失の原因は、収束ではなかった。過去改変でもなかった。

「数多あまたの世界線漂ひよう流りゆうの記憶……〈リーディングシュタイナー〉の過負荷の増大によって、岡部倫太郎の主観は、ゆらぎを感知してＲ世界線に」

「そして……岡部はもともと、いなかったことに……？」

「うん……彼が移動したというより、あたしたちの認知の外に行ってしまったということかな。だから世界線は移動していないはずだけど、世界は、彼についての記き憶おくを消すしかなかった。かなりイレギュラーな状態ではあるね」

　それもこれも、シュタインズゲート世界線が特別な世界線だからだ。未来の天才少女は、そう仮説を立てた。

「そんなに特別なの……？」

「だって岡部倫太郎にとっては？　ここは唯一無二の世界線よね」

「あ…………！」

　紅莉栖は息を吞んだ。

　奇蹟の──

「そう」鈴羽は肯うなずいた。「ゆらぎを感知して、岡部倫太郎が消失してしまう原因は、どこにあるのか。彼自身の、幾いく重えにも重なった記憶よね」

　岡部にとって、ここが特別な世界線だというなら。

　問題が、岡部の記憶によって起こされる現象である以上、岡部の消失──Ｒ世界線への拡散という問題にかぎって、このシュタインズゲート世界線は特別だ。

　アトラクタフィールド理論。

「時を超こえる観測者となった、ひとりの人間の記憶が……世界の、有り様にすらかかわる……」

「それが、あの眩暈めまいの原因か」




　　　　＊




　声に、驚おどろいた紅莉栖がふりかえった。

　川かわ面もが、ぬるい風にゆれる。

　ガード下の歩道橋に、白衣の青年が立っていた。

　紅莉栖は、よほど話に集中していたのだろう。背後に立っていた岡部に、まったく気づいていなかった。

「岡部……！」

　紅莉栖は言葉を失った。なぜ、ここに……尾つけられていたのか。

「聞いていた？」

　鈴羽は、当然、岡部に気づいていたのだろう。

「ああ……到とう底てい、信じられないが。バイト戦士の言うことならば、そのＲ世界線というのが事実なのだろうな」

「バイト戦士……？」

　鈴羽は、なにそれ、という顔をかえす。

「いや……この世界線では、おまえはアルバイトでも戦士でもないのだったな」

　岡部が息をついた。

　すると鈴羽は、初めて未知への興味を示した。

「もしかして……別の世界線の、あたしの話？」

「うっ」

　岡部が、また側頭部を押さえた。




　眩暈──




　ゆらぐ。

　白衣の青年の輪りん郭かくは、川面を抜ぬける風に溶とけていってしまった。ふっ──と消えていってしまった。

　神かみ隠かくし。

「岡部……⁉」

　消失を目まのあたりにして、なにもないところに駆かけよった紅莉栖の前で──再び、じんわりと岡部の姿が〝いま〟に滲しみだしてくる。

　どこまでが、どこまでなのか。

　いったい……。

　あらゆる境界が曖あい昧まいになっていき、紅莉栖は、うずくまった岡部に手をふれることを躊躇ためらった。

「運ぶよ」

　意識朦もう朧ろうとしたままの岡部を、鈴羽が肩かたに担かついだ。




　　　　３




　酔よっぱらいの面めん倒どうをみていると装いながら、ラボにもどった紅莉栖は、抱かかえてきた岡部を居間のソファに寝ねかせた。

　阿万音鈴羽は、ひとまず姿を隠かくした。

　紅莉栖は、いったん屋上のバーベキュー会場にもどった。

　みなには、岡部の体調が悪いようだと説明した。主役が長々と中座するわけにもいかず、不安ながらもパーティをやりすごした。

　おひらきになり、あとかたづけが終わった。るか、フェイリス、萌もえ郁か、天王寺親子は帰宅。まだ頭痛が治まらない岡部は、もう少し休んでから帰るのでラボにいると告げ、なら自分も残ると紅莉栖が言うと、気を利きかせたまゆりがダルをひっぱって、あとはよろしくと池いけ袋ぶくろの自宅に帰っていった。
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　日付をまたぎ、午前２時すぎ。

　岡部は、ソファに身を預けたまま紅莉栖の説明を聞いた。

「俺が、消えるだと……？」

「ええ……今日、あと10時間もしないうちに、あんたはいなかったことになるの」

　紅莉栖は未然の事実を告げた。

「いなかったことに……」

「そう。私も、橋田も、漆原さん、フェイリスさん、桐生さん……まゆりも」

　世界が、岡部あんたを消す。

　さすがにショックで言葉もなかった。岡部の視線は泳ぎ、動どう揺ようを隠せなくなる。

「あらためて……岡部倫太郎ね」

「鈴羽……」

　ラボに現れた未来人を前に、岡部が見せた表情は失意そのものだった。

　鈴羽は開発室に歩いた。

　あたりはついていたのか、迷わずキャビネットの抽ひき出だしをあけると、小箱に収められたそれを手にする。

　００８のラボメンバッジ。

　ただし、手て垢あかはついていない新品同様のものだ。

「鈴羽……！　この世界線でもタイムマシンに乗ったのか……！」

「やっぱり」鈴羽は、岡部に他愛たわいなく微笑ほほえんだ。「あたしは、きみがαとかβとか呼ぶ世界線でもタイムマシンに乗ったんだ」

「！」

　口が滑すべった岡部は、しまったという反応を見せた。鈴羽のことは紅莉栖にも秘密だったからだ。

「別の世界線でも、やっぱり２０３６年から？　あたしがタイムマシンに乗るのは、もしかすると全アトラクタフィールドにまたがる大収束なのかもね」

　事実だ。

　本当のことなのに。それを知る岡部にもたらされるのは、つねに挫ざ折せつ感だった。

　鈴羽はつづけた。

「さっき牧瀬紅莉栖には話したけど……きみはね、別の世界線における強力な記憶が引金になって、この脆ぜい弱じやくなシュタインズゲート世界線のゆらぎを感知してしまう。結果、この世界線を現実として観測している岡部倫太郎自身が、ゆらいでしまうんだ」

「〈リーディングシュタイナー〉の副作用なのか……」

　岡部は、やっとという感じで声を吐はきだした。

「致ち命めい的てきな、ね。ふつうの人間が別の世界線のことを忘れちゃうのってさ、もしかすると、いまのきみみたくならないための、脳の安全装置なのかもしれない。過負ふ荷か状態がひきおこす、より深刻なエラーを避さけるためのね。きみの〈リーディングシュタイナー〉は希け有うな能力だけど、希有な疾しつ患かんとも言えるんだ」

「やっかいね」

　紅莉栖の口から本音がこぼれた。

「…………」

　岡部は、すがる目で天才少女を見つめかえす。

「すべての原因は、岡部の記憶……でも記憶はコントロールできない。たとえ自分の記憶であっても」

　意識的に管理できない。

　たとえば、どんなに勉強しても、テスト本番では覚えたことを忘れてしまう。逆に、忘れてしまいたい嫌いやな記憶であっても、忘れたいと思えば思うほど、気持ちには関係なく記憶に残ったりする。

〈リーディングシュタイナー〉の男に、多くを語る必要はなかった。

　まゆり、紅莉栖、るか、フェイリス、萌郁……そして鈴羽もまた。

　岡部倫太郎という男をめぐって、女たちは、人生、自分や近しい人の命、心と肉体……そういった存在をゆるがす運命の悪戯いたずらに弄もてあそばれてきた。

　世界線を超えて。

「俺は……」

「あんたは別の世界線で、恐きよう怖ふや悲しみ、挫折の体験をくりかえしてきたのよね。それらすべてを、Ｄメールの過去改変によってひきおこしてしまったことに対する、自責の念も記き憶おくに残っているはず……強力に」

　紅莉栖は、岡部の心を代弁した。

　自分が身近な者たちを傷つけた。

　たとえば、このラボの扉とびらが破られて、銃じゆうを持った暗殺者が飛びこんでくる。まゆりが撃うたれて死ぬ。そんな記憶が、つねに岡部を責めつづけている。

「──そのつらい記憶と、まったくおなじ人間、おなじ部屋、街、言葉が身近にあふれているのだから。忘れろというほうがムリよ」

「一種の……心的外傷後ストレス障害ＰＴＳＤみたいなものか」

　岡部は疲つかれきった声を漏もらした。

「フラッシュバックで甦よみがえるという症しよう状じようは、それに近いのかもしれない。けれど、ただの危機的な記憶じゃない」

　デジャヴ。

　これまで考えられていた脳のエラーではなく、別の世界線での記憶を思いだすこと。

「──夢のような、夢ではない記憶。現実だったけど、現実であってはならない記憶……その曖昧さが、あんたの認にん識しきを危あやういものにしている。やがては失しつ認にん──自己認識の失調をきたす」

　紅莉栖がまとめようとする新たなデジャヴ仮説に基もとづけば、岡部倫太郎は、脳医学における希有な重じゆう篤とく患者だった。

「それを……俺を救うために、鈴羽……おまえは未来から？」

　ソファにもたれた身を起こすと、岡部はショートカットの少女を見つめた。

「まぁね」

　鈴羽は淡たん々たんと応じた。

「未来の紅莉栖か、ダルが開発したタイムマシンで？」

「そう。岡部倫太郎を救うためには、タイムマシンで過去に行くしかない。だから……」

「断る」

「えっ？」

　岡部の言葉に、鈴羽は怪け訝げんな顔をかえした。

「たとえ数時間後、おれが消えてなくなるとしても……」




　──過去を改変することは許されない。してはならない。




「岡部……？」

　紅莉栖が、岡部の姿に見たものは。

　達観。

　言い換かえれば、孤こ独どくだった。

　どの世界線に移動しても、自分以外は、以前の世界線の出来事を覚えていない。岡部はこの１年間、他者とちがう記憶をまとって生きてきた。

　いま、タイムリープした紅莉栖であれば共感もできた。いまは＊周目だ、などという意識を持つと、ものごとを客観的に視みる癖くせがつく。おなじ時間を生きていながら、まわりと、ともに生きている感じが希き薄はくになる。

　命のリアルタイム感が、薄弱になっていく。

　あるいは鈴羽なら、自分が生まれてもいない時代を訪おとずれることは、より躍やく動どう感のある体験になるかもしれない。

　しかし岡部にせよ紅莉栖にせよ、ここ１年間ほどの時間を、あまりにも長く、くりかえして生きすぎていたきらいはあった。覚えている、いないにかかわらず。

　閉へい塞そく感。

　そして紅莉栖の岡部への想おもいは、気がつけば、ひどく寂さびしい色で染まってしまっていた。

　岡部あんたにとって。

　紅わ莉た栖しにとって……。

「いますぐ未来にもどれ」岡部は鈴羽に命じた。「そしてタイムマシンを破は棄きしろ。それは、あってはならないものだ。すぐに破棄するんだ」

「待ってよ！」紅莉栖が割ってはいった。「そんなことしたら……私だって、やっとタイムリープマシンで、過去ここまで来たのに！」

「待て……？　おまえ、まさか！」

　ふいにソファから腰こしをあげた岡部は、ふるえる手を紅莉栖にのばしかけて、ついに絶望の表情を見せた。

　沈ちん思しし、愚おろかな紅莉栖を見つめ、ため息のあと、

「タイムリープを……」

　深く──

　心の奥底から吐きだされた岡部の言葉と、こめられた想いに。

　紅莉栖は、大樹のもとで告白を受ける少女みたいに、好こう奇き心に誘さそわれ、自尊心を充みたされ、警けい戒かい心を帯びながら、岡部倫太郎という男に、あらためて目を見はった。

　──私は、この男ひとが……。

　いったい、どうして。

　こんなにも。苦しくなるほど。

　せつなくなるほど。

　あんたは知っているのに。貝のように心を閉とざして、ふたりの真実を教えてはくれないのだ。

　欲しいものはフォークやスプーンじゃない。

「なぜＳＥＲＮのことを知った」

　岡部は呻うなった。

　彼にしてみれば細心の注意を払はらったことだ。ＬＨＣとミニ・ブラックホールによる記憶データ圧縮について、岡部は紅莉栖に教えていない。ＳＥＲＮという言葉さえ、彼女の前では口にしていないはずだ。

「あたしが牧瀬紅莉栖に思いださせたんだ」

　鈴羽が告げた。

　この時代、タイムリープのデータ圧縮工程に必要なミニ・ブラックホールを生成できる可能性がある施し設せつは、ＳＥＲＮのＬＨＣだけだ。

「──未来の牧瀬紅莉栖は思いだしたんだよ。きみが、この世界線で彼女に説明した内容だけじゃない。ホワイトボードに自分の字で書いた、書いた覚えのないタイムリープマシンの設計図を」

　別の世界線の記憶だ。

　鈴羽がやったことは、伝言によって、紅莉栖の消された記憶を呼び覚ますことだった。必要なのはきっかけであり、タイムリープマシンの設計図を一から十まで教える必要はなかった。

　──忘れなければ、なんとかできる。

「私が……橋田と作ったの。携けい帯たい電話と、電子レンジと……」

「なぜ作ったッッッ！」

　怒ど声せい。

　ふだんの彼からは想像もできなかった怒いかりをぶつけられて、紅莉栖は、はじめて岡部に対して畏い怖ふを覚えた。

　岡部は紅莉栖の両りよう肩かたをつかんだ。両の瞳ひとみで紅莉栖をとらえた。

　はじめてだった。

　紅莉栖は彼の生身の感情に包まれたのだ。それが、たとえ怒りであっても。あふれるほどの愛をもって抱だかれた。

　本気で──

「タイムリープマシンもタイムマシンも、絶対に、作ってはいけないんだ……！」

「痛い……」

　逃のがれようとしたが、肩かたにくいこんだ指は離はなれない。

「たとえ理論を思いついても、方法がわかったとしても……決して、作ってはいけないんだ」

「岡部、痛いよ……っ！」

　女の悲鳴を聞いて、ようやく岡部は、われにかえって手を離した。

　気まずい空気。岡部は、乱暴な行こう為いを後こう悔かいしはじめていた。

　沈ちん黙もく。

　ふたりの想いは、また、すれちがうのだ。男と女──ふたりが結ばれる確率は、星の数ほどの演算を重ねてなお低く、ふたりの距離は、絶望的なほど遠い。

　紅莉栖は、感かん触しよくが残る自分の肩を、抱いた。

「ほっといたら……あんた、ここから消えてしまうのよ？　あんたという人間が、いなかったことになってしまう。それを防ぐには、過去を改変するしか……！」

「できなかったら、どうする」自身の消失という恐怖のなかで、岡部は驚おどろくべき理性を保っていた。「過去改変がうまくできなかったら、助手よ……おまえは、どうする？」

「…………」

「答えは簡単だ。もう一度やる。うまくいくまで何度も過去にもどり、何度も試ためす……時間を遡さかのぼる方法があるかぎり、人は、かならずそうする。そうしてしまうんだ」

　Ｄメール。タイムリープマシン。タイムマシン。

「…………！　それでも！」

「しかし、それは苦しみを重ねるだけだ。ひとつの過去改変は、別のなにかに、かならず影えい響きようを及およぼす。すべて自分の都合のいいように改変されることなど、決して、ない」

　まゆりの死。

　紅莉栖の死。

　ふたつの収束を回かい避ひした岡部倫太郎が、望んでくぐった〈運命石のシユタインズ・扉ゲート〉──その先に待っていたのは岡部自身の消失だったように。

　奇き蹟せきは、億おく万まんの不幸の上に成立していた。みな、目をそらして忘れてしまっただけだった。

　しかし岡部だけは、忘れることができない。

　だから岡部は、すべての〝負〟を背負っている。

「誰だれかを救えば……誰かが犠ぎ牲せいになり。誰かを守れば……誰かを失う」

　ついに〈リーディングシュタイナー〉を紐ひも解とき語られはじめた別の世界線の記き憶おくは、紅莉栖と鈴羽に、様々なイメージの断だん片ぺんを与あたえた。

　フェイリス・ニャンニャンこと秋あき葉は留る未み穂ほは、事故で亡なくなった父親をＤメールでとりもどした。

　漆原るかはＤメールで、本来、彼女の心がそうあるべき女として生まれ変わった。

　桐生萌郁はＳＥＲＮのラウンダーだった。

　阿あ万ま音ね鈴羽は──

「！」

　鈴羽の表情が細さざ波なみ立つ。

　あるいは、なにかを思いだしたのかもしれなかった。デジャヴ──別の世界線の記憶を。たとえば、３００人委員会が支配するディストピアから人類を救うために、レジスタンスとしてＳＥＲＮのラウンダーと戦い、父が開発したタイムマシンで１９７０年代にもどり、しかし事故による記憶喪そう失しつによって、任務に失敗した悔かい恨こんの人生。失敗した、失敗した、失敗した、失敗した、失敗した……そんなつらい記憶を。

　言葉をなくした。

　こんなものに、答えなど、あるのか。

　みなが拍はく手しゆをくれる、先生が花丸をつけてくれる模も範はん解答など、あるのか。

　答えなど──

「ありはしない。誰かが、やっと叶かなえた想いをなかったことにして……ずっと願いつづけた思いを、根こそぎ奪うばいとり……誰かに、逃れられない試練と犠牲を強しいる……」

　答えを求めることは、彼らの想いを、もっとも厳しく、残ざん酷こくに、ただひたすら追いつめるだけの行為だった。

　α世界線。まゆりは銃じゆうで撃うたれ、車に撥はねられ、心臓発ほつ作さを起こし、何十、何百回と死んだ。

　刺さされた。

　電車に撥ねられた。

　ゼリーマンになった。

　β世界線。紅莉栖は……岡部にナイフで刺された。

「…………！」

「それでも……そこまでしてもなお、自分が願ったように過去の改変はおこなわれず、逃れられない収束に直面しつづける。何度も、何度も……！」




　何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、何度も、




　岡部は、愛する者の死体を前に、絶望させられた。

　そのことを岡部の脳は忘れることがない。

　だから岡部は、タイムリープマシンで過去に跳とびつづけた。

「──つづければ、つづけるほど過去改変に固こ執しつするしかなくなる。莫ばく大だいな犠牲を払ったあとでは、やめるという選せん択たく肢しは存在しなくなる」

　饒じよう舌ぜつに。

　数十、数百回、それ以上、くりかえされた絶望を踏ふまえて語る岡部の、決意を覆くつがえして、阻はばむことができるものは存在しなかった。岡部は正しかった。どこまでも正しく、純じゆん粋すいで、ゆるぎなく反論は不可能で、それをすれば、たちまち自分が愚者になった。

　だから……だからこそ、どこまでも哀かなしく許容しがたい。




　自己犠牲。




　望んだもの──岡部にとってまゆりと紅莉栖の命は、あまりに美しく、唯ゆい一いつ無二だった。彼は望んでいたから。岡部倫太郎は、彼女らを得るためであれば、もう自分自身の存在に、たいした価値を見いだしてはいなかった。

　たとえ、どうなっても。

「すべての犠牲の責を負い……それでも、くりかえさなくてはいけない苦しみ。そのなかで摩ま耗もうし、まともな心は壊こわれ、人としての感情がなくなっていく……恐おそろしさ！　たとえ、方法があっても過去を改変してはならないんだ。あったかもしれない可能性を、現実にしてはならないんだ。未来は、誰にもわからないもので、やりなおしがきかないからこそ、あらゆる不幸も、苦しみも……理り不ふ尽じんな事故も、人は受けいれ、前に進むことができるんだ！」

「だったら、岡部はどうするのよっ！」

　紅莉栖は叫さけびかえした。

　その一いち途ずな愛情のために、岡部だけが自分を犠牲にするのか。
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「──私、覚えてる……！　あんたが存在しない世界を……まゆりと橋田と私、３人しかいないラボを……誰も、岡部のことを覚えていないラボを……なのに、いつもなにかが欠けている気がして、苦しくて……」

「…………」

「それは、あんたが死ぬよりも残酷なことだった……！　岡部倫太郎という人間が生きていたしるしも、意味も、みんなの記憶ごと……ぜんぶ、なくなってしまうのよ！」

　紅莉栖は想おもいをぶつけつづける。

　去年、秋葉原のラジ館前で再会してからの、すべての出来事が。

　岡部が語ってくれた、別の世界線での濃のう密みつな３週間が。すべて、なくなってしまう。

「それで、かまわない」

「岡部……⁉」

　決して聞きたくなかった返事を耳にして、紅莉栖は悄しよう然ぜんとした。

　岡部は、こんなときだけは紅莉栖の目を見て、言うのだ。

「俺が望んだのは、おまえとまゆりが、なにごともなく生きづけ、未来へ歩んでいくこと。それだけだ……それさえ叶えられれば、それでいい」

　それが岡部が望んだことだから。

「いま……あんたそう言っていることも、なにをしてきたかも、みんな忘れてしまうのよ。なかったことになるの……」

「しかし、まゆりは死なない。紅莉栖……おまえも生きていけるだろう」

「…………！」

　紅莉栖の心は、グシャッという音を立てて潰つぶれた。

　腐くさった果物みたいに。

　グズグズに。

　いま、紅莉栖は岡部倫太郎と話していながら、彼と話してはいなかったのだ。

　眼前の彼は、その心は、どこか別の世界線にいる。

　なによりも紅莉栖にとっての痛つう恨こん事じ……彼の瞳こころには、いま、ここにいる紅わ莉た栖しの想いが、これっぽっちも映っていなかったこと。届いてはいなかったこと。

　気づいてしまったのだ。




　──あんたが好きになったのは、私じゃない。




　岡部倫太郎が好きになったのは、別の世界線の牧瀬紅莉栖だったのだから。




　　　　４




　未明の、秋葉原の街を歩く。

　ラボ周辺の路地に人通りはなく、中ちゆう央おう通りに出ても歩道は閑かん散さんとしていた。

　摂セ氏し25度を下まわらない寝ね苦ぐるしい熱帯夜は日常になった。住宅の室外機は、ぬるい風をひと晩中、吐はきだしつづけている。

　街路樹の下に１匹ぴきの虫が落ちていた。

　蟬せみだ。

　死し骸がいだと思っていたそいつが、足元で突とつ然ぜんひっくりかえったまま暴れて、もがきまわった。

　じきに死ぬのに、どこに、飛んでいこうというのか。

「いつまで、ついてくるつもりだ？」

　先を行く岡部が、紅莉栖をふりかえった。

「別に……私は駅にむかっているだけよ」

「ホテルは逆方向だろう」

　お茶ちやの水みずにあるホテルまでは、ラボから歩いたほうが早い。

「用があるの」

「どこに？」

　質ただしたあと、岡部は、すぐに後こう悔かいの表情を浮うかべた。

　これから消えるべき男が、女を問いつめて、どうするのだと。

「いいでしょ？　私の勝手……」

　紅莉栖はむきになった。感情をつたえようとする女の言葉の矛む盾じゆんを、理り屈くつでクドクド指し摘てきしたところで……

　再び、歩く。

　駅前。

　と、駅のシャッターがひらいていく。始発電車の時間だ。あまり夜遊びの経験がない紅莉栖にとっては新しん鮮せんな景色だった。

　クローズフィールドの陸橋あたりで、岡部が立ちどまった。

　そして、ふと追想する。

「どうしたの」

「ここで、おまえと別れたことがあってな」

　あれはα世界線で。




　──あなたは牧瀬紅莉栖。

　アトラクタフィールドαのあなたは、椎名まゆりの死を回かい避ひするために、自分の死を受けいれた。３００人委員会の諜報システムエシユロンに捕ほ捉そくされたＤメールの痕こん跡せきを消せば、世界は過去改変の影えい響きようを脱だつして、アトラクタフィールドβに復帰できるからだ。即すなわち、あなたが７月28日にラジ館で死ぬことが定めらた世界線に。岡部はキーボードの決定エンターを押し、エシュロンのデータを消去して、それがあなたの望みだったとはいえ、あなたの死を確定した。




　愛し、消してしまった女。

　それが、岡部倫太郎が好きになったα世界線のあなた。




　愛し、殺した女。

　それが、岡部倫太郎が救ったβ世界線のあなた。




　では、このシュタインズゲート世界線の、あなたは？

　岡部倫太郎の記き憶おくのなかで輝かがやく、美しいカタチ──ふたつの世界線のあなたの、なれのはて。

　まるで影かげ絵え。

　あなたは彼にとって、別の世界線の牧瀬紅莉栖のカタチをした欠落にすぎない。

　居ながらにして彼に不気味な喪そう失しつ感を与あたえているだけ。

　だから彼は躊躇ためらう。あなたは渇かわきつづける。




「──先に言っておくぞ」

　ぶっきらぼうに、白衣の青年は告げた。

「なによ……」

「今日……俺が消失した瞬しゆん間かん、すべての人間の記憶から、岡部倫太郎という男の存在は過去にさかのぼって消去されるだろう。なかったものとしてだ。だが鈴羽の過去介かい入にゆうによって、『岡部倫太郎は消失する』という記憶を保持したままタイムリープしたおまえは……助手よ、俺のことを忘れないかもしれない」

「…………」

「誰だれの記憶にもないものを、自分だけが覚えているというのは苦しいものだ。誰にも相談できず、話したところで誰にも理解されない……」

　孤こ独どく。

　岡部は彼を苛さいなんできた心境を端たん的てきに語った。

「あんたが、そうだったってこと？」

「ああ……それでも、どの世界線でも、おまえは俺のそばにいてくれたよ。俺の話はともかく、俺のことを信じてくれた……」

　と。

　紅莉栖が涙なみだぐんでいることに気がついて、岡部はつらい顔をした。そのことがますます、ふたりを、かろうじてつなげてきた想いを凍いてつかせた。

　これは氷の糸だ。

　たがいの心をかよわせようとすれば、その熱で、溶とけてなくなってしまう。

「だったら……」

「…………？」

「だったら！　ダメじゃない！　あんたがいてくれなきゃダメじゃない！」

　相手の顔を見ていられず、離はなれることもできず、どうにもならなくなった紅莉栖は岡部の胸に飛びこんだ。

「紅莉栖……？」

「別の世界線の私が！　そうしたんだったら……あんたも、そうしてよ！　そばにいて、私の話を聞いてよ！」

　いま、ここにいる私を見てほしい。

「…………」

「ひとりでずっと苦しんできて……ひとりでいなくなるなんて！　そんなの……そんなの……！」

　心の悲鳴は、ただの嗚お咽えつに変わっていった。

　岡部は、紅莉栖の両りよう肩かたを抱だく。

　そっと。

　あまりにもやさしすぎて、紅莉栖は相手の考えていることがわかってしまった。これは感情ではなく理性の行こう為い──

　そして、岡部は紅莉栖を離すと、言って聞かせたのだ。

「心配するな……ダルは俺の右みぎ腕うでだ。いざというときは頼たよればいい。まゆりは、ああ見えて、おまえよりもしっかりしている。つらいときは泣きつけばいい。きっとチカラになってくれる」

「…………」

　ちがう。

　ちがう、ちがう、ちがう、ちがう……紅莉栖の心の渇かわきは酷ひどくなっていった。

　欲しいのは、そんな言葉じゃない。

「フェイリスも、ルカ子も、みんな助けてくれる。心配はない……」

　岡部は微笑ほほえむ。

　ちがう……。

　欲しいのは、そんな、やさしさじゃない。





────愛してほしい。

　　　　救ってほしい。

　　　　殺すほど、私だけを見てほしい。






「私が言いたいのは、そういうことじゃない……！」

「…………」




　口づけ。




　思いがけないキス。唇くちびるは唇を受けいれた。

　けれども。

　岡部は、わかっていなかった。

「ひどいよ……！」

「⁉」

　思いもしなかった紅莉栖の反応に、岡部はたじろいだ。

「こんな……海馬に、強きよう烈れつに残るようなコトしておいて……」

　紅莉栖は逆に、岡部を抱きよせた。




　にがい、にがい、とても苦しいキス。




「忘れろなんて……ひどいよ……」

　紅莉栖は深く傷ついたのだ。

「……すまん」

「ひどいよ……」




　　　　＊




　それきり。




　──俺は死ぬわけじゃない。忘れられるだけだ。




　だから悲しむなと。別れ際ぎわの岡部の言葉が、紅莉栖の心を抉えぐりとっていった。




　　　　５




　眠ねむれなかった。

　眠れるはずがなかった。着き替がえもせずにベッドで横になったまま、紅莉栖は唇をふるわせ、携けい帯たいを握にぎりしめていた。

　駅前で別れたきり、岡部に連れん絡らくはしていない。

　なんて言えばいいのかわからなかった。相手に好かれたければ、好意的な言葉をかけなければ。

　でも、そんなやさしさ、噓だ。

　きっと、岡部も……。

　また送信することのないメールを、打っては消し、しているのだろうか。

　声にならない声。言葉にならない言葉。届かぬ想おもいを、奇き蹟せきの翼が運んでくれることを期待して。

　鳴らない携帯電話を、じっと見つめあっている。

　メール。

　こんなものがあるから、人と人は、つながったような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　世界でいちばん、自分を傷つけ、苦しめる男。

　なのに、どうして、いとおしいのだろう。

　どうして、好きな人と生きようとすることは、つらいのだろう。




　…………




　　　　＊




　怠だるい。恐こわい。寂さびしい。苦しい。




　一いつ睡すいもせぬまま時間はすぎていった。一睡もしていないのに、そのあいだの記き憶おくはなかった。すべての感覚が遮しや断だんされていた。なにも見たくなかった。聞きたくなかった。

　ホテルの時計は午前10時……。

　バスルームでシャワーを浴びていたはずの時間。この３周目もまた、１周目や２周目とは少しずつ過程が異なっている。紅莉栖が湯船につかることはない。鈴羽が、部屋に侵しん入にゆうして伝言を残すこともない。紅莉栖がコインランドリーに行くことも、ないはずだ。

　それでも岡部は消失する。

　これは、岡部の記憶と自己認にん識しきの問題だから。どんなに紅莉栖が岡部を観測しようとしても、彼が、彼自身を失しつ認にんするのだ。




　携帯が鳴る。

　言葉を届けるために。メールだ。ただ１行。




　──さよなら。




「バカ……！」

　携帯を握ると、紅莉栖は、鏡も見ずに部屋を飛びだした。




　　　　＊




　岡部はバカだ。




　哀かなしいくせに。

　寂しいくせに。




　紅莉栖はホテルを飛びだして、走った。

「どうして……どうしてよ！　これじゃあ……私が、バカみたいじゃない！　わけのわからないこと言われて、ふりまわされて……」




　紅莉栖はバカだ。




　キス。二度目のキス。

「好きとか言われて……！　あんたが、忘れられなくて……！」

　岡部にとっては、何度目のキスだったのか。

　信号を無視した。交差点をわたって路地を入る。運動不足で衰おとろえた体は正直で、すぐに腿ももの筋肉が重くなり、ふくらはぎがつりかけて、脇わき腹ばらが痛みだした。いくら吸っても、肺に空気を送ることができない。全身が酸欠で悲鳴をあげていた。とうとう足がもつれて無様に転んだ。アスファルトで擦すり傷をつくった。

　なにもかも、この身さえ、思うままにならないのか。

「これじゃ……このままじゃ！」




　　　　＊




　未来ガジェット研究所では、午前中からメンバーが集まっていた。

　ラボの居間には、まゆりとダル、そして岡部倫太郎がいた。

「ねぇ、オカリン。この色、ドクペみたいだよね」

　まゆりは新作のコスプレ衣装を見せた。

「ああ。まさに知性があらわれているな」

　岡部はコインランドリーに行かなかった。

　これから消えてなくなる人間が、洗せん濯たくをする必要もない。彼は、このラボで静かに、ドクトルペッパーを口にしながら、もっとも親しい者たちにかこまれて消えることを選んだ。たとえ自分が消失しても、即そく座ざに記憶を失うふたりが悲しむことはないから。

　もっとも愛する──消失した自分を忘れられない女だけを、遠ざけて。

　消失。

　事実上の死に直面した人間にとって、もっともつらいことは、死ぬことそのものではなかった。

　もう、なにもしてやれないこと。

　もう自分が、誰だれの役にも立てないこと。

　愛情が深いほど、その誰かを案じ、悲しませてしまうこと……。




　　　　＊




　紅莉栖は、それでも走りつづけた。

　やっと、大おお檜ひ山やまビルがある路地についた。

「岡部……岡部っ…………！」




　ずっとずっと前から知っている。

　ずっとずっと前から想っている。




「これからだって、ずっと……ずっと……！」




　悲しまないなんて、できるわけがない。

　忘れることなんて、できるわけがない。




『ブラウン管工こう房ぼう』の店先には、アルバイトと店主の娘むすめがいた。

「あ、お姉ちゃ……」

　挨あい拶さつをしようとした綯の前でターンした紅莉栖は、狭せまい階段を駆かけあがった。

　２階へ。開けっ放しの玄げん関かんドアをひらく。

　ラボに駆けこんだ。

「岡部っ……！」

　その紅莉栖の姿を見て、白衣の青年の唇くちびるが動きかけた刹せつ那な──




　　　　＊




　世界は、ゆらぐ。




　岡部倫太郎の輪りん郭かくが溶とけ、存在は、シュタインズゲート世界線から消失した。

　失認。

　ドクトルペッパーのペットボトルが床ゆかに転がった。蓋ふたは開いていた。たちまち中身がこぼれだした。

「わあ……まゆ氏！　ティッシュ、ティッシュ早くぅ！」

「はぁい」

　ダルとまゆりが、あわてて床をふきはじめた。




　紅莉栖は──




「ハァ……ハァ…………」

　玄関口で、立ったまま息を荒あららげる。

　心臓が破れそうだ。膝ひざがガクガクいっている。

「あ、紅莉栖ちゃんだぁ」

「ん？　どうしたん？」

　掃そう除じ中のまゆりとダルは、あらためて紅莉栖をふりかえった。

「あの人は……？」

「？　あの人？」

「あの人よ……」紅莉栖はたずねた。「いま、そこにいた……」

「だから、誰が？」

「だから……ほら、あの人よ。いつもいる……このラボの設立者の……」

「ラボの……？」

「それは僕だお」

　ふたりは、紅莉栖の言っていることがわからない、といったリアクションをかえした。

　紅莉栖は言葉に詰つまった。

　ぐっと拳こぶしを握にぎって、こらえた。ふるえる膝を叩たたく。意識の……氷の糸を保とうと。

　彼は、




「岡部……」




　紅莉栖は忘れなかった。

「え？」

「そうよ、岡部……」

　世界に抹まつ消しようされたはずの男の名を、紅莉栖は、叫さけび、世界に叫びつづけ、顔を覆おおって泣き崩くずれた。

　岡部倫太郎。

「ああっ！　ああっ…………！」

　嗚お咽えつする。

「紅莉栖ちゃん？　どうしたの！」

「痴漠にでも遭あったん？」

　とり乱した紅莉栖を前に、まゆりとダルが心配した。

[image: ]

　紅莉栖は顔をあげると、とたんに厳しい表情になって、居間を素す通どおりして開発室に踏ふみいった。

　転がっていたドライバーを握る。

「橋田！　あんたの携けい帯たい電話、貸して」

「えっ？　なんで？」

　迫はく力りよくにダルは気け圧おされた。

「いいから！　それから、すぐＳＥＲＮにハッキングかけて」

「ええっ？」

「早く！　やっぱり、こんなのまちがっている！　私は、こんなの認めない！　あんたが、なんと言おうと……」

　紅莉栖は忘れなかった。覚えていた。だから何度でも、やりなおそう。何百、何千回とタイムリープマシンを作りなおして。何百、何千回、岡部が消失しても。最後の１回、岡部が消えなければ勝利だ。失うものは、なにも、ない──

　意気ごんだ紅莉栖の手に、まゆりが手を重ねた。

「ダメだよ。紅莉栖ちゃん」

「まゆり……？」

「まゆしぃには、よくわからないけど……きっと、それはつらいだけだと思うよ」

　いったい、なにが、まゆりに、そんなことを言わせたのか。

　紅莉栖にはわからなかった。でも、まゆりは紅莉栖のことを見み抜ぬいていた。

　心の熱病にかかった、自分も、まわりも、なにも見えなくなった無様な女のことを。




　牧瀬紅莉栖は、このとき決心した。




　　　　６
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　蟬せみが、いまが盛りと鳴くころ。

　来日のスケジュールをこなしていった牧瀬紅莉栖に、もう、追いつめられた気持ちはなかった。むしろ忙せわしないことで心が救われた。仕事に追われるだけなのは楽で、簡単だ。２回目ともなれば講演の手て際ぎわがよくなる。前にトチったところを上手うまく修正できたのは、少しだけ気分がよかった。

　こんな無様な自分でも、うまくできることが、ちゃんとあることが。

「──行ってらっしゃい、紅莉栖ちゃん」

　ラボに顔を出してから仕事に出かけようとした紅莉栖を、間近に迫せまったコミマのコス作りに追われていたまゆりが見送りにでた。

「今日はバイト？」

「ううん」

　まゆりは首をふった。

「じゃあ……私、仕事が終わったら一度ラボにもどってくるから。いっしょにゴハン、行きましょ？」




　──岡部あんたの願いを受けいれよう。




　時間を弄もてあそび、過去を改変することをあきらめる。

　いま、この現実を現実として受けいれることを、紅莉栖は心に決めたのだ。

　もうタイムリープはしない。

　時間は不可逆だ。

　たとえ理論的には覆くつがえすことができようと、倫りん理り的に不可逆であるべきなのだ。

　この客観的時系列、３周目の世界で、ただ生きる。

　岡部倫太郎。

　このシュタインズゲート世界線に彼が願ったもの、守ろうとしたものを、彼という男の信念を紅莉栖だけが覚えている。

　孤こ独どくな生き方だ。

　それでも岡部が、紅莉栖が生きていることに充みたされて、紅莉栖を得ることをあきらめたように。

　紅莉栖もまた、こうして好きになった男とおなじ苦しみを味わうことで、せめて彼の無言の告白に対して、誠心誠意の返事をしつづけようと。

　あるかぎりの人生を費ついやして。




〈リーディングシュタイナー〉の過負ふ荷か状態によって、自分を失しつ認にんした岡部は、このシュタインズゲート世界線に留まれなくなった。

　都合のよい夢から覚めた男は、ただひとりだけ、都合の悪い世界線──Ｒ世界線に堕おちた。

（もう、考えるのはやめよう）

　ただ、先のわからぬ未来にむかって歩こうと。紅莉栖は、こんなカタチでしか岡部を独どく占せんできなかった。

　ビルから路地に出た紅莉栖の視界が、まぶしさに白く蒸発していく。

　目は、じきに慣れた。

　２階の窓から手をふるまゆりに、笑え顔がおで手をふりかえした。




　──これが岡部の願い……。




　そんな哀かなしい決意の姿を、『ブラウン管工こう房ぼう』の奥から睨にらんでいるミスターブラウンの存在に、紅莉栖は思いいたってはいなかった。未来ガジェット研究所の行く末にも。
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　午後。

　ラボのソファで衣装の仕上げにかかっていたまゆりは、かかってきた電話相手の言葉に、がっかりした反応をかえした。

「あ、ダルくん？　…………えーっ！　今日もラボに来ないの？」

『今日は雷らいネットの大会だし』

　ダルはカードゲームで盛りあがっているようだ。

「そう……」

『まゆ氏も来ない？　フェイリスたんとツインバトル萌もゆる！』

「うーん……でも今日、シフトじゃないから」

　まゆりは気乗りしない様子で、ダルに楽しんでくるように言うと、電話を切った。

　ひとりで。ラボの居間でコスプレ衣装を繕つくろっている。

「…………」

　ソファに坐すわって作業をつづけていると、ふと、まゆりは顔をあげた。




　──ダル！　実験開始だっ！

　──顔が近いっつーのっ！




　はっとして、あたりを見まわした。

　空耳……。

　ラボには、自分以外、誰だれもいなかった。

　まゆりが感じたのは漠ばく然ぜんとした居い心地ごこちの悪さだった。たいして広くない、物でゴチャゴチャしたラボなのに……なにかが足りない。

　それでも〈リーディングシュタイナー〉を持たない、被ひ観測者であるまゆりには、違和感としてしか認にん識しきされることはない。

　呼び鈴りんが鳴った。

「はい……？」

　玄げん関かんを開けると、戸口には桐生萌郁が立っていた。

「あの、まゆりさん……」

「？」

　あまり感情を顔に出さない萌郁が、そのときは深刻そうな表情をむけていた。

　悪い話だった。

「話があるって……店長が」




　　　　＊




「──つまり脳科学的には、夢という現象がなぜ起きるのか、夢が、なんのために必要なのかについては、正確な結論は得られていない。そうした説もあるのです」

　紅莉栖は演えん壇だんに立っていた。

　夢。

　それは脳が、記き憶おくを整理する過程で生じる現象だとも言われている。スリープ中でも脳は働いている。整理中だから因果関係はメチャクチャだ。夢に、辻つじ褄つまを求める者もいないだろう。デジャヴとは、意識は覚めていながら見る夢のようなものだと、紅莉栖は考えていたこともあった。

　だが、もしデジャヴが、別の世界線の記憶を思いだしている状態であるなら。

　夢のなかで。

　アトラクタフィールド理論を解した紅莉栖は、夢のなかで、自分が覚えていない別の世界線を思いだすこともあるのだろうか。岡部倫太郎を思いだすことがあるのだろうか。

　もし、そうなら。

　一生、夢を見つづけることができるだろう。眠ねむるのが楽しみになるはずだ。たとえ、どんな夢であっても。自分が死ぬ悪夢であっても。岡部のことを少しでも思いだせるなら。彼が愛し、救った別の世界線の牧瀬紅莉栖を、夢のなかで追体験できるのなら。

　もちろん、そんな夢を、聴衆に語ることはできない。

「つづきは次回の講義にさせていただきます」

　一礼する。

　聴衆は、ざわつきながら大教室を退出していく。

　紅莉栖は黒板消しを手にとった。

　──別の世界の記憶。

　他愛たわいのない講義中の冗じよう談だんとして記した板書を、消そうとしたとき。




　──エキゾチック物質、見つけてくださいよ！




　紅莉栖の脳のう裏りに声がフラッシュバックした。

「…………⁉」

　自分の声だ。

　岡部と……論争をした。この会場でだ。タイムトラベルは可能だとする岡部を、紅莉栖は、こてんぱんに論破した。天才少女が、ただの学生に対して。実に大人げのない意地悪をした。だって、あのときの鳳ほう凰おう院いん凶きよう真ま氏ときたら……。




　──岡部倫太郎。




　黒板に、その名前を刻む。

　忘れたくない。

　思いだしたい。これから何百、何千回、この名前を唱えよう。書きとめよう。

　そして、ひどく寂さびしくなった。もし自分が死んだら……世界は、岡部倫太郎を完全に忘れ去るのだろうか。

「ラボにもどって……晩ゴハン、まゆりと。どこ食べに行くか決めとかなくちゃ」

　想おもいをふりはらって、紅莉栖は白墨チヨークで書いた名前を消した。もう、誰にもふれてほしくなかった。静かに、このまま自分だけのものにしておきたかった。
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　灰黒色の雲が空にぶちまけられて、いびつなカタチにふくらんでいた。妙みような色の空だ。紫むらさきがかった、ひどく汚よごれた夕焼け。

「そんな……！」

　ソファに座り、まゆりが出してくれた麦茶に口をつけた紅莉栖が、本気なの、とダルにたしかめた。

「だって、しょうがないお」

　ひさしぶりにラボに顔をだしたダルは、ただ自分を慰なぐさめるように、つぶやいた。

「まゆしぃも、お小こ遣づかいを集めてみたんだけど、どうしても足りなくて……」

　朝は元気だったまゆりも、顔を伏ふせてばかりだ。

「だからって！」紅莉栖は声をあげた。「あきらめるの？　ラボがなくなるのよ？　家賃くらい、なんとかなるでしょ？」

　今日、大家のミスターブラウンから最後通つう牒ちようがあった。

　ダルは７月末までに払はらうべき８月分の家賃を滞たい納のうしていた。そして来月の家賃も払うあてはない。

　聞けば、ラボの家賃は決して高くなかった。むしろ都心部の相場を考えれば、悪あく霊りようのひとつやふたつ憑ついていて当然なサービス特価だ。

　それすら払えないというのでは、ミスターブラウンとしても、滞納が重なる前に契けい約やくを解除するのが、本人たちのためだと考えたのだろう。ダルもまゆりも、ここに住んでいるわけではない。それぞれ寝ね泊とまりする家はあり、追いだせば路頭に迷うというわけではなかった。

「なんで牧瀬氏が、そんなに怒おこるん……？」

　ダルにしてみれば、紅莉栖がラボの存続を、そこまで強く願うことが意外だった。

　岡部が消失したいま、ダルの認識では、未来ガジェット研究所を設立したのは自分であり、紅莉栖は『サイエンス』誌にも載のった天才少女だ。紅莉栖がこだわるべき場所は、学会などの世界的なステージであって、学生サークル同然の未来ガジェット研究所がどうなろうと、ぶっちゃけ些どうで事もいいだろう、と。

「私は……！」

　岡部のことを語るわけにもいかず、紅莉栖は言いよどむ。

　ところが、これがいけなかったようだ。ためらった相手の態度を見て、ダルはいったんはじめたものを簡単にあきらめるなという程度のチャチな正義感で、紅莉栖がものを言っているのだと勘かん違ちがいした。

「つーか……なんか最近になって急に、家賃払うのマンドクセって思うようになったんだよね」

「そうだったんだ……」

　本音を聞いて、まゆりの表情は沈しずんだ。

「カタチから入れば、なんかできるかも……って思ってはじめたラボだけど。結局、なんもなってないつーか。ここの家賃さえなければ、フェイリスたんのところに、もっとかよえるっていうか」

「でも、まゆりはどうなるの？　ここがなくなったら、どこに行けば……」

「まゆしぃは平気だよ。実家は池袋だし。バイトでお店に行くし。困ったら、るかくんもいるし」

「まゆり……」

　岡部の幼なじみ。

　まゆりは誰よりも強く、岡部と結びついていた。

　ふたりのあいだには絆きずながあった。重ねた時間の長さ、強さ──恋こいに時間は関係ないとは言うが、それでも紅莉栖は、まゆりに対して遠えん慮りよし、つまり意識はせずに嫉しつ妬としていた。そんな感情が、なかったとは言えない。




　──あなたは牧瀬紅莉栖。

　愛された別の世界線の牧瀬紅莉栖の、なれのはて。影かげであり、存在そのものが欠落でしかない、あなたにとっては。




「実はね……」まゆりは、彼女には似合わない哀かなしげな顔をむけた。「まゆしぃも思っていたんだぁ。なんか最近、ラボに来ても寂しいなあって」

　会話は途と切ぎれる。

　紅莉栖は、その寂しさ、違和感、欠落について説明することもできただろう。

　だが、まゆりに話すことを岡部は望むまい。

「…………」

「なんかね、なんか……足りないなあって……」

「えっ？」

　思わず、紅莉栖はソファから立ちあがった。

　まゆりに、迫せまる。

「足りないって？　なにが！」

　問いつめる。

　岡部は望むまい。

　だが岡部は、まゆりを大切に想っていたから。まゆりが岡部を忘れてしまったことが、不ふ憫びんだった。

　そして、寂しかった。

　孤こ独どくだった。

　決意から、ほんの10日ほどで、紅莉栖は、岡部を覚えているのが自分だけである状じよう況きように耐たえられなくなっていたのだ。これが何年、何十年とつづくことなど、その苦痛は想像もつかなかった。

「わからないけど……」

　まゆりの返事に、紅莉栖はあからさまに落らく胆たんする。

「そう……」

「？」

　紅莉栖はムリをして笑え顔がおを作った。

「そうよね！　まゆりは、こんなところで……橋田こんなのとふたりでラボやってても、しょうがないわよね！」

「こんなのとか言うなよぉ」

　ダルは情けない声を漏もらした。

　まゆりとダルには、メイド喫きつ茶さの常連とメイドという以上の接点はない。岡部という共通の知りあいを通じて、交流を深めたのだ。

　その岡部の存在がなかったことになった以上、ふたりの関係は、どれほど世界が記き憶おくを上書きして辻つじ褄つまあわせをしても、脆ぜい弱じやくなものでしかなかったのだろう。




　ダルが帰宅し、まゆりと紅莉栖もラボをあとにした。

　中央通りに出て、地下鉄の末すえ広ひろ町ちよう駅の入り口で立ちどまる。

「じゃあね」

「うん……紅莉栖ちゃん、あのね……ラボも、すぐになくなるわけじゃないし。なにかあったらメールするね？」

「うん」

　まゆりが駅の階段を降りていく。

　見送りながら、紅莉栖は、もう彼女と、心から笑いあうことはできないのではないかと思った。そんな気がしたのだ。どこまでも……不安には底がないのだから。
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　紅莉栖は、夜の公園にいた。

　孤独の牢ろう獄ごくみたいなホテルに帰る気にはならず、かといってラボにもどるのも具合がわるく、どこかの店に行こうという気分でもない。こんなとき、お酒に逃にげられたら、さぞかし楽だろう。だが紅莉栖は酒さけ癖ぐせの悪さを自覚させられている。というか未成年だ。

　ベンチに坐すわって、天を仰あおぐ。

　夏。

　ひどく幼いころの記憶が、脳のう裏りに蘇よみがえった。

　あれは夏休み、青あお森もりの田舎いなかの景色だ。満天に、見たこともない数の星が鏤ちりばめられていた。天の川という言葉を、はじめて現実として観測した。

　──手が届きそう。

　興奮する紅莉栖が、星座早見盤ばんのつかいかたを教わった……あれは牧瀬章しよう一いちだった。夏の大三角形。パパとママと私の１等星。紅莉栖を愛してくれていたパパだ。

　たぶん牧瀬章一は、娘むすめを物理学者にしたかったのだろう。宇宙のこと、空間と時間、重力、質量、光の性質といった基き礎そ的なことは、見あげればそこにある銀河の星々を教材にして教わった。光速度一定の法則とか、特とく殊しゆ相対性理論とか、ブラックホールなんていう言葉を知ったのも、そのころだ。

　いま。

　たとえ晴れていても星は見えない。

　そこにあるのに見えない。都会の明かりは、粗そ暴ぼうで、まぶしすぎて、千せん万まん光年の彼方かなたから届いた色しき彩さいなど、塗ぬり消してしまう。




　すべての光が混ざりあえば白になる。

　すべての色が混ざりあえば黒になる。




「これが現実……これが世界……」




　これが、岡部が望んだ世界。

　これが、岡部の愛情の証あかし。紅莉栖が、いま欲しいもの。




　受けいれるのだ。

　この苦しさがつづくかぎり、紅莉栖は、岡部を忘れないだろう。

　手をのべる。

「見えなくても……手が届きそう……」




　星屑の握手スターダスト・シエークハンド。




　そのネーミングセンスは、いかにも岡部だな、と思った。まゆりは小学校６年生のとき、お婆ばあさんを──

　見えない星を仰いだ視界を、ふいに影がさえぎった。

「⁉」

　紅莉栖は、思わずのけぞった。

　影……阿万音鈴羽はベンチの隣となりに坐った。まだ人通りのある時間だったが、タイムトラベラーは堂々と身をさらして、隠かくれる様子はない。

「一応、挨あい拶さつしとこうと思って」

「え？」

「帰ることにした」

　未来に。２０３６年に帰る。鈴羽は淡たん々たんと告げた。

「そう……」

　来るべきものが、来た。

「岡部倫太郎は消えちゃったし。きみは、それを受けいれるって言うし。なら、この時代にあたしがいても、もう意味やることがない」

「そうね」

　紅莉栖は乾かわいた言葉をかえした。

　鈴羽は、チラリと紅莉栖の顔色をうかがった。

「最後に、もう一回だけ訊きくよ。牧瀬紅莉栖……気持ちは変わらない？」

「…………」

　紅莉栖は無言。

　なにかを口にすれば決意がゆらぐ気がした。壊こわれる気がした。

「……残念だけど。これ以後、岡部倫太郎が、このシュタインズゲート世界線に現れたという記録はない。つまり、あたしが帰ったら、きみはもう一生、岡部倫太郎には会えないんだ」

「…………」

　わかっている。

　そんなこと、わかっている。でも、それが岡部の望みなのだ。存在いのちとひきかえの願いなのだ。

「それでも、いいんだね？」

「岡部は言っていた」紅莉栖は自分に言い聞かせた。「過去改変はするなと。それだけは、なにがあっても……私も、それには賛成。過去改変はリスクが……」

「そんなこと訊いてるんじゃない。いまの、きみの気持ちはどうなの？」

　鈴羽のひと言が、紅莉栖をゆるがす。

「私の……気持ちは変わらない。科学者は……理論と倫りん理り、信念に基もとづいて行動するべきよ。欲よく望ぼうに……感情に左右されることは、あってはならない」

「…………！」

　紅莉栖の言葉に、鈴羽はムッとしてみせた。

　耳にタコうんざりだ。

　顔に、そう書いてあった。紅莉栖にしてみれば、こんなことを鈴羽と議論したことはないはずなのに。

　──ああ……そうか。

　紅莉栖は、だが、すぐに納なつ得とくした。

　鈴羽は、未来の紅莉栖と……。

「やっぱり、こうなっちゃうのか」

　ベンチから立ちあがった鈴羽は、お尻しりを払はらうと言い捨てた。

「？　どういうこと……」

「きみはさ。将来、タイムマシンを作るんだよ……？」

　鈴羽は１周目の紅莉栖が作ったタイムマシンに乗ってきた。

　それは、とりもなおさず１周目、はじめてシュタインズゲート世界線を生きた牧瀬紅莉栖が、タイムトラベルによる過去改変を目指したということにほかならない。

　これは悪あく魔まの囁ささやきだ。踏ふみしめていたはずの足元が、砂になって、波に浚さらわれて流れだしていく感じがした。

　未来の紅莉栖──１周目の紅莉栖が、阿万音鈴羽という代理人を介かいして、３周目の紅莉栖の美しい決意を阻はばもうとしているのか。

　過去から未来へ。

　未来から過去へ。

　いいや、もはや紅莉栖にとっては、岡部倫太郎との出会い──β世界線における２０１０年７月28日から、世界線をまたいで、ここに至るまでのすべてが〝いま〟だ。

「私は、岡部の信念とともに生きつづける」

　たとえ重なりあう記憶に潰つぶされたとしても。過負ふ荷か状態で、海馬体が悲鳴をあげて脳が焼けつこうとも。牧瀬紅莉栖は、ゆるがぬ科学者の理性で……。

「…………」

「未来の私は……もう、私を裏切れないわ」

　１周目の牧瀬紅莉栖は、鈴羽のタイムトラベルによって、厳密にはいなかったことになったはずだ。

　あとは、いま、ここにいる牧瀬紅莉栖が。

　15年後の２０３６年において２０１１年の紅莉栖を裏切らなければいい。美しい決意を裏切らなければいい。

「──人に裏切られるより、自分に裏切られることのほうがショックよね。まさか、こんなカタチで……」

「ううん。きみは一度も自分を裏切っていないよ」

　鈴羽が言った。

「…………？」

「あたしが知る未来の牧瀬紅莉栖はタイムマシンを作った。でも、その使用を許可しなかったんだ」

「どういうこと……？」

「未来のきみはタイムトラベル実験を中止した。すべての計画を凍とう結けつして、父さんに頼たのんでタイムマシンを封ふう印いんしたんだ。それが岡部倫太郎の意志なんだって言ってね」

　いまの紅莉栖と、おなじように。

「じゃあ……阿万音さん、タイムトラベルはあなたが独断で？」

「そうだよ。未来のきみは怖おじ気づいたんだ」

「！」

　自分の死など怖こわくない。実感がないから。

　それよりも岡部が、たしかに命そんざいとひきかえに守った理想──シュタインズゲート世界線から外れてしまうことのほうが、はるかに怖かった。

　このシュタインズゲート世界線にいるかぎり、紅莉栖は、岡部を忘れないだろう。

　紅莉栖だけは忘れない。

　もし、岡部に逢あいたければ──




　夢を見よう。

　デジャヴを感じよう。




　それこそ別の世界線での記き憶おくだ。かけがえのない日々だ。これから一生をかけて思いだそう。とりもどそう。

　すべての記憶を思いだしたとき、紅莉栖の岡部への想おもいは美しく成じよう就じゆしたはずだ。

「──と、いうのが未来のきみ。永遠の19歳になった男を想いつづける、厨ちゆう二に病びようをこじらせた元・天才少女」

「！」

　あえて嘲あざけるような言葉に、紅莉栖は歯を嚙かみしめた。

　羞しゆう恥ちと怒いかりで、声はふるえた。

「なら……！　どうして、あなたは過去に……！」

　言いかえそうとした紅莉栖の言葉に、鈴羽は無造作に声をかぶせた。

「……つまりね。きみは矛む盾じゆんしつづけるんだ。岡部倫太郎を助けたい、また会いたいから過去に行く方法を考えて、タイムマシンまで作ったのに。結局、自分の気持ちに素す直なおになりきれずに、やめてしまう。そんな中ちゆう途と半はん端ぱをくりかえすんだよ」

　鈴羽の父親は、橋田至だ。

　未来のダルも岡部を思いだしたはずだ。ダルと鈴羽は相談し、独断でタイムトラベル実験をおこなったのか。

　消失した岡部倫太郎という男の実在を、観測するために。

　彼を、助けるために。思い出を。あの未来ガジェット研究所の設立者を、とりもどすために。

「だから昔のきみなら……若いころの牧瀬紅莉栖なら、自分の気持ちに、もっと正直に行動してくれるんじゃないかって思って。期待していた。でも牧瀬紅莉栖は牧瀬紅莉栖……やっぱり、わからずやだった」

「なによ……さっきから、なんなのよ！　その言いかた……！」

「事実だよ」

　鈴羽の態度に、紅莉栖は強い反感を抱いだいた。

「あなただって……聞いてたでしょ？　自分が消えてなくなる……その際きわに岡部が言ったことを！　彼が命がけで望んだことなの……どうしようもないじゃない！」

「そうやって、いつも冷静な判断をしたフリをする。イライラすんだよね……きみといると」

「それは私もおなじ！」

　睨にらみあう。

　きっと２０３６年でも、そうだったのだろう。ふたりの議論は平行線だった。




　長い沈ちん黙もくのあと。




「あたしはね」鈴羽はトーンダウンした。「あたしの動機は薄はく弱じやくなんだ」

「…………？」

　仰あおぐ。

　まぁるいお月様を。

「だって、あたしは岡部倫太郎が消失したあとの世界で生まれたから。岡部倫太郎が実在したことのほうが、あたしにとっては不自然なんだ。別の世界線で、あたしは、やっぱりタイムトラベルをして、ラボのみんなとも会っていたみたいだけど。そのことを夢でもデジャヴでもいい、思いだしてみたいなとは思うよ……？　でも、それはただの好こう奇き心なんだ。情念じゃないんだ。あたしは岡部倫太郎を失ったわけじゃないから」

　それもまた一種、疎そ外がい感だったのかもしれない。

　紅莉栖は１周目の２０３６年を想像した。

　鈴羽にしてみれば、自分だけが岡部のことを知らないのだ。なのに身近な者たちは、みな、その男のことを思いだして悩なやんでいる。

「…………」

「岡部倫太郎って誰だれなのよって……思うでしょ。気になるでしょ？」

　鈴羽がタイムトラベルした動機は、おおむね、そういったところが出発点だった。

「岡部は……岡部よ」

「あたしの誕生を予言してラボメンバッジを贈おくってくれた、ふしぎな人。だったら会ってみたい……でも、その程度なんだよね」

　それは噓うそだ。

　紅莉栖は感じた。鈴羽は……たぶん未来のみんなのために、紅莉栖のために、こうして危険を冒おかしてタイムトラベルした。

　愛する男を失って、失ったことすら忘れさせられて四半世紀を生きながらえ、やっと思いだしたのに、男への想いでがんじがらめになって、身動きがとれないまま、みずから手段を断った。

　そんな未来の紅莉栖の選せん択たくが、許せなかったのだろう。

　この可能性ばかりに充みちた18歳の少女には、加か齢れいし疲つかれはてた女の選択が、是ぜ認にんできなかった。

「きっと……阿万音さん。あなたと未来の私は、歳としの離はなれた、いい友人だった……」

　未来のことを、過去形で、推おし量る。

　天才少女の頭脳であっても消しよう耗もうしていく。

　これが〈リーディングシュタイナー〉の過負荷状態。その、障さわりなのだろう。

　もう岡部倫太郎はいない。

　それでも世界は動いている。

　どんな違和感も塗ぬり消してしまう、膨ぼう大だいな情報ひかりのなかで時間は流れている。

　──どうしようもないじゃない。

　考えをまとめることもできず、無言で背をむけて、紅莉栖は夜の公園をあとにしようとした。

「でも、きみはタイムマシンを作るよ」

　鈴羽が告げた。

　何十年かかっても。19歳の自分を裏切っても。

「…………」

「大切なのは、なに？　科学者の自尊心？　倫りん理り観？」

「過去改変はしない！」紅莉栖は叫さけんだ。「ここはシュタインズゲート世界線なの！　絶対に、世界線が移動してしまうようなことは……！」

「そんなこと、どうでもいいよ」

「ッ！」

　ガラス細工のように繊せん細さいだった岡部倫太郎のイメージを、悪あく魔まのタイムトラベラーは、言葉の暴力で容よう赦しやなく叩たたき割った。
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　秋葉原駅前、ラジ館。

　すでに店てん舗ぽが閉へい鎖さされて、ひとけのない解体前のビルの屋上に、それは隠かくされていた。

　ざっと高さ五、六メートル。光学迷めい彩さいのシートを剝はがすと、電池パネル付の人工衛星といった形状の機械が鎮ちん座ざしていた。

　α世界線では、ディストピアの施し政せい下でレジスタンスが作ったタイムマシンは、空間座標の計算が不十分で、ラジ館の屋上に突つき刺ささっていた。だがシュタインズゲート世界線は、おおむね退たい屈くつな世界だ。未来の紅莉栖とダルは、しっかりした設備によってタイムマシンを開発したのだろう。

「これがタイムマシン……？」

「乗って」

　二重ハッチを開けると、鈴羽は昇降機タラツプをあがって機体に乗りこんだ。

　紅莉栖は躊ちゆう躇ちよした。

「待って。私は……過去に行くなんて決めてない」

「じゃあ、いま決めて」

　そもそも紅莉栖は、なぜ、ここに来てしまったのか。決意したはずなのに……。

「…………」

「携けい帯たい雷話は置いていって。混線するから」

　ためらう紅莉栖の沈黙をいいことに、鈴羽は強ごう引いんに話をすすめた。

　混線とは。

　自分が生きていた過去にタイムトラベルすると、その時代に、おなじ人間がふたり存在することになる。すると、おなじ番号の携帯電話が２台、存在しうることになる。過去の自分と出会ってしまうと重大なタイムパラドクスを生じるように、携帯電話の混線も同様のリスクがある。

　携帯にロックをかけて屋上の物もの陰かげに隠すと、紅莉栖は昇降機に足をかけて機内に乗りこんだ。

　タイムマシンの内部は、近未来的な宇宙ロケットの司令船を思わせた。座席シートは中央にひとつ。

「こんなこともあろうかと……」

　鈴羽が、座席とむかいあう位置にあった補助席をひきだした。

　二重ハッチを閉じると、機内はモニタと補助灯が照らすだけの暗い密室になった。

　剝むきだしのスイッチ類るいをひっかけないように気をつけながら、紅莉栖は補助席についた。すっぽりと身体からだが包みこまれる感じがした。

「本当に、可能だと思うの？」

　手て際ぎわよく操作盤コンソールを弾はじく鈴羽に語りかける。

　半信半疑だ。

　こうしてタイムマシンに乗ってしまった自分の選択も、正しいのかどうか、まったく自信がない。

　タイムマシンで過去に遡さかのぼって介かい入にゆうし、岡部倫太郎の消失を防ぐことができるのか。

　過去改変によってシュタインズゲート世界線から外れることは、信念に悖もとる。そんなこと絶対に、あってはならないのだ。

「未来のきみは、理論上は可能だと言っていた」

　鈴羽は作業をつづけながら答えた。

「理論？　どんな」

「あたしは介かい在ざい者だから。２０３６年の高等教育と特とく殊しゆな訓練は受けているけど、物理学者じゃないし、天才少女とか呼ばれたこともない。たぶん、きみを満足させられる説明はできない。あとはきみが、やるかやらないか」

「私も……不可能だとは思わない」

　紅莉栖は未来の自分の真意を探さぐった。

「あれ？　そうなんだ」

　鈴羽がタッチパネルを弾いた。

　半透とう過か式のモニタに、３段に分かれたタイムコードが表示された。
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　上段が、鈴羽がタイムトラベルした、もとの時刻。

　中段は、直近のタイムトラベル先の時刻。そして下段が、タイムマシンが現在、存在する時刻だ。これは刻々と進んでいる。

　これらが阿万音鈴羽が認にん識しきしている範はん囲い。実に四半世紀にわたる幅はばのある〝いま〟だ。

　対して紅莉栖も、もし岡部倫太郎の消失という問題にあたるのであれば、自身の主観的時系列における〝いま〟を拡張しなくてはならない。

　それは２０１０年７月28日、β世界線での出会いにはじまって、ここにいる自分につながる十と重え二は十た重えの世界線のループだ。すべてを〝いま〟として認識できたとき、はじめて未いまだ見ぬ、紅莉栖が願う理想の世界線が、つまびらかになるだろう。

　不可能ではない。

　だが、そんなことが本当にできるのか。

「未来のきみの〝とっておき〟をつたえるよ」

　鈴羽は伝言した。

「とっておき……？」

「たしかに過去を改変すれば、世界線が動いてしまう。だから……〝起こった事実を変えずに、岡部倫太郎の記き憶おくだけを変える〟」

「記憶を……？」

　未来の自分の理論を。あきらめた想おもいを。

　心を。紅莉栖は、なぞろうとする。




　あらゆる世界線のなかで。

　岡部倫太郎──〈リーディングシュタイナー〉の男は、さまざまな人の記憶を、彼らとの縁えにしをひきずりながら旅してきた。

「岡部倫太郎は、別の世界線の記憶にひきずられて、このシュタインズゲート世界線を、現実の世界線として認識できずにいる」

　鈴羽は語った。

　彼にとっては、命の危機というフレーバーを利きかせたアトラクタフィールドαないしβにおける記憶のほうが、より印象強くリアリティがあるのだ。平和で退屈な〝理想の〟シュタインズゲート世界線では、生きているという実感、リアルタイム感が希き薄はくになっていた。

　それが岡部倫太郎と〈リーディングシュタイナー〉の脆ぜい弱じやく性だ。

「──だから彼は失しつ認にんした。言い換かえれば、それら別の世界線という〝負〟の記憶を閉じこめたＲ世界線のほうに、いずれ岡部倫太郎の自己認識は帰着してしまう」

　厖ぼう大だいな海に落とした、ひとしずくの血のように。

　溶とけてしまえば、もう岡部倫太郎を彼として視みわけることはできない。

　肉体によって担保されなくなった岡部の意識が、脳の過負ふ荷か状態によって自分すら失認したとき、彼を構成する〈リーディングシュタイナー〉の全情報は、シュタインズゲート世界線から０・０００００１％だけズレた、もつれあう対ついの二に重じゆう螺ら旋せん──世界によって忘れさせられた記憶のゴミ箱であるＲ世界線に、拡散していってしまった。

　鈴羽の言葉に、紅莉栖は胸を抉えぐられる。




　──あなたは牧瀬紅莉栖。

　岡部が好きになったのは、α世界線の紅莉栖。

　岡部が殺し、救ったのは、β世界線の紅莉栖。

　シュタインズゲート世界線のあなたではない。




　記憶を印象づけるのは、ともなった行こう為いと、そのリアリティだ。

　岡部は〝都合の悪い牧瀬紅莉栖（αないしβ）〟に惹ひかれて、より印象深い女たちのもとに赴おもむいてしまった。

「この、あたしたちにとって不都合な状態を脱だつするためには」鈴羽は結論づけた。「シュタインズゲート世界線だけが特別な世界線であり、ほかとは〝あきらかにちがう世界線〟だということを、あらかじめ岡部倫太郎に認にん識しきさせればいい」

　それが、未来の紅莉栖の結論とっておき。

「過去にもどって、岡部の記憶を……」

　紅莉栖は察した。

　そのためにタイムマシンを作ったのだ。客観的事実を変えずに、岡部の主観的記憶──感じかたを変える。記憶のタグを強きよう烈れつなものにつけかえる。

「その通り。別の世界線よりも強力な記憶をひとつ、植えつける。そうすればシュタインズゲート世界線が、ほかの世界線とは、あきらかにちがうものとして岡部倫太郎の脳にインプットされる。〈リーディングシュタイナー〉の過負荷状態からも解放される」

　影えい響きようは受けるだろうが、ゆらぎは致ち命めい的にはならないかもしれない。強力な記憶によって楔くさびを打ち、自己認識をつなぎとめることができれば。

「可能性はある……さすが未来の私ね」

　紅莉栖は無意識に自画自賛していた。

「そこまでわかっていたのに、未来のきみは、タイムマシンで過去に行こうとはしなかったけどね」

　鈴羽は苦く笑しようを浮うかべた。

「それは科学者としての良心よ。むしろ褒ほめるべきところね」

「きみ、もしかしてナルシスト？」

「失礼ね。そんなんじゃないわ。私は……ただの科学者よ」

　紅莉栖がツンとすると、鈴羽はムッとするというよりは、やれやれといった感じで肩かたをすくめた。

「そんなところも、そっくりだ。あたりまえか、同一人物なんだから……さぁ、行くよ。西せい暦れき何年何月何日、何時何分何秒に行く？」

「えっ？　決まってないの？」

　これには意表を突つかれて、紅莉栖は困こん惑わくした。

　てっきり未来の自分は、そこまで計画していたのだと思った。自分は、それを実行するだけなのだと。

「それは２０１１年の自分きみのほうが、よく知っているはずだってさ」

「…………？」

「岡部倫太郎の脳に、この世界線だけの強力な記憶を植えつけるためには、いつがいいか……」

　操作盤に手を置くと、鈴羽は指示をうながした。
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　人の、縁は。

　世界に消されてしまった、あの海を越こえて届いたまゆりの手紙エアメールが、時を超こえて思いだされ、紅莉栖の〝いま〟を、さらに６年前へと導いた。

「２００５年……根こん拠きよは？」

「根拠ってほどのものじゃない。だけど……まゆりから聞いた話」

　──まゆしぃはオカリンの人ひと質じちなのです。

　そういう設定になった年だ。

　椎しい名なまゆりが手紙で教えてくれた。祖母を喪うしなって失意するまゆりの心を、中学生の岡部がつなぎとめてくれたのだと。

「…………は？　それだけ？　ていうか、なにそれ？」

　鈴羽には意味がわからない。そこに紅莉栖が、どう関係するというのだ。

「強力な記憶は、強力な出来事と関連づけて残るもの。たとえば肉親、とくに親しい人が亡なくなった日の天気とか、食事を覚えていたりするでしょ？」

　根拠はない。

　ただ、その日が岡部にとって一生忘れられない日であったことは、まちがいない。紅莉栖に、ほかの選せん択たく肢しはなかった。

「う～ん……？　まぁ、あたしにはアテもないし……行くよ！　かなりのＧだから覚かく悟ごしてね」

　鈴羽はタイムコードの中段に２００５年の日付を確定させた。

　起動。

　紅莉栖は深く坐すわりなおしてショックに備えた。座席シートにエアが注入されて、下半身を包みこんで圧あつ迫ぱくする。




　光はチカラを宿す。




　重力歪わい曲きよく装置、２つのミクロ特異点、カー・ブラックホール。

　メカニズムは連動し時間をたぐる。




　ふっ




　時の、欠片かけら。




　紅莉栖は思わず目を閉じた。

　すべての光が重なったとき、世界は白くホワイトアウト──




　あらゆる可能性のなかに、あふれだしていった。







　Chapter 4




　　　　１




　時の欠片は失うせていき、ついにタイムマシンが目的の時間遡そ行こうを完かん了りようしたことを知らせた。

　モニタ下段に表示された現在時刻──それと中段の行き先タイムコードが重なり、そして時間は流れはじめた。
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　強烈なＧが治まっていった。

　下半身を圧迫していた座席シートからエアが抜ぬけていく。激しいスポーツとは無む縁えんだった天才少女の心臓のポンプは、脳から末まつ梢しように至るまで、なんとか活力を回復しようと働いていた。血液は人体の電源だ。ニューロンだのシナプスだのが難しいことを考えようとしても、血管コードが断線すれば、どんな天才の脳もブレーカーが落ちた家ラボのパソコンになりはてる。

「くっ……」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　メインシートに坐った阿あ万ま音ね鈴すず羽はは、ケロッとした様子で操作盤コンソールを弾はじきながら、へたばっている補助席の同乗者を気づかった。

「平気……ジェットコースターの、ひどいやつだと思えば……」

　紅く莉り栖すは気合いで立てなおした。鈴羽が受けたという特とく殊しゆ訓練とは、宇宙飛行士のプログラムかもしれない。

　タイムトラベル──そんなの、ブラックホールを通過するがごとき行為だ。事象の地平線は、どこに行った。Ｇがすごいとか、そんな程度ですんだことに驚きよう嘆たんするしかない。

　外部カメラには、さっきまでとおなじラジ館の屋上が映っていた。

「念のため訊きくけど……６年前のきみは、この時期、どこにいたの？」

「秋葉原には、いないわね」

　紅莉栖は答えた。過去の自分と遭そう遇ぐうするリスクはないだろう。

「であれば、よし。ええと……一応つたえておくよ。まず、ここは、もといた世界線とは厳密にはちがう世界線」

「……そういうことになるのよね」

「タイムトラベル自体が世界線変動率に影響を与あたえるはずだからね。でもタイムトラベルだけなら、変動はわずかのはずだし、あたしたちが認にん識しきできるほどの変化もないはず。だから、ここは広義のシュタインズゲート世界線だと言っていい」

　鈴羽が告げた。

　言わばアトラクタフィールド・シュタインズゲートとも表現できる範囲。まゆりと紅莉栖が２０１０年に死なない世界の、ひとつだ。

「…………」

「きみは、これから、この世界線で起きた事実を変えずに、岡おか部べ倫りん太た郎ろうの記き憶おくを変えるんだ」

　印象を──過去の岡部の記憶を書き換かえる。

　やっとＧの影響が落ちついてきて、紅莉栖は考えはじめた。

　かつて岡部は、まゆりや紅莉栖の死の収束を回かい避ひするために、過去改変によってアトラクタフィールドを脱しようとした。

　だが、これから紅莉栖がなすべきことは、少し、ちがうだろう。

「シュタインズゲートを脱だつ出しゆつするんじゃない……維い持じしなくてはならない」

　岡部の信念を尊重すること。それが紅莉栖にとって譲ゆずれない条件だ。

「そう。そしてきみは知っているはず。仮にタイムマシンで過去を改変しても、世界は収束してしまうことを。あらゆる強ごう引いんな手段でもってね。つまり言いかたを変えれば、広義のアトラクタフィールドを維持する上で、過程は一から十まで、まったくおなじである必要はない」

　事実が変わらなければいい。

　紅莉栖は、問題解決のとっかかりとなる情報を、記憶から検けん索さくした。

　サンプルケースはあった。過去改変の先達である狂きよう気きのマッドサイエンティストのことだ。

「たとえば……β世界線で、阿万音さん……おそらく、あなたとタイムトラベルをした岡部は、ラジ館で、カプセルトイのマスコットをすりかえた」

　本来、まゆりがひくはずだったレアの『メタルう～ぱ』を、タイムトラベルした岡部が先に出してしまうことで、まゆりがひいたのはプラスチックの『う～ぱ』になった。この過去改変が、めぐりめぐって中なか鉢ばち博士のロシア亡命とタイムマシン開発を阻そ止しし、第３次世界大戦を防いだ。

　動かせない事実と、問われない過程。

　この場合、アトラクタフィールドβの年表にある客観的事実は「まゆりが『う～ぱ』をひくこと」だったと考えられる。ひいた『う～ぱ』の種類は、世界には問われなかったのだ。

　紅莉栖の死の収束についても、「７月28日に、ラジ館で、岡部が血だまりに倒たおれた紅莉栖を観測」し「ダルにメールを送った」……これらが客観的事実だ。この事実を変えずに紅莉栖を生かすために、タイムトラベルした岡部は、過去の自分を欺あざむいた。スタンガンで気絶させた紅莉栖を、自分の血だまりに寝ねかせて、その姿を過去の自分に観測させたのだった。

「その場合も……岡部倫太郎は事実を変えずに、きみの死の収束を回避したってことだね。おそらくタイムトラベルした岡部倫太郎が、もといた時間に帰き還かんした時点で、世界はシュタインズゲート世界線に移動したことになる。β世界線のあたしは……第３次世界大戦の可能性とともに、なかったことになった」

　鈴羽は複雑な気持ちだったろう。別の世界線の自分が背負った任務もまた、一種の自己犠ぎ牲せいだった。

「今回も……事実を変えずに過程を変え、岡部の記憶を変える。でも収束を回避する必要はない。いいえ、してはならない」

「別のアトラクタフィールドに移動しちゃうからね。ただでさえ、このシュタインズゲート世界線はゆらぎの世界線──脆ぜい弱じやくなんだ」

　リスクだ。

　この理想の世界線の堤つつみは、とても脆もろく、おそらく簡単に決けつ壊かいする。

「記憶はコントロールできない。岡部自身には、どうすることもできない。だからタイムトラベルした私が、この世界線で、過去の岡部に、強力な記憶を植えつけることができれば……！」

　二重ハッチがひらいた。

　足元をたしかめながら、紅莉栖は昇降機タラツプを踏ふんでラジ館の屋上に降り立った。

　あたりを見まわす。

「少し……ちがう」

　秋葉原の街並みは、２０１１年とは大きく異なっていた。

「そこの高層ビルは完成しているけど、むこうのクローズフィールドとか、反対側の駅前は工事中みたいだね」

　鈴羽が２００５年の地図をたしかめた。大おお檜ひ山やまビルと『ブラウン管工こう房ぼう』は存在するが、当然、未来ガジェット研究所とラボはない。

　紅莉栖が秋葉原でやれることは、なにもないだろう。

「あとは、きみ次し第だい。携けい帯たいがないから連れん絡らく方法は……」

「待って？　私次第って、どうすればいいのよ」

　協力してくれないのか？　紅莉栖は抗こう議ぎの意を示した。

「言ったよね。方法は、あたしにはわからない。どうすれば過去の岡部倫太郎に強い記憶を植えつけられるのか。それは、きみのほうがわかるはずだって」

「未来の私が……言っていた？」

「うん」鈴羽にしても委ゆだねるしかなかったのだ。「これはね、牧まき瀬せ紅莉栖……きみの問題なんだ。あたしが知っている未来の牧瀬紅莉栖と、ここにいるきみの……葛かつ藤とう」

　岡部倫太郎を、得るか、あきらめるか。

「阿万音さん……」

「あたしは19歳のきみに期待した。だから過去に来たんだ。あとは、きみが選せん択たくするだけ」

　たむけの言葉が、凛りんと、紅莉栖の心に響ひびいた。




　ぽつり──




　頰ほおに滴しずくが落ちる。

　そうだ──紅莉栖は思いだした。この日、東京は雨のはずだった。




　　　　２




　秋葉原から電車を乗り継ついだ紅莉栖は、最も寄より駅に到とう着ちやくした。

　あの〝人質〟設定をめぐる、なれそめを記したまゆりからの手紙は、岡部の消失後、ただのクリスマスカードとして記憶をすりかえられていた。それでも、まゆりの実家の住所は紅莉栖のアドレス帳に残された。池袋サンシャインの東側、広い霊園に面した住宅地だ。だが、すでに消失した岡部の住所は手に入れようがなかった。

　掲示された地域地図をたしかめる。

　配達のバイクが、排はい気き音を噴かして通りすぎた。

「＊丁目……」

　懐しい印象がする商店街から路地にはいった。携帯があればナビがつかえるのだが。紅莉栖には土と地ち勘かんがない。西も東もわからず、ちょっとだけ昭和時代の苦労を味わった。人にたずねればよいのだが、無用な接せつ触しよくは避さけたかった。

　──『椎名』。

　ようやく紅莉栖は、まゆりの実家を見つけた。

「この近くのはずだけど……」

　岡部とまゆりは幼なじみだ。家も近所だと聞いている。

　紅莉栖は表札を１軒１軒たしかめていくしかなかった。そうこうしているうちに、とうとう雨が降りはじめた。

「岡部を見つけて……どうするの？」

　自問する。

　どうやって話す？　なにを？　もし失敗すれば……。

　あの言葉が脳のう裏りをよぎった。





──それは苦しみを重ねるだけだ。

　　ひとつの過去改変は、別のなにかに、かならず影えい響きようを及およぼす。

　　すべて自分の都合のいいように改変されることなど、決して、ない。






　立ちつくした。

　冷たい雨が、紅莉栖の心の火種を消し去っていく。

　罪悪感。

　焚たきつけられて……勢いこんで、岡部への想おもいに火をつけてタイムマシンに乗りこんではみたものの。これから自分が試みることが、やはり罪に値あたいする行こう為いだと思えてきて、紅莉栖は、ここまで来て躊ちゆう躇ちよした。

　犯罪。

　いいや、ちがった。世間がどうのではなかった。

　これは裏切りなのか、否いなか。

　紅莉栖を躊躇ためらわせるのは、彼が、どう思うかだった。それだけだった。

　早くも、本降りになった雨のなかを、とぼとぼと、いつしか表札をたしかめることも忘れて歩いていると、いきなり交通量が増えた。

　歩道とガードレールがある広い道路のむこう側を、右から左に、傘かさが歩いていく。

　ひとめで、わかった。




　岡部倫太郎。




　行き交かう車のむこうにいる過去の岡部は、もちろん紅莉栖に気づいていない。

　たとえ視界にはいったところで記き憶おくにも残らないだろう。牧瀬紅莉栖は、中学生の岡部にとっては未いまだに赤の他人──通りすがりだ。

「おか……」

　紅莉栖は挙げかけた手を握にぎりしめた。

　考えなしに接することはできない。だが、どうすればいい。それを考える前に出会ってしまった。

　中学生の岡部は早足で歩いていく。

　見失うわけにもいかず、紅莉栖は下手へたな尾び行こうをはじめた。むこうにわたろうと、ガードレールが途と切ぎれたところでダッと車道に飛びだした。

　岡部は歩いていく。

　傘をさしているので紅莉栖には気づいていない。

「岡部っ……！」

　声に、岡部は、やっとふりかえった。

　見知らぬ年上の女が、雨のなか、自分の名を呼びながら走ってくる。中学生の男子は、あきらかに戸と惑まどう。

「待って！　話があるの……きゃっ！」

　足がすべり、紅莉栖は転んだ。

　すりむいた膝ひざを押さえて、立ちあがろうとした紅莉栖。その前には彼女を助け起こそうとした──

「噓うそっ…………？」

　中学生の岡部のむこうから小型トラックが迫せまっていた。




　甲かん高だかいブレーキ音。

　耳を劈つんざく。

　悲鳴をあげた紅莉栖の前で、傘が、くるくると路上を舞まった。




　　　　３




　──あなたは牧瀬紅莉栖。

　２００５年の池袋を訪おとずれたあと、あなたは２０１１年にとんぼがえりした。タイムトラベルのたびに微び少しような世界線の遷せん移いが生じているようだが、ここは依い然ぜんとして広義のシュタインズゲート世界線である。

　あなたは２００５年の数時間、ことなる観測点からの記憶を二重に有している。

　あなたが中学生のときの記憶。

　そして、過去に赴おもむいた19歳のあなたが体験した２００５年の記憶。




〝いま〟は、どこまで拡張されうるのか。




　人の記憶力の限界は未解明だ。海馬体に短期記憶、側頭葉に長期記憶野があることは、大まかにわかっている。タイムリープマシンが成功したということは、とりもなおさず、その理論が正しかった証左だろう。紅莉栖は、長期記憶の容量を３・24テラバイトと仮定した。短期記憶は、はるかに容量が少なく揮発性も高いだろう。

　もし、だが岡部のように別の世界線の記憶を保持しつづけていたら。〈リーディングシュタイナー〉を有していたら。

〝いま〟は、いずれ限界をむかえる。

　アトラクタフィールド理論によれば、本来、世界線が移動すれば、記憶が改変されて、事実は因果に基もとづく前後関係つじつまから再構成される。消される、忘れると言うとネガティブな印象だが、逆に言えば、重なりあう記憶によって海馬体の処理能力が過負ふ荷か状態になるのを防ぐ機能でもあった。オーバーフローによって脳が機能停止すれば、致ち命めい的なことになるのだ。

　岡部は、バイオコンピューターである脳に不具合を抱かかえていた。いささか意見誘ゆう導どう的だが、脳医学の見地に立てば〈リーディングシュタイナー〉は疾しつ病ぺいだ。重なりあった記憶は脳に負荷を与あたえつづけ、ゆらぎ、「いつ」「どこ」「なぜ」といった主観的な観測ができなくなり、自分を認にん識しきできなくなっていき、失しつ認にんし、消失──Ｒ世界線という記憶のゴミ捨て場に拡散してしまう。

　いま。

　客観的時系列１周目──消失した岡部を忘れたまま２０３６年まで生き、タイムマシンを開発した。鈴羽のタイムトラベルで生じた２周目、ホテルで『携けい帯たい電話、電子レンジ、セルン』の伝言を聞いて、岡部を思いだして、８月13日にタイムリープマシンを作って８月３日のバーベキュー会場に時間跳ちよう躍やく。３周目、そこで岡部の消失に再び直面し、いったんはあきらめ、しかしタイムマシンで２００５年にもどり、４周目、中学生の岡部に強きよう烈れつな記憶を植えつけようとして、でも……。




　──失敗した。




　これら、すべてが紅莉栖の〝いま〟だ。

　正常な脳は本来、こうした記憶を分類、整理できない。海馬体の管理システムでは時間は遡そ行こうしない。記憶は、付されたタイムコードの順に並べられるべきだ。これらイレギュラーな記憶を短期野から長期野に移そうとすれば、エラーが生じる。ありえないマイナスや虚きよ数すうを吐はきだすのだ。

　だが紅莉栖は、タイムリープマシン、タイムマシンによって、このルールの例外的観測者となった。

　限定的な〈リーディングシュタイナー〉。

　そして失敗し、後こう悔かいし、恐きよう怖ふしている。

　犯おかした罪に。

　たかが数周目の紅莉栖でさえ、こうなってしまうのだ。数十数百、それ以上の世界線における記憶を重ねた岡部の脳は、想像もつかない過負荷状態にあったはずだ。紅莉栖は体験した。ニューロンは焼けつき脳のう細さい胞ぼうは熱暴走する。頭ず蓋がい骨こつのお鍋なべに、電熱器を巻かれて煮しや沸ふつされている気分だ。

　すべてを投げだしてしまいたい。

　疲つかれはて、ブツブツと言葉を吐きだしながら、紅莉栖はラジ館の屋上で、雨ではなく、夏のけだるい風に巻かれていた。
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「どうして逃にげ帰ってきたんだろう、私……」

　ラジ館の屋上で、紅莉栖はタイムマシンを見つめた。

　２００５年の池袋を訪れた紅莉栖は、中学生の岡部を発見した。しかし目的を果たせず逃げ帰った。

　自分のせいで、岡部がトラックに……。

　いいや岡部は轢ひかれてはいない。傘をひっかけられただけで無傷だった。

　でも、紅莉栖は怖こわくなった。

　過去を改変したことが。しかも一歩まちがえれば、中学生の岡部はトラックに轢かれていた。

　紅莉栖は、岡部を殺しかけた。

「世界線は収束するよ」

　鈴羽が告げた。

　岡部は２０１０年の大収束に事実として関かかわる男だ。逆に言えば、そのときまでトラックには轢かれない。今回も傘をひっかけられただけだった。たとえ轢かれて頭蓋骨がカチ割れたとしても、過程はどうあれ２００５年の岡部は絶対に死なない。

「そう……だから、あそこで中学生の岡部が死ぬなんてこと絶対にない……大だい丈じよう夫ぶ、心配しなくていい。でもね……考えちゃうのよ。もう一度、過去に跳とんだとして……リトライして、そうしたら、また岡部は車に轢かれかけるのかなって。それとも、もっと別の……」

　過去に干かん渉しようすれば、予想もしない、もっと恐おそろしいことが簡単に起こりうるのだ。

「それでも２００５年の岡部倫太郎が死ぬことはない」

「阿万音さん……わかってる？　岡部が絶対に死なないってことは、それは同時に、絶対に助けることができない、ということを意味するんだって……」

　未来は、だれにもわからない。

　絶対はない。

「でも、未来のきみは……！」

「…………っ！」

　紅莉栖は両手で顔を覆おおった。

　もう、なんの情報も脳にいれたくなかった。これが記憶の過負荷状態。もう世界を遮しや断だんしたかった。

「岡部は……ずっとずっと、たったひとりで、こんな無力感を味わってきたのよ……」

　せめて、この境きよう遇ぐうを重ねて。

　まゆりのために。紅莉栖のために。時間さえ、運命さえ乗りこえていった男を。

　敬意とともに想おもい、失意のなかで欲ほつしていた。

　愛している。




　おなじ世界線を。

　おなじ時間の流れを感じて、肩かたを寄り添そい、おなじ方向に歩きたい。

　そばにいてほしいだけなのに……。

「私には、とても……」

　できない。

　紅莉栖は弱音の一色になった。

　彼女の前には、Ｒ世界線という見えないゴミ箱が、ぱっくりと口を開けた深いクレバスとなって横たわっている。入り口までは乗タイりムマ物シンで行ける。でも、そこから下に降りるためのロープすらない。滑かつ落らくした岡部を引ひき揚あげるための滑かつ車しやもない。

　どうしようもなかった。

　行き場を失った相そう克こくする想いで、がんじがらめになった紅莉栖は、とうとう身動きがとれなくなった。




　　　　＊




〝いま〟を棄すてた。

　それで、すべては確定する。失敗したこと。岡部の消失。すべてを投げだして、あきらめてしまえば、もうそれ以上、過負荷状態に苦しめられることだけはなかった。怯おびえながら問題を放置するだけだ。そうしなければ、もう紅莉栖の心が保もたなかった。

　ラジ館の屋上で鈴羽と別れた紅莉栖は、失意のなかラボを訪れた。

「紅莉栖ちゃん、トゥットゥルー！」

「ハロー……」

　出で迎むかえたまゆりは、指定の粗そ大だいゴミ用シールを、プリントアウトした点数表に応じて品物ゴミに貼はりつけていた。

「えっと……これは、こっちのぶんで……これはオーディオなのかな？　家具なのかなぁ……？」

　未来ガジェット研究所の発明品は、失敗作もふくめて商品を合体させたようなものが多い。分類によって必要なシールの点数がちがうので、まゆりは困っているのだった。

「それ、捨てるの？」

「うん……ダルくんがシールだけ貼っておいてって」

　ラボは閉へい鎖さされる。

　岡部が消失したあとのシュタインズゲート世界線では、家賃が払はらえず、未来ガジェット研究所は自然消しよう滅めつする。再会は、鈴羽の話では２０１７年、ダルの娘むすめの誕生まで待たなくてはならない。

　このままだと、おそらく世界は１周目と似たような過程をたどるのだろう。

「そう」

　紅莉栖は、まゆりのかたわらに立った。

　未来ガジェットにも粗大ゴミシールが貼ってあった。ブラウン管テレビは、滞たい納のうした家賃の足しとして大家に返へん還かんするのだと。

「なんか寂さびしいね……」

「そうね」

　廃はい棄きされる未来ガジェットを前に、まゆりと紅莉栖はうなだれた。

　つらい。

「でもしかたないわ」

　紅莉栖は、岡部の消失を回かい避ひすることが困難であることを指して言ったのだが、まゆりは家賃のことだと思ったのだろう。

「うん……ねぇ、紅莉栖ちゃん」

「…………」

「オカリンって知ってる？」

　まゆりが口にした言葉に、紅莉栖は耳を疑った。

「えっ……？」

「オカリン……なんかね、ラボにいると、その言葉が浮うかんでくるんだぁ。コスを作っているときも、からあげをレンジで温めているときも……」

　言葉が浮かんでくる。

　その感覚は紅莉栖にはわからなかった。だが、まゆりは岡部を「オカリン」と呼んでいた。それこそ幼いころから。

　まゆりが岡部のことを覚えてい────────

「いや……」

　感情と理性が、思考のなかでぶつかりあう。

　紅莉栖の脳は、天才少女の処理能力でもどうにもならない大量のエラー情報を抱かかえこんだ。

　どうすれば。

　どうしろと。

　脳は悲鳴をあげて思考停止クラツシユした。

「紅莉栖ちゃん？」

「いや……嫌いやッ……！」

　まゆりが呼びとめるのも聞かず、紅莉栖はラボの外に駆かけだした。




　　　　＊




　秋葉原を彷徨さまよい歩いていた紅莉栖は、気がつくと神田川をまたぐ、あの歩道橋にいた。

　水は濁にごり、わずかに汚お臭しゆうを放っている。




　──オカリン。




「どうして、まゆりは……」

　まゆりは岡部のことを思いだしかけていた。

　なんとなくの欠落感ではなく、はっきりと名前まで。鈴羽の話では、ラボメンたちが岡部のことを思いだすのは、ずっと先のことだったはずなのに。

　いいや……あるいは消失直後は、みんな、より頻ひん繁ぱんに違和感を覚えていたのかもしれない。だが未来ガジェット研究所の解散によって、親しい者たちは疎そ遠えんになり、時間とともに違和感そのものに慣れてしまって、岡部のことを忘れていったのか。

　少し歩き、柳やな林ばやし神社の前を通ると、声が聞こえてきた。

「えいっ！　えいっ！　えいっ！」

　漆うるし原ばらるかだ。

　境けい内だいで、模造刀を握にぎって素す振ぶりをしている。

「あ、牧瀬さん！」

　るかが声を飛ばした。

　見つかってしまったのだ。紅莉栖は、話しかけられたくなかったのに、身を隠かくすこともできなかった。

「漆原さん……」

「先日はソーイングセット、ありがとうございました」

「鍛きたえているのね」

　紅莉栖は所在なく応こたえた。

「はい！　１日１００回やっています。妖よう刀とう〈五月雨さみだれ〉の真のチカラを発揮するために」

　るかは汗あせをぬぐった。

　神社の境内とはいえ、ヒートアイランドのまっただなかで素振り１００回は苦行だ。

「妖刀〈五月雨〉……おもしろい名前ね」

「はい……いえ、えっと」

　るかはモジッとした。

「？」

「変ですよね……ボクが、そんな名前をつけるなんて」

　るかは、いまでこそコスプレイヤーになったが、もともと興味があったわけではないらしい。それも、ささやかな違和感だった。そんな厨ちゆう二に病びようなネーミングをするセンスを、るかは持ちあわせていないはずなのに。

　それは彼の残ざん滓し──

「…………」

「あの……牧瀬さん、この刀、牧瀬さんに見せるのは初めてだと思うんですけど。もしかして、どこかで見たことありませんか？」

「えっ？」

「この刀……誰かに、もらったような気がするんです」

　るかも覚えていた。

　手になじんだ木刀を見たとき、ふと覚えた違和感。それもまた、るかの記き憶おくのなかで、岡部のすべてが消されてはいないということ。

　紅莉栖はショックを受けた。

　まゆりも、るかも。

　このまま違和感を覚えながら、やがて違和感に慣れて、記憶の欠落を抱えたまま四半世紀を生きるのか。

　どれほど学会で讃たたえられようと、褒ほめそやされようと、紅莉栖が充みたされることは金輪際ないのだろう。決断できないまま信念を曲げて生きることは、無様で、惨みじめだ。

　何度でも。何度でも。

　牧瀬紅莉栖はブレつづけるのだ。タイムマシンを作ってしまうのだ。また過去に行って、岡部を救おうとしてしまう。

　でも、彼を助ける方法はわからない。

「やめて……」

　紅莉栖は、逃にげた。

　逃げおおせることなどできなかった。影かげは足もとをついてくる。走ろうとするかぎり、紅莉栖を追いつめるのは、待ち受ける未来の紅じ莉ぶ栖んだった。




〝いま〟を拡張しようとするかぎり、望むかぎり、紅莉栖は苦しみつづけるしかない。

〝いま〟を閉じるときが、あきらめるときだ。




　紅莉栖が、岡部を、あきらめるときだった。短期記憶に負ふ荷かをかける多重記憶のエラーを排はい除じよしたのち、長期記憶である客観的時系列に落としこんで、ひとつひとつの事実をシュタインズゲート世界線の年表に確定する。そうすれば紅莉栖の脳、自己認にん識しきは、ひとまずは安定はするだろう。この頭痛の種だけは消える。こんなふうに情じよう緒ちよ不安定になることはなくなる。病人は、ただ休まねばならない。

　ホテルに帰ろうかと思ったが、眠ねむれるとは思えなかった。

　考えがまとまらず、決心がつかず、紅莉栖は秋葉原の街を何周も、何周も、何周も、ぐるぐるとまわった。

　去年、恩人を捜さがしまわったときみたいに。ただ今度は、捜す相手が、この街にいないことはわかっていた。

　歩き疲つかれたころ、紅莉栖はラボの前にもどっていた。

　もう『ブラウン管工こう房ぼう』は閉店していた。だが、ラボの窓からは明かりが漏もれていた。まだ誰かいるのだ。引っ越こしの準備をしているのだろうか。

　意を決して階段をのぼった。

　ラボの玄げん関かんを開けると、思いがけず賑にぎやかな声が聞こえてきた。

「ウイルスにゃ！」

　ピンク髪がみの猫ねこ耳みみメイド──フェイリス・ニャンニャンが、ダルと『雷らいネット翔しよう』のカードゲームで対戦していた。

「おおっ！　フェイリスたんにボコボコにされるとは、なんという俺得」

　惨ざん敗ぱいしたダルは身み悶もだえしていた。

　粗そ大だいゴミが積まれた部屋には桐生きりゆう萌もえ郁かまでいて、両手の指でゲームスコアを数えていた。

「８対０……」

「一方的だねぇ……あ、紅莉栖ちゃん！　よかった、もどってきてくれた」

　まゆりが笑えみをかえした。

「どうしたの？　みんな……」

　ラボのお別れパーティには気が早いだろう。ミスターブラウンの厚意で、今月いっぱい、いてもいいことになっているはずだ。

「メイクイーンで『雷ネット』バトルしてたらね、フェリスちゃんが、急にラボの代表と勝負がしたくなったんだって」

「もしかして僕のリア充じゆう時代、到とう来らい？」

　モテ期だ。阿万音由ゆ季きというガールフレンドがいるくせに、ダルはフェイリスに鼻の下をのばした。

「それでダルくんね、バイトの面接の帰りに、来てもらったんだぁ」

「バイト……？　橋はし田だが？」

　紅莉栖はダルを見た。

「うん。ラボの家賃だけでも、なんとかできないかと。やっぱりラボはあったほうがいいっしょ？」

「橋田……」

　意外な展開に、紅莉栖は正直驚おどろいた。

「うーん……でも、なんかちがうんだニャ！　前はもっと……」

　フェイリスは納なつ得とくがいかなそうに腕うでを組んだ。

「強かった？」

「ううん」フェイリスはまゆりに首をふった「弱かったニャ。それも恐おそろしいほどに……でも、なんか……もっとこう賑やかだった気がするニャ……」

　ともかくフェイリスは、ダルのデレデレナヨナヨしたリアクションが、お気に召めさないのだった。

「どんなふうに？」

　まゆりがたずねると、フェイリスは、こめかみに指をあてて記憶を呼び覚ました。

「ハー！　ハッ！　カァーッ！　……って感じ？」

「リアルバトル？」

　萌郁が小声でツッコミをいれた。

「ちがうニャ！　でも、なんか……あーっ！　ダルニャン、ボーズとるニャ」

「え？　こ……こう……？」

　リクエストされて、ダルが奇き妙みような拳けん法ぽうのポーズをする。だがフェイリスは眉まゆ根ねを寄せた。

「うーっ！　ちがうニャ！」

　やりとりを聞いていただけで、紅莉栖は心を搔かき乱された。

　その場にいるだけで苦しくなり、整理のついていない記憶によって過負荷状態になり、感情が昂たかぶる。

　無意識に恐れてあとずさった紅莉栖は、テーブルにまとめて置かれていたペットボトルにふれて、床ゆかに落としてしまった。

　コーラやジュース、お茶、スポーツドリンク……そのなかで紅莉栖が落としたのは。

「ドクペ……」

「ん？」ダルが気づいた。「ああ、それ？　誰も飲まないのにね」

　ドクトルペッパー。ただでさえ日本では賛否が分かれる飲み物だ。

「まゆしぃ、なんでドクペなんか買ってきたニャ？」

「うーん……なんでかなぁ？」まゆりは、ぽやっとした返事をした。「なんだかね。いつもラボに補ほ充じゆうしておかないといけない気がして……紅莉栖ちゃんも、たまにしか飲まないのにね」

「わかる気がする」

　この発言をしたのは、意外にも桐生萌郁だった。

　まともに会話すること自体がめずらしい携けい帯たい依い存そん症しようの女に、みなが注目した。

「もうひとり……いる」

　霊れい視しでもしたかのようなホラー発言。

　だが紅莉栖だけは、別な意味で息を吞のんだ。

「もうひとり……」

「ここにはいない。けど」




　未視感ジヤメヴユ──違和感。

　既視感デジヤヴ──親近感。




　あたりまえのことが、ありえないことに思える。

　ありえないことが、あたりまえのことに思える。




　脳のエラー。記憶のギャップ。いいや…………




　みんなが思いだそうとしていた。

　忘れてしまっても、覚えていた。消された記憶は残っているから。

「デジャヴ……」

　紅莉栖は、つぶやきながら開発室に歩いた。

「？」

「やっぱり、そう……デジャヴは人の脳が見せる妄もう想そうじゃない。エラーじゃない。デジャヴこそが〈リーディングシュタイナー〉のチカラ……別の世界線の記憶」

　無数の世界線に、自分はいる。

　その記き憶おくの、すべてが集まって、いまの自分がいる。

「…………？」

「唯ゆい一いつ無二の、自分がいるの……」

　それが真実だ。

　すべての世界線にいた記憶をまとめられないのは、人間の脳の、処理能力の限界にすぎない。

　イスの背にかけてあった新品の白衣を手にとる。

　贈おくり物を胸に抱いだいて。

　彼に抱だきしめられた感かん触しよくが蘇よみがえって、身をふるわせた。

「あんたの……強きよう烈れつなウザさは、ほら、誰だれの記憶からも消えない。忘れたと思っていても、記憶はどこかに残っている。ずっと……」

　あの手の感触を思いだして、自分の肩かたに、自分の手を重ねる。

　怯おびえ、ふるえるわが身を抱きしめて。

「私は……！」紅莉栖は、自問しながら、みなに語りかけた。「あきらめようとした。何度も忘れようとした。タイムマシンをつかっても、できないって思ったのに。それなのに、みんなから、みんなに忘れるなって言われている気がして……私は……！」

「クーニャン？　どうしたニャ？」

「私は……！」

「紅莉栖ちゃん？」




　バッ──




　彼にプレゼントした白衣を、みずから身にまとった。

　紅莉栖は顔をあげた。胸をはった。反りかえった。




　尊大に。

　不ふ遜そんに。




　彼──あの男の名は、

「フゥーハハハ！　我が名は鳳ほう凰おう院いん凶きよう真ま！　我が目的は、世界の支配構造の変革！　この未来ガジェット研究所は、その目的達成のために、この世界を混こん沌とんに巻きこむ発明をしなくてはならないっ！」

　演説。

　フェイリスも、まゆりも、ふだんは淡たん泊ぱくな萌郁でさえキョトンとするしかなかった。

「どしたの、牧瀬氏？　暑さで、おかしくなったん？」

　ダルは、ぽかんとした。

　紅莉栖の弁べん舌ぜつで、風通しの悪いラボの室内は、体感温度が一気に３度あがった。

「でも……なんか覚えがあるニャ」

　鳳凰院凶真の口上にフェイリスが反応する。




　──やめて。




　声にならない悲鳴をあげながら、それでも紅莉栖は、鳳凰院凶真を装いつづけた。

　白衣をひるがえして、ダルを黙だまらせる。

「黙れ、スーパーハカー！　俺は狂きよう気きのマッドサイエンティスト……」




　──思いださないで。




「そういう設定でしょ……あれ？　僕、なに言ってるん？」

　ダルは自分の発言に首をひねった。

　紅莉栖の脳が悲鳴をあげる。

　折り重なる記憶の過負ふ荷かによって、意識は押し潰つぶされていく。

「まゆりよ！　選ばれし者の知的飲料を持て！」

　紅莉栖がドクペを要求したとき、驚くべきタイミングで呼び鈴りんが鳴った。

　ラボを訪おとずれたのは漆原るかだった。

「こんばんは。あの……」

「ルカ子よ！」紅莉栖は上から命じた。「素す振ぶりを怠おこたるな。妖よう刀とう〈五月雨さみだれ〉の隠かくされたチカラは、鍛たん錬れんによってのみひきだされるものだ！」

「は……はいっ！」




　──だめっ……。




「お待たせ。ドクペだよ」




　──私には助けられない。




　失敗した。

　失敗した。




　きっと失敗する。また失敗する。無力感を味わう。もっと恐おそろしいことが起きる。紅莉栖はプレッシャーに潰されていく。




　──だから、みんな彼を思いださないで。




「あのね」ドクペを紅莉栖に手わたすと、まゆりが言った。「紅莉栖ちゃんは、鳳凰院凶真じゃないよ？　鳳凰院凶真は……」

「凶真さんは……」

　るかも。

「凶真は……」

　フェイリスも、萌郁も、ダルも。

「そうよ。鳳凰院凶真は、岡部倫太郎……」

　紅莉栖は、とうとう禁きん忌きの真名を晒さらした。

　まゆりたちのデジャヴは、ますます濃くなっていた。ラボメンたちの相関と絆きずなを、塗ぬり消すことはできなかったのだ。あえてマッドサイエンティストを騙かたり、道どう化けを演じた紅莉栖は、そのことをたしかめて、うれしくて、とてもうれしくて、でも、結局は無力感に打ちひしがれていった。

　みんなに思いださせておきながら、紅莉栖は、たとえ過去に行っても岡部を助けることができないのだ。

「岡部倫太郎……オカリン……」

　まゆりが、はっと目を見ひらく。

「オカリン？　えーと……誰だっけ？　喉のどまで出かかってるわけだが」

　ダルもまた記憶の箱をひっくりかえして、その男を捜さがそうとする。

「オカリン？　凶真のことニャ？」

「岡部……きみ……？」

「おか……凶真さん……」

　みんな、きっと、脈みやく絡らくもなく湧わきあがった彼のイメージに戸と惑まどっているのだ。

「オカリン……オカリン……」

　まゆりの頰ほおに、ひと筋の涙なみだが流れた。

「…………！」

「誰か……わからないけど、なんかね。その名前をつぶやくと、とっても心があたたかくなります」

　どうしてかな。

　彼を思いだしてくれたまゆりを、紅莉栖は抱きしめた。

「岡部……」




　──聞こえる？　岡部……。




　理想のゴミ捨て場のようなＲ世界線で、負の想おもいの虜りよ囚しゆうとなった男に。





──忘れろって言ったよね……？

　　でも、人はみんな自分以外のなにかを、大切な、なにかを見つめている。

　　あんたが、私たちを観測してくれたように。
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　翌朝。

　太陽がビルの陰かげにあるうちに、未来ガジェット研究所の面々はラジ館の屋上に集められた。

　阿万音鈴羽は待っていた。

　正体──ダルの娘むすめであることはあかさなかったが、自分が２０３６年から来たタイムトラベラーであることを告げた鈴羽は、紅莉栖とともに再びタイムマシンに乗りこんだ。





──たとえ、この世界に、あんたの痕こん跡せきがなくても。

　　人の想いは世界線を超こえる。






　昇降機タラツプをあがった紅莉栖は、最後にふりかえった。

　まゆりが、ダルが、萌郁が、るかが、フェイリスが……タイムマシンについては半信半疑な様子で見送るなか、二重ハッチが閉じられた。




　──でも…………。




　シュタインズゲート世界線は、理想の世界線だ。

　奇き蹟せきのワールド・ラインの、その上をいく奇蹟に挑いどめと言うのか。どうやって。

「──目算は？　あるの？」

　みんなの前で問わなかったことは、思いやりだったのだろう。タイムトラベルの再設定をしながら鈴羽はたずねた。

　中学生の岡部倫太郎に、このシュタインズゲート世界線だけの特別な記き憶おくをひとつ、植えつける方法。

「わからない」

　できない、とは、もう紅莉栖は言わない。ラボの仲間たちを思えば、言えるわけがなかった。

「…………」

　鈴羽は唇くちびるをきつく結んだ。

　タイムマシンの燃料は有限だった。帰き還かんの燃料を考えれば、チャンスは……。

「考えて、考えて……頭が過負荷状態でおかしくなるまで考えた。でも……そもそも問題を抱かかえているのは私じゃない」

「岡部倫太郎だよ」

「そうよ！　悪いのは岡部よ……！　あいつの脳が、あいつの記憶が……おかしいじゃない！　あいつは私にメール１通、送ってこなかったのよ？　アメリカまで押しかけてきて、あんなことしておいて、１年近くも放置プレイって？」

　カリフォルニアの砂さ漠ばくで、あの口づけを。

　だのに岡部は……。

「どうしたの、いきなり。らしくないね」

「…………！」





──人の想いは世界線を超える。

　　でも……。






　紅莉栖の思考はループする。

　想いを言葉にすることは、困難だ。それどころか自分の想いを理解することさえ、容易にできない。それが望んだカタチで相手につたわることなど。

　奇蹟のなかの奇蹟だ。

　きっと時を超えることよりも、はるかに困難な……。

「行くよ」

　告げると、鈴羽は最終チェックをおこなった。センサーは正常値。グリーンランプが点灯する。

「もし過去改変によって、シュタインズゲート世界線から離り脱だつしてしまったら……とりかえしがつかないのよ」

　堂どう々どう巡めぐりの罠わな。

　岡部の消失を回かい避ひしようとするあまり、脆ぜい弱じやくなゆらぎのシュタインズゲート世界線を離脱してしまえば、最悪、ディストピアや第３次世界大戦の可能性が、復活するかもしれないのだ。

「その懸け念ねんは、当然、考えられた。だから未来の牧瀬紅莉栖は思考実験をくりかえしていた。考えごとをするとき、きみは、いつもヘンテコな装置を見つめていたな。そして、いつもこう言っていた」




　──あなたは牧瀬紅莉栖。




　鈴羽は操作盤のケースをひらいた。

　とりだした彼女の手には、見覚えがある装置が握にぎられていた。

　ドクトルペッパーのボトルに収まった、マトリックスＬＥＤの表示装置だ。

「未来ガジェット９号機……！」

「そう。『宇宙標準時計』だっけ」

　鈴羽は、そのネーミングに苦く笑しようを浮うかべた。

「動いている……？」

　小さな驚おどろき。

　製作から20年以上をすぎても、９号機は未いまだに時を数えていた。

「電源だけは内蔵式にしたけどね。途と切ぎれることなく動いてきたはずだよ」

　さらさら、と。

　１６７７万７２１５粒つぶの砂時計は流れ落ちつづけていた。見えない砂は、すでに残り僅わずかになっていたが……いま、またひと粒、こうしてタイムマシンで過去に送られても。

　砂時計は流れ落ちつづける。

　可逆性の罠に嵌はまり、数十、数百回くりかえされた、あの濃のう密みつすぎる３週間あまりにこだわって。




　──これからの時じん間せいを、あきらめてほしくない。




（私との時間を……）

　紅莉栖が９号機にこめた岡部への願いは、そういうことだったのかと。

　長すぎた四半世紀のまわり道。それでも塗り重ねられた紅莉栖の想いは、鮮あざやかに、いっそう明めい瞭りようになった。

　女と、男は。

　気がついたときは、いつも遅おそい。

　でも、遅すぎることはないのかもしれなかった。出会うことは、何度でも。こうして、いまを生きようとするかぎりは。

　とても、つらいけれど。

　あきらめて、すべてを事実とあきらめて、過去にしまいこんでしまいたいけど。

「…………」

「きみは、どうしたい？　岡部倫太郎と、こうやって話したり、言い争ったりケンカしたりして……」

　鈴羽に言われるまでもなく。




　牧瀬紅莉栖は、岡部倫太郎と、ともに生きたいのだから。




　ともに生きるとは、おなじ時間を重ね、歩むこと。

　まだ彼がいたとき、岡部は、たいして紅莉栖の気にいるようなことを、してくれたわけではなかった。

　会えば厨ちゆう二に病びよう。鳳凰院凶真を装った憎にくまれ口ばかり。

　メールもくれない。まともに名前さえ呼んではくれなかった。

　紅莉栖はいつも苛いら立だち、声をあげてばかりで。

　それでも彼を失ったとき。岡部倫太郎が世界から消失したとき。紅莉栖は、彼女にとって、彼が、どれだけ大きな存在であったかを感じた。よかれ、あしかれ。では彼のなにがそんなにも、といえば紅莉栖は言葉にできず、論理的に説明できない。それが、紅莉栖も岡部に対して煮にえきらなかった決定的な理由だった。

　だが、もし。

　それがデジャヴ──別の世界線の記憶という仮定によって、説明されうるなら。

　証あかすしかなかった。その手段を手にしながら放置することもまた、科学者である紅莉栖には、できなかった。

　できないことばかりだった。

　鈴羽が紅莉栖に９号機を手わたす。

　16進数６桁けたの表示を見つめ、紅莉栖は──〝いま〟を拡張し、再び千ち尋ひろの思考に潜もぐる。




　２秒。




　新たな模も索さくというより、それは、ここまで〝いま〟を考え抜ぬいてきた女が、覚かく悟ごのために必要な束つかの間だった。

「──あなたは牧瀬紅莉栖。

　あなたと岡部倫太郎。いったい、なにが問題なのか……」




　時の、欠片かけらが舞まう。




　目を閉じた紅莉栖の、脳に射さしこんだパルスは。

　マーブル紙みたいに流されていく幾いく千せん万まんの色と色と色。３種の受光体しか持たぬ人の色しき彩さい感覚を充みたしてあまりある24ｂｉｔの彩カラーチヤートが、時間妖よう精せいに攪かく拌はんされる。

　機体は、運命の砂時計となった。




　　　　＊




　まゆりたちが見守るなか、タイムマシンは微び震しん動どうとともに、ゆらぎ、彼らの観測によれば、わずかな余よ韻いん──欠落感を残してラジ館の屋上から消失していった。




　　　　４




　雨。





2005/**/**　






　二度目の雨。そして何周目だろう。いくつものループからなる紅莉栖の〝いま〟は、タイムコードが錯さく綜そうして、頭のなかだけでなぞることは困難になっていた。

　２００５年に跳とび、また秋葉原から池袋方面に移動した紅莉栖は、まっすぐ、あの歩道とガードレールがある大通りにむかった。

　もうすぐ中学生の岡部が、ここを通る。

　タイムトラベルそれ自体によって、世界線はごくわずかに移動する。だから１回目にタイムトラベルした紅莉栖と、いま２回目にタイムトラベルした紅莉栖が遭そう遇ぐうすることはない。一方、過去の岡部の行動は、ここで、さしたる差異を生じないはずだ。

　車道を挟はさんだむこうの歩道を、見覚えのある傘かさをさした少年が歩いていくのが見えた。

　どうすれば、助けられる。

　紅莉栖は、そのときも岡部に声をかけることができなかった。

　足が根をはったように動かない。

　ためらっているうちに、傘は角を曲がって見えなくなってしまった。

「ここまで来ているのに……」

　思考だけは明瞭だった。

　ここには戦うために来たから。

　世界と──ではない。世界と戦っても、つらいだけだ。苦しいだけだ。負けるだけだ。

　岡部と──でもない。岡部を救うために過去の岡部を説得しようとすることは、たがいの苦しみを増すだけだ。

　紅莉栖は……。

　あの狂きよう気きのマッドサイエンティスト・鳳凰院凶真がリアクションできなくなるほどの、痛つう恨こんの一いち撃げきを、ショックを、混こん沌とんを、あらゆる災さい厄やくを与あたえなくてはならなかった。

　もう迷ってはいない。

　だから紅莉栖は追いかけなかった。どうすればいいのか考えがまとまらないうちは。ことにあたる覚悟だけはしたが、この命題は……証明は困難を極きわめる。

「人の想おもいや、人の気持ちは……」

　たとえ世界線を超こえたとしても。

　目の前の相手には、どうやってつたえればいいのだろう。

　雨に降られるまま、道路をわたった。

　住所表記は、やがて雑司ヶ谷に変わった。路地を歩く。レトロな店の前を通り、昭和の看板を横目に、角を曲がって、また別の通りへ。

　すると空気が変わった。

　鳥居。

　赤い門ゲートが幾いく重えにも立ち並ぶ社に、魅み入いられて足を踏ふみいれる。

　厳おごそかな神域。





──なにができるの？

　　　　　　　　　──ムダなんじゃない？

　　　──あきらめたんじゃないの？






　鳥居をくぐるたびに語りかけられている気がした。たぶん、どこかの世界線にいた、逃にげた自分に。

　と、やわらかい感かん触しよくとともに、乾かわいたぬくもりが紅莉栖を包む。

　タオル。

「傘、ないの？」

　軒のき先さきで半濡ぬれになって立ちつくしていた紅莉栖の頭に、中年の女がタオルをかけてくれた。境けい内だいにある茶ちや店みせの店主のようだ。ずぶ濡れの紅莉栖を怪け訝げんそうに見つめている。親切半分、不ふ審しん半分といった感じで。

「私は……」

　濡れた髪かみをゴシゴシとふくと、店主にタオルをかえす。

「あ、ちょっと……」

　傘をわたそうとした店主を置いて、紅莉栖は歩いていった。




　──私、岡部のこと、なにも知らない。




　灰色の雨降る雑司ヶ谷で。




　──あらゆる世界線の私を、岡部は知っていると言った。私も彼の話を聞いて、そのつもりでいた。




　でも、紅莉栖は知らない。

　あるのは断だん片ぺんだけ。ジャメヴュという違和感、デジャヴという親近感……別の世界線の記き憶おくの断片だけ。

　考えながら歩くと、まわりが見えなくなる。

　行き先はわからない。だから、どこを、どう歩いたのかも覚えていなかった。

　霊れい園えんに隣りん接せつした花屋の前をすぎて、夏祭りの櫓やぐらが組まれた広場を抜けると、遠くから警笛が聞こえてきた。





──私、まだ、あいつになにもつたえていない。

　　意地をはって、ケンカばかりして。

　　本当に言いたかったことを、なにも、つたえられなかった……。






　踏ふみ切きり。

　路面電車がノロノロと通過していった。行くあてもないのに焦じれた。

　やっと遮しや断だん機きがあがる。

　堰せきとめられた時の流れに押しだされて、踏みだした。

　ふと、線路に沿って見やる。霧きり雨さめのむこうに駅のホームがあった。




　　　　＊




　紅莉栖は都電の駅舎にいた。

　ベンチに坐すわる。

　胸が、痛い。

　苦しい。つらい。どうしたらいいのか、わからない。

　思考だけは、かつてないほど冴さえている。だが、様々な想いが浮うかんでは心がブレーキをかける。

　送信されることのないメールを打ちつづけるみたいに。

　濡れて、冷えきった指を見つめた。

「…………」

　ふるえる指を、もう片方の手でつかむ。ふるえているのは寒いからではなかった。




　──勇気を、ください。




　この想いから、逃げる理由を探そうとしてばかりの紅わ莉た栖しに。

「タイムマシンか……過去に跳ぶなんて、以前の私なら信じなかった。過去改変なんて認めなかった」

　エキゾチックな物質なんて見つからないから。

　ホームには屋根があったが、細かな雨は風にまつわりついて吹きつけ、満足な傘にはならなかった。

「結局、いつだって頭だけで考えていた」

　小さいころから、いつだって自分ひとりで、なんでもできるって思っていた。

　たいていのことは、自分だけで、なんとでもできた。

　でも、いざ、できないことに直面したとき。紅莉栖は、それができないことよりも、誰だれかに助けを求めることを、とても恐おそれた。

　恥はずかしかった。できないことが。できないと思われることが。

「だから……立ち止まったまま、泣くことも、喚わめくこともできずに、そんな姿を見られるのが嫌いやで、ひとりぼっちでこらえていた」

　──ほら、いまみたいに。

　自分を守るためには盾たてが必要だった。

　私に手助けなんて必要ない、という空気を醸かもしだすことで、決して自分の非を認めようとはしなかった。

　そんな子どもだった。いまも、たいして変わらないのだろう。

「イヤな子どもよね……パパに嫌きらわれたのだって、きっと、こういうところがあったから……」

　子どもだったから。

　まっすぐな正義感から、打ちのめされた中年男のプライドに塩をすりこむようなまねをしてしまった、相手を見ずに自分の価値観を優先したから、紅莉栖は大好きなパパを失ってしまった。

「でも、ね……本当はね、誰かに声をかけてほしかったんだよ。ほかの誰も見ていなくても、自分だけは、おまえを見ているからねって……言ってほしかったの」

　臆おく病びような子なんだ。どうしようもなく。

　いつだって──

　自分をさまたげる者は自分なのだ。

　19年間かけて築いてきた、牧瀬紅莉栖の聖域は音を立てて崩くずれ落ちていく。

　瓦が礫れきの山のなかで、こうして坐りこんでいるのは、裸はだかの天才少女だ。




　椎名まゆり。

　橋田至いたる、桐生萌郁、漆原るか、フェイリス──２０３６年からタイムマシンで訪おとずれ、いまもラジ館の屋上で待ってくれているはずの阿万音鈴羽も。

　ラボメンたちは、祈いのり、紅莉栖を見送ってくれた。




　──がんばれ。




　みんな岡部のことを、はっきりとは思いだしていなくても、紅莉栖の想いを後押ししてくれた。

「こんな私のこと……」

　鈍にび色いろの雲が世界を錆さびつかせる。風には黴かびが生えて、霧きりのスクリーンは人を惑まどわせた。




　岡部。

　ああ、岡部…………。




「あんたも、いま……私と、おなじ気持ちでいるのかな？　ひとりで、誰もいない世界でふるえてるの……？」

　Ｒ世界線。もつれあう、ゆらぎの二に重じゆう螺ら旋せん。

〈リーディングシュタイナー〉の過負ふ荷か状態によって、失しつ認にんした岡部にもたらされたのは死ですらなかった。

　なかったことにされてしまった、世界にとって都合の悪い、でも、ひとりひとりにとっては大切な廃棄物きおく。

「私……岡部を見つけたいよ……！　お願いだから私を置いていかないで……ううん、そばにいて……」

　──私を迷まい子ごにしないで。

　凍こごえる紅莉栖のかたわらに、気配が。

「迷子……ですか？」

「っ……！」

　目を見はる。




　岡部倫太郎。




　駅舎のベンチの隣となりに坐ったのが、パーカーを羽織った中学生の岡部だと認めると、たちまち紅莉栖は瞳ひとみから涙なみだをこぼしかけた。

　想おもいは溢あふれる。

　あわてて、顔をそむけた。

「……わからないの」

　見知らぬ年上の女の曖あい昧まいな言葉に、岡部は、じっと線路を見つめたまま、

「僕も……」

「…………」




　──あなたは牧瀬紅莉栖。

　このシュタインズゲート世界線だけが、彼、岡部倫太郎にとって特別であれば。

　美しいだけの理想ではなく、ガラスのように脆もろい奇き蹟せきでもなく、イラついても、怒おこっても、ケンカしても、言葉ではつたえられなくても……どんなに退たい屈くつで、思いのままにならなくても。

　そこで生きていたいと。

　たがいに望むことができる特別な世界線であれば……。




　──叩たたき割れ。




　岡部倫太郎は何様だ。

　牧瀬紅莉栖は何様だ。




　自分を見おろす、宇宙の視座を打ち捨てる。

　神様ごっこは、おしまいだ。賢けん者じやの衣ころもを剝はぎとり、裸の、感情の獣けものになって判断しろ。




　特別な記憶を、ひとつだけ植えつけてやればいい。




「──小さい頃ころから知ってる女の子がいて……でも……」

　岡部は、ぽつぽつと語った。

　幼なじみの女の子が、大好きなおばあちゃんが亡なくなってからというもの、ふさぎこんでいるのだと。

「…………」

　紅莉栖は知っている。

　未来の、その幼なじみの女の子に聞いたから。なかったことにされた手紙を、たしかに受けとったから。

　だから少年の心に耳を傾かたむけた。

「その子に、なんて言ってあげればいいのか、わからなくて……」

　紅莉栖が、岡部を観測するのではない。

　そんなこと、してやるものか。

　特別になる。

　この過去の岡部の記憶に、このシュタインズゲート世界線だけの──

「鳳凰院凶真って、知ってる？」

　紅莉栖は、とっておきの秘密を打ちあけた。

「ほうおういん……？」

「科学者なの。ただの科学者じゃないわ……マッドサイエンティスト。それも、とびっきりの」

　演技がかった自分の言葉が、最後の勇気をもたらす。

　インスピレーション。

　このとき無意識のうちに、紅莉栖の脳のう裏りで、〝いま〟をひとつに統すべる発想のパルスがつながった。

　あの男。

「鳳凰院凶真──彼の言動はメチャクチャで、みんなから、いつも頭がおかしいってバカにされていた。誰も、彼の言うことも、その研究も、彼が発見した事実も信じなかった」

　なにも噓うそは言っていない。

「…………」

　反対側のホームに路面電車が入線した。

　乗る者はいない。ひとりふたりの客を降ろすと、電車は出発していった。

「でもね……！　彼が見つけたものは、彼以外の誰の目にも見えないものだったの。彼だけが、視みることができるもの」

　噓は必要なかった。

　事実を変えず、過去の岡部の記憶だけを変える。

　認にん識しきを。

　シュタインズゲート世界線から移動することなく、岡部の……この紅わ莉た栖しへの──




　　　　＊




　世界線を超こえて。




　Ｄメール。タイムリープ。タイムトラベル。

　岡部倫太郎は、跳とび、挑いどんでは涙した。

　叫さけぶ。

　世界線を超えて戦い、訴うつたえつづけた。

「彼は……彼が発見したものが人を苦しめ、傷つけ、時に世界を壊こわしてしまうものだと気づいたの。だから一いつ所しよ懸けん命めいみんなを守ろうとした」

　──岡部倫太郎そのおとこは世界を救った。

　彼あんたは、すべてを守りぬいた。

　でも、そのことを覚えている者はいない。みんなの記憶は消されてしまった。だから鳳凰院凶真は、永遠に狂きよう気きのマッドサイエンティストのまま。

　ずっとバカにされつづけたまま──

　紅莉栖の話に耳を傾けていた中学生の岡部は、ポツリと、

「悲しい話ですね」

「そう？　私は、すてきな話だと思う」

　紅莉栖は相手の頰ほおにふれた。




　口づけキス。




　ニコリと微笑ほほえみながら、顔を近寄せ、やさしく唇くちびるに唇をふれた。

　それは岡部の味。
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「…………！」

「さ、行きなさい。岡部あんたを待っている人がいるから……」

　呼吸をとめて、真っ赤に茹ゆであがった中学生の背を叩くと、女は勇気づけた。

　生きなさい、と。

　目と目は見つめあう。

　二心はない。誤ご魔ま化かしはなかった。ぶつけた言葉の、すべてに噓はなかった。だから純な少年の瞳とむきあっても、決して逸そらすことはなかった。

　岡部は、肯うなずいた。

　立ちあがると、スロープから駅の出口にむかった。もう、ふりかえることもなく、少女が待っているだろう霊れい園えんの方角に走り去っていった。

　少年の背中を見送りながら、紅莉栖は微笑んでいた。




　──あなたは牧瀬紅莉栖。




　あなたは勝ったのだろうか。




　α世界線の牧瀬紅莉栖に。岡部が愛した女に。

　β世界線の牧瀬紅莉栖に。岡部が殺し、救った女に。




　自分を阻はばむ者は、いつも自分だった。

　欠落を映した影かげ絵えだったシュタインズゲート世界線のあなたは、いま過去の岡部に、忘れることのできない記憶を、ひとつだけ植えつけた。

　盗ぬすんでやった。

　とても大切なものを。この世界線に、たったひとつしかないものだ。




　世界は、どうなるのか。

　２０１０年７月28日、ラジ館で再会したとき、岡部は紅莉栖を見てデジャヴを感じるかもしれない。あるいはその少し前、『サイエンス』に論文が載のったとき、掲けい載さいされた顔写真を見て。

　中学生のとき、雑司ヶ谷の駅で会った見知らぬ女に、そっくりな──もしかすると、あだ名に「痴ち女じよ」なとど追加されるのかもしれないが。

　迷めい惑わくな話だ。




　　　　＊




「──まゆりっ！」

　青い傘かさが地面に落ちた。

　雑司ヶ谷霊園。

　祖母の墓前で、雲間から射さしこんだ光の梯はし子ごに手をのべた少女──椎名まゆりを、岡部が背中から抱だいた。

「オカリン……」

「つれてなんて、いかせない……！」

「…………」

「まゆりは……」

　そのとき少年岡部の心には、薔薇ばらの香かおりと、はじめてのやわらかい唇の感かん触しよくとともに、あの男の名が植えつけられていた。




　──俺の人ひと質じちだ。人体実験の生いけ贅にえなんだ……！




　狂気のマッドサイエンティスト・鳳凰院凶真。

　その情景を見届けると、紅莉栖と鈴羽を乗せたタイムマシンは再び時を超える。




　さぁ、帰ろう。

　牧瀬紅莉栖が２０１１年にもどったとき。広げきった〝いま〟を閉じて、すべての記憶を脳に委ゆだね、側頭葉のアルバムに綴とじたとき。

　そこに岡部倫太郎はいるだろうか。

　あとは信じるしかなかった。

　奇き蹟せきのワールド・ラインを。大好きな岡部が願った、理想の、希望の世界線を……。




　たがいが、たがいの、はじめての相手。

　なのにファーストキスの日時は、ちがっている。




　こんな逆説を、矛む盾じゆんなく成り立たせた、女と男は。

　ふたりの運命の結び目は、ほどけることなく、ふたりをつなぎとめるだろうか。




　　　　＊




〈天使エンジエルの・梯子ラダー〉

　雲間から、いっそう強くきらめいた光を観測する。

〝ＯＲ２０４〟

　ラジ館の屋上。タイムマシンに刻印された製造番号コードが、光にきらめいた。
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　モノクロの世界。

　未知のようであり、既き知ちのものばかりを集めたようでもある。




　どこまで過去を遡ろうと、確定した事実はなく。

　どこまで未来を望もうと、確定する事実はない。




　事象の地平線のむこうでは時間と空間の役割が入れ替かわる。何時にでも行けるが、何処どこにも行けない。定まらぬ事実、定まらぬ認識、定まらぬ存在。ゆらぎ。Ｒ世界線といいながら現実感Realityはない。なにもかもが不確定で、世界線とは名ばかりの概がい念ねん。現実として観測するものが定まらぬ以上、それを観測する者もまた存在し得ず、意識としても存在できない。認識のブラックホール。たとえ思考が光となって、電位のシグナルがニューロンを駆かけ巡めぐっても、その想おもいは、誰だれにも……どこにも、自分にさえ届かない。受け手がいない。過去と未来の狭はざ間まにあるべき〝いま〟は極大化されることで失われていた。思いあたるということがないまま、為なされなかった未えい然えんのことになるだろう。そこは都合のよい世界線から捨てられた、都合の悪い記き憶おくを詰つめたゴミ箱。

　Ｒ世界線。

　存在は肉体に担保されず、たとえ霊れい的てきな魂こん魄ぱくともいうべきものが実在したとしても、彼は思考実験すらできない。極大化された〝いま〟のなかで、拡散してしまった岡おか部べ倫りん太た郎ろうであった情報のことを、強しいて戯ぎ画がとして表現すれば、灰色の廃はい墟きよで胡座あぐらをかいた灰色の白衣を着た青年になった。

　いらなくなった記憶ピースの収集家コレクター。

　Ｒ世界線のことを、こうして実在する文字と文章で、たしかに表現することは困難だ。

　言ってしまえば、岡部倫太郎はＲ世界線にもいない。

　Ｒ世界線にいると認にん識しきできないし、考えたり、推おし量ることもできないからだ。岡部は〈リーディングシュタイナー〉という概念モノになった、というのは修辞がすぎるだろうか。




　可能性の話をしよう。




　モノクロの世界に、閉へい鎖さされたラジ館がある。

　屋上にはタイムマシンが突つき刺ささっていた。

　世界はシィン……と静まりかえっている。

　無人の秋葉原、中央通り。




　ＴＲＲＲＲＲＲＲ…………




　着信音が鳴り響ひびく。

　白衣のポケットを探さぐると、クリムゾンレッドのストレート型携けい帯たいを手にした。

　そして──われにかえった。




　なぜ、携帯が鳴る。




　なぜ、ここにいる。動どう揺ようしながら、白衣の青年は画面をたしかめた。

　テレビ電話だ。画面が乱れると、ノイズが脳に流入する。




　──『これよりオペレーション・ノルンの概がい要ようを説明する！』




　携帯電話にあらわれた白衣の女が叫さけぶ。

　想いは世界線を超こえて。時を、超えて──

『なにを呆ほうけている、ＨＥＮＴＡＩ』

　ついに紅く莉り栖すは、Ｒ世界線に消失した彼を観測した。

　いいや、観測させたのだ。岡部に、自分を。ほかの誰でもない、シュタインズゲート世界線の牧まき瀬せ紅莉栖を。

「おまえ……どうして……」

『私が来たんじゃない。あんたが、もどろうとしているのよ』

　薔薇の香り。

　蕾つぼみのような唇くちびるの感触。

「…………」

『思いだして。あんたが世界線をさまよっていたとき、いつでも私は一いつ緒しよだった』




　まゆり。

　ダル。

　萌もえ郁か。

　るか。

　フェイリス。




『──阿あ万ま音ねさんも。あんたのことを忘れない』

　無人だった中央通りに人が行き交かいはじめる。堰せきとめられていた想いは届いていく。世界の隅すみ々ずみにまで。モノクロの空に、街に、人々に、１ト６ウ７ル７ー万カ色ラ余ーの真い実ろが灯ともっていった。

『岡部あんたひとりが世界を支えているなんて、思いあがりもいいとこ。忘れないで……どの世界線にいても、あんたはひとりじゃない。どこにいようと私が、あんたを見つける。あんたを観測しつづける』

　世界はつながるだろう。

　負ふ荷か領域のデジャヴ。

　たしかに存在した別の世界線の記憶──みなが〈リーディングシュタイナー〉を共有したとき。

　もつれあう世界は、ゆらぎをとりこみ、まざりあうだろう。




　──だから、あんたは私を見つけて。




　　　　＊




　そこは、ふたりが再会するところだ。

　秋葉原のラジ館前で、男と女は見つめあっていた。

　無言のまま。

　岡部は、しばらくのあいだ雑ざつ踏とうに身を委ゆだねて、鮮あざやかな世界のなかで現実感をとりもどそうとしていた。

　それから、また、おもむろに携帯電話をとりだすと耳にあてる。

「それが〈運命石のシユタインズ・扉ゲート〉の選せん択たくだと言うのなら」

　あの男の口調で。ニヤッと狂きよう気きのマッドサイエンティストの笑えみを浮うかべた。




　ともに生きよう。

　おなじ時を歩もう。この世界は退たい屈くつなのだから。




　歩きだす。

　ここには、いつもと変わらぬ秋葉原があった。

「クリスティーナよ……」

「？」

「かえしてもらおうか。俺のファーストキスを」

　ひと言、言わずにはいられなかったらしい岡部にむかって、紅莉栖は目を伏ふせて、

「嫌やだ」




　人間は根源的に時間的存在である、とハイデガーは言った。

　だから二度と、かえさない。もう二度と、ひとりで行ってしまうことは許さない。
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〈おわり〉　









　あとがき







　語り手は、知り得ないことについては口を閉ざさねばなりません。筆者は作り手ではなく、故ゆえに物語の回答を明示できる立場にありません。ただ、そのままでは脚きやく本ほんを書きおこしただけのテキストになってしまうでしょう。第一稿こうを書きあげたとき、無理と無ぶ粋すいを承知で、原作元様にいくつか質問をさしあげました。すると公開前にもかかわらず、随ずい分ぶんなネタバレと裏設定をいただくことができました。そのＱ＆Ａの内容については、修正段階で本書に組みいれてあります。

　また一方、映像が演出として「盛る」ことがあるように、小説も修辞として「盛る」ことがあります。どこまでが裏設定で、どこからが筆者のレトリックか──ひとつひとつを分類はしませんが、それらを踏ふまえまして、本書が皆みな様さまの考察の一助になれば幸いです。

　ありがとうございました。





２０１３年４月30日　浜はま崎ざき　達たつ也や　　
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